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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




ご利用になるブラウザまたはビューワにより、表示が異なることがあります。
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口絵・本文イラスト／はるのいぶき




デザイン／百足屋ユウコ＋アオキテツヤ（ムシカゴグラフィクス）




編集／庄司智







プロローグ







「雷光の女騎士ココア、主人あるじ様さまの召喚に応じ参上いたしました。これより私は、我が命に代えても、主人様をお護まもりいたします」




　オレの目の前に突然現れた女騎士が、頭を下げてそんなことを言ってきた。

　念のため言っておくけど、ここは、召喚術師が騎士を召喚して戦わせ覇を競っているようなファンタジー世界ではない。

　もちろんオレは、召喚術を駆使して日々魔物と戦う異能力者でもない。

　ここは現代日本で、オレはごく普通の男子高校生である。

　そして目の前にいる女騎士ココアとやらは、あるソーシャルゲームのキャラクターだ。

　いや、待ってくれ。

　勘違いしないでほしい。

　オレはなにも、スマホの画面に映っている二次元のキャラクターのことを『目の前にいる』なんて表現したわけじゃない。

　そうじゃなくて、この女騎士は実際に目の前にいるのだ。

　オレが今びっくりして床に落としてしまったスマホの中から。

　いきなり光を放って、オレの部屋に。

　実際に現れたのだ。

「え、ええと」

　オレは目の前の女騎士に話しかける。

　今日本語で喋しやべってたから、日本語は通じるはずだ。

「ちょっと待ってくれ。状況を整理したい」

「はい、かしこまりました、主人あるじ様さま──主人様じゃないっ!?」

「えっ!?」

　顔を上げた女騎士──ココアは、オレの顔を見るなり目を丸くして叫んだ。

　彼女は身につけた鎧よろいをガチャガチャ鳴らしながら立ち上がると、部屋を見回した。

　ワタワタと困惑した様子で、

「こ、ここはどこなのですかっ!?　私が喚よばれたのは、グレイティア騎士団の団本部のはず。それが、いつの間にこのような異様な場所に？　まさか……あなたは魔王ですか？　私を騙だまし、ここへ連れてきたのですねっ」

「落ち着け！」

　腰に提げた剣を抜こうとするココアをオレは慌てて止める。
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　いつの間にか魔王にされそうになってる……どんだけおっちょこちょいだ、こいつは。

　えっと……グレイティア騎士団というのは、オレがたった今までプレイしていたソーシャルゲームの主人公が率いる騎士団。そして主人公はその団長だ。

　ココアが言う『主人あるじ様さま』ってのはその団長のことだろう。

　そして、プレイヤーであるオレ＝主人公とも言えるわけなので……。

「──オレ！　オレがそのグレイティア騎士団の団長だから！　お前のことはオレが召喚したの！」

　噓うそは言ってないぞ。

　ココアは、剣の柄つかからは手を離したが、ジトーっと疑い深そうな顔でオレを見てくる。

「……本当ですか？　私を喚んだ団長は、もっと爽やかな顔の青年で、あなたのようなボサボサ頭でやる気のない、うすらぼんやりとした目の、いかにもダメ人間オーラが漂っている男ではなかったはずですが」

「ほっとけ！」

　オレの外見はたしかにそのとおりだけど！

　それは土日の休みにかこつけて二日間延々家に引きこもってゲームをしていたからで、学校に行くときはもうちょっとまともな格好をする……ホントだぞ？

「これは──ああっ」

　と、いきなり声をあげてココアは床からなにかを拾い上げる。

「って、オレが落としたスマホじゃねーか」

「主人様！　なぜそのようなところに!?」

　とココアが大事そうに抱え持つスマホの画面には、偶然にも彼女が主人様と呼んでいる相手──つまり、例のソーシャルゲームの主人公のイラストが映っていた。

「な、な、なぜこのような絵の中に閉じ込められて……」

　落ち込んだ様子でしゃがみこんだココアだが、すぐにピョコンと立ち上がる。

　いちいち動作の大きい女騎士である。

「──そうか、わかった。わかりましたよ」

「おう、わかってくれたのか」

　なにが？

「あなたは！」

　ずびしっ、とオレを指差してくるココア。

「魔王とまではいかなくても、やはり魔物ですね！　主人様をこの絵の中に閉じ込め、私をさらったんです！」

「…………いや、だから」

「言い逃れはできませんよ。考えてみれば、あなたは見るからに魔物っぽいです。その人間になりきれていない感じは、変装したってごまかせませんよ」

「…………」

「さりとて魔王というほどの迫力もありませんしね。大方、人を絵に閉じ込めることは可能でも、戦闘はからっきしのダメ魔物なのでしょう？　そういう外見をしているのです」

「全国の男子高校生に謝れ！」

　休日の高校生なんて大体こんな外見だっての！

　……多分。

「とにかく、それはオレのだから返してくれ」

「あっ！」

　オレはココアからスマホを取り返す。

　このままだと『主人あるじ様さまをお救いするのです！』とか言って画面を叩たたき割わりかねない。

　それにしても困った。

　どうやらこいつは、自分がソーシャルゲームのキャラだということを知らないようだ。

　つまり彼女にしてみれば、騎士団の団長に召喚されたはずが、突然知らん男の前に連れてこられた、ということになるわけだ。

　ということは『お前はゲームのキャラクターで、オレがそのプレイヤーで……』なんて説明をしたら、混乱に拍車をかけることになってしまう。

　まずは、彼女が異世界からやってきた女騎士ってことで話を聞いてみることにしよう。

「なあ」

「なんですか、主人様を絵に閉じ込め私をさらった不審な魔物」

「いや、だから、オレもお前が現れたことは想定外なんだ。だから、情報を少しでも共有したい」

「……さっきは、自分が私を召喚した団長だというようなことを言ってましたが」

「いや、それは……」

　ああ、くそっ。噓は一言も言ってないはずなのに、どんどん信用が失われてってるぞ！

「ええい！　なんでもいい！　とにかく、主人様をここから解放したけりゃ言うとおりにしろって！」

　──あれ？

　これじゃまるで悪役みたいじゃね？

「くっ、ついに本性を現しましたねっ！　この人でなし！」

　案の定、ココアはぎんっ、とオレを睨にらんで言ってきた。

　まるでこれからエロ漫画みたいな展開が始まりそうだが、あいにくそんなことをしているほど気持ちに余裕はなかった。いや、あってもしないけど。

「とにかく、お前が召喚される直前のことを教えてくれ」

「は、はあ……？　それがあなたにどう役に立つのかわかりませんが……いいでしょう」

　ココアは一応頷うなずいてくれた。

　ここで『問答無用！　斬る！』とか言われたらどうしようかと思ったが、そこまで好戦的な性格ではないようだ。

「召喚を受ける前は、私は、森を歩いていて……」

「ふむふむ、森をな。どこに向かってたんだ？」

「森の外に出ようと思っていて……」

「ふむふむ、外にな。それでどこに行くつもりだったんだ？」

「どこか、街へ行き、誰かに会おうとしていた、ような……」

「ふむふむ、どこかの街で誰かに会おうとしてた、か。なるほどな」

　……なんか嫌な予感がしてきたぞ。

「どこで、誰と会おうとしてたんだ？」

「ええと……うーん、うーん、うーん……」

　しまいには、ココアは腕を組んで唸うなり始はじめた。

　そして、やがて顔を上げると、オレを見て言ってきた。

「私は……どこで、誰と、なにをしようとしていたんでしょう…………？」

「知るかーーーーっ!!」

　オレは力のかぎり突っ込んだ。

　どうやら──。




　オレの部屋に突然女騎士が現れた──それ以外に語れる事実は、今のところ特にないようだった。





第１話　女騎士・買い物・ケルベロス







『女騎士これくしょん』。

　略して『騎士これ』。

　そんな名前のソーシャルゲームのサービスが開始されたのは、半年ほど前だ。

　ソシャゲとしてはごくオーソドックスなシステムである。

　ガチャでキャラやアイテムを集め、それを駆使してシナリオを進めていく。

　ストーリーは今のところ、第三章まで公開されている。

　第三章はかなりの感動エピソードで、ネットでも話題になり、一気にユーザー数が増えた。

　第四章もすぐに公開される予定だったのだが『クオリティアップのため』という名目で延期が続いている。

　しかしその間も、ゲーム内ミニイベントの開催、関連グッズや外伝コミックスの発売などが続き、シナリオの公開延期すらもゲームネタに絡めてみんなで盛り上がり、さらに人気が高まるという好循環が続いている。

　特に、第三章のラストバトルの超ピンチの場面で助けに現れる〈雷光の女騎士ココア〉は、そのメインヒロインばりの外見も相まって大人気だった。

　第四章ではココアがメインのストーリーが描かれるという噂うわさもあり、ユーザーは心待ちにしているのだ。




　その、大人気の女騎士が、今オレの家でポテチ食ってる。

「美お味いしいですね！　このジャガイモを薄く切って揚げた料理は！」

　よほどお腹が空いていたのか、鎧よろいの手甲が汚れるのもかまわず、ココアは袋に手を突っ込んではポテチを取り、ポンポン口に放り込んでいく。

　オレの家のリビングである。

　考えても考えても召喚前の記憶が思い出せず、代わりに腹ばかり鳴らすココアを、仕方なく連れてきて、引き出しに入っていたポテチを与えたというわけだ。

　夕飯の買い出しはこれからするつもりだったので、まともな食い物は今はない。

　幸い、うちの家族は両親とも海外出張で、妹もそれにくっついて留学している。

　現在、女騎士が突然現れたことを咎とがめてくるヤツはいない。オレ以外にはな！

　まったく、どういうことなんだ？

　実は『騎士これ』プレイヤーの間では、ココアがガチャで出るのかどうかというのが最大の関心事になっている。

『騎士これ』はこれまで、エピソードで登場したキャラは、次のエピソードが公開される前後に、ガチャで手に入るようになることが多かった。

　気の早い〈団長〉（『騎士これ』プレイヤーはそう呼ばれる）だと、今から大量課金して、誰よりも早くココアを手に入れる！　なんて息巻いていたりするのだ。

　ちなみにオレは、毎日無料でできる十連ガチャを引いたら、たまたまその一つがココアだった。

　こんな話、重課金団長に聞かれたら、血の涙を流して羨ましがられるだろう。

「……って言っても、ゲームの中じゃなくて、実際家に来られてもなぁ」

　オレは冷蔵庫で飲み物を探しながらぼやく。

　さっきちょっと見てみたが、ゲーム内では、オレはココアを手に入れたことにはなっていない。

　つまり、ココアは本当にこの世界に『召喚』されてしまったのだ。

　いまだに整理しきれない状況を頑張って整理しようとしていると、

「んーー！　んーー！」

　と、なにやら苦しそうな叫び声とともに、ガッチャンガッチャンと金属がぶつかり合う音が聞こえる。

　見れば、ソファの上にココアがひっくり返って、どんどんと手で胸を叩たたいている。

　ポテチを喉に詰まらせたらしい。

「あーもー、あんな慌てて食うから」

　オレは急いでペットボトルを取り出すと、彼女に手渡す。

　ココアはそれを受け取ると、ゴクゴクと一気に飲み、

「──ぶーーーーーっ!?」

　とオレの顔に向けて噴射した。

　オレの顔はサイダーまみれになり、甘ったるい匂いがオレの鼻を突く。

　オレはココアの頰ほおをつまんで引っ張り上げた。

「お、ま、え、は……」

「ふぁっふぇこふぉみふ～～～」

　ふよんふよんと餅みたいに伸びる頰で、なにやら抗議の声をあげるココア。

　オレの手を振り払うと、

「だってこの水、口の中で爆発しましたよ！　火薬かなにかですか!?」

「そんなわけあるか！」

　彼女の世界には、炭酸の飲み物というのは存在しないのだろうか。

　オレはため息をつき、

「待ってろ。なんかほかの飲み物──」

「いえ、でもこれ、甘くて美味しいですね……げっほごっほげほげほげほ！」

「慣れてないんだから少しずつ飲めよ！」

　喉詰まりを直すための飲み物で咳せき込こんでたら意味ねえじゃねえか。

　しかし、本当に満足そうな顔で飲んでるので、まあサイダーでいいのだろう。彼女の世界では甘いものが貴重なのかもしれない。

「とりあえず、これ使え。そのほうが飲みやすいだろ」

　オレはココアにコップを押しつける。

　ココアはそれを受け取り、ペットボトルからサイダーを注ぐ。

「ありがとうございます……ぎゃー！　泡が溢あふれてきました！」

「…………」

　頭が痛くなってきたぞ。

　まるでちっこい子供の面倒でも見てる気分だ。

「ふええ……あの、これ、一体どうしたら……」

　溢れた泡で手をベトベトにして、泣きそうな顔で、というかすでにちょっと涙目でこっちを見上げてくるココア。

　雷光の女騎士とはなんだったのか。

「あーもう、とりあえずコップとペットボトルを置け。ソファカバーは洗濯するからその上で手の水切っていいから、で、こっち来い」
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　オレはココアをキッチンに連れて行き、シンクで水を出してやる。

「！　ポンプで汲くんでもいないのに水が!?　魔法ですか!?」

「そういうのいいから、ほら、早く手を洗え」

　定番のリアクションに反応する気も起きず、オレは告げる。

「しかもお湯！」

　というココアの驚きの声を無視して、オレはソファカバーをひっぺがす。

　本体までサイダーが染みたら面倒だ。

　くるくると丸めて、そのまま洗濯機の置いてある洗面所に向かう。

「あの……ありがとうございました」

　水を止めながらココアが言ってくる。

　オレの動作を見て仕組みは理解してたらしい。対応力はあるようだ。

「えっと、どこに行くのですか？」

「着替えるんだよ。このままだとベタベタだからな。で、そのあと買い物に行ってくるから、しばらく待ってろ」

「……わかりました」

　ココアは頷うなずくと、ソファに座りなおした。

　なんだかしおらしい態度になってる。

　サイダー一つでここまでやらかして、さすがに反省したのかもしれない。




　着替えのシャツも持って洗面所に行き、タオルで顔を拭く。

　シャツを脱ぎつつ、鏡を見る。

　たしかにひどい髪ではあった。

　昨日風呂には入ったけど、今日は起きてから一度も梳とかしたりしてない。ボサボサのままで、目はほとんど隠れてる。これはココアが不審がるのも無理なかったかもしれない。

　ただ、今はそれが、さらにサイダーのせいで濡ぬれてべったりと額に張りついている。

　ここまでひどくなったのはココアのせいだ。

　オレはバスタオルで髪を拭く。あとでちゃんと風呂に入って洗うとして、今はこんなところか……。

　スパーン！

「魔物め、覚悟ぉ！」

「うおぉ!?　なんだよいきなりっ」

　突然洗面所のドアが開けられ、ココアが飛び込んできた。

　すでに剣を抜いている。

　その切っ先を突きつけてくるので、オレは壁に追いつめられ動けない。

「くくく、油断しましたね」

　ココアは得意げに言ってくる。

「あの飲み物を受け取ったのは、油断させるためです。実はこうしてあなたを攻撃する機会を窺うかがっていたのですよ」

　ココアが突きつけてくる剣は、輝きといい、重厚感といい、間違いなく本物だ。

　ゲームの中じゃ、彼女はこの剣で巨大なキメラを退治していた。

　ただの人間のオレが、そんなもので攻撃を受けたら間違いなく死ぬ。

「落ち着けっ！　だいたいオレがお前をどうこうするつもりなら、さっきのポテチに毒でもなんでも仕込んどくはずだろうが！」

「…………はっ！」

　目を丸くするココア。

　ヤバい、こいつアホなのかもしれない。

　オレは、自分の中で雷光の女騎士のイメージがガラガラ音を立てて崩れていくのを感じながら言う。

「あーあ、空腹だって言うから食べ物を出したのになー。喉詰まらせたから飲み物もあげたのになー」

「うう、それは……」

「こんなベタベタになったのは誰のせいだっけなー」

「ご、ごめんなさい……」

　オレが髪をつまみながらチラッチラッと見やると、ココアはうなだれた。

「たしかに考えが足りませんでした。騎士たるもの、たとえ相手が魔物でも、恩義を忘れてはいけません」

「魔物じゃないけどな」

「たとえ……陸に上がってちょっと乾燥しつつある海藻が化けた魔物だとしても……」

「魔物じゃねえって言ってるだろ！　この髪はお前のせいだ！」

　失礼すぎるだろ。

　ココアは剣を収めて言ってくる。

「と、とにかく。たしかに、今すぐあなたを退治するというのは時期尚早だと判断しました。もうしばらくあなたのことを見定めさせていただきます」

「まだ退治したい気持ちはあるのかよ」

「それに、考えてみたら、あなたを倒してしまっては、元の場所に戻れなくなるかもしれませんしね」

「それはそうかもしれないな」

　ココアは、オレのガチャによって、スマホから飛び出してきた。

　オレが死んだら、元の世界に強制送還という可能性もあるが、このままこの世界に居続けることになるかもしれない。

「というわけで」

　ココアは言ってくる。

「しばらくこの家に厄介になりますね」

「……剣を突きつけてきた危険人物を家に泊めろと？」

「ふぇ……も、もうしませんからっ」

　泣きそうな顔になる女騎士。

　オレは苦笑して、

「冗談だ……まあ、家を追い出したとして、近所をウロウロされても困るしな」

　どんな噂が立つかわかったもんじゃない。

「どうせ両親がいないから部屋は余ってる。好きに使うといいよ」

「！　ありがとうございます！　実は、見慣れぬ場所に来てしまい、どうしたものかと思っていたのです！」

「だったら唯一の顔見知りを攻撃しようとするなよ……」

　まあ、見知らぬ土地に突然召喚されて、危機感を抱くのはわかるけどな。

『騎士これ』の世界はモンスターやら野盗やらが森と言わず街と言わず出現する世界だ。

　戦わなければ生き残れない、厳しい環境なのかもしれない。

「じゃあ、とりあえず、着替えるからこの部屋から出てってくれないか」

「っ！」

　ココアは上半身裸のオレを見ると、今さら真っ赤になって洗面所を飛び出していった。

　意外と純真のようだ。





☆






「ええと、オレ、買い物に行くから待ってろって言わなかったっけ？」

「私は、しばらくあなたのことを見定めさせていただきます、と言ったはずです」

　日曜の夕暮れ時。

　家を出て近くのスーパーへ買い物に向かうオレ──の隣には女騎士がいる。

　さっきから道ゆく主婦のおばちゃんや、部活帰りらしいジャージ姿の中学生とかが、通り過ぎるたびに彼女を二度見していく。

　当たり前だ。

　コスプレ会場でもなければ、こんな格好のヤツいるわけない。

（見た目自体は、可愛い女の子なのにな……）

　ココアは、金色の髪に青い目の、いかにも外国人、という感じの少女だ。

　年齢はオレと同じか、ちょっと上くらいだろうか。

　ただ、体格はやや小柄で、それでも大人びて見えるのは、その騎士らしい凜り々りしい表情のせいだろう。

　あと、胸がでかい。すごくでかい。

　胸部を覆っている鎧は、明らかにそこだけ特注だ。

　あんな形の胸部パーツがあったとしても、他の人間じゃスカスカして使い物にならないだろう。

　そんな巨大な胸が、彼女が歩くたびに、特注鎧ごとユッサユッサと揺れるのだ。

　見るなという方が無茶な話である。

　まあ、そんなわけで、隣にいるだけでちょっとした眼福状態の少女なのだが、ここまで周りから注目されるのはいただけない。

「ところで……先ほどからなぜ皆、私をジロジロと見てくるのでしょう？」

　しかも自覚がないときてる。

「そりゃ、そんな格好してりゃ目立つだろ……」

「そういえば、この街の人々は随分と軽装ですね。そんなに安全なのですか？」

「安全って言えば、安全だろうな」

　少なくとも、ココアがいたところのように、道を歩いていたら野盗やモンスターが現れて戦闘発生──って世界よりは安全だろう。

「だから家出る前に、着替えたらどうだって訊きいたんだよ。せめて、今から剣だけでも置いてこないか？」

「バカなことを言わないでください。この剣は騎士の命です。手放すなどありえません」

　ぐっと柄つかを押さえて剣を守るココア。

　と。

「っ！　ヤバい、隠れろココア」

「ひゃい!?　な、なんですかっ」

　オレはココアの背中を押して、近くにあった自販機の陰に隠れた。

　道の向こうからやってきたのは、制服を着た、見知った少女だった。

　黒髪をかなりの長さまで伸ばした、清せい楚そなお嬢様といった雰囲気の彼女は篠しの宮みや詩し乃の。

　オレの幼おさな馴な染じみである。

　家はかなりのお金持ちなのだが、なぜか、この近くにあるお嬢様学校ではなく、オレと同じ公立高校に通っている。ちなみにクラスも一緒。

　手に紙袋を持っているので、買い物の帰りのようだ。

「なぜ隠れるのです？」

「お前があいつに見つかると、面倒なことになる」

　どう面倒になるのかってのは説明しづらいんだが……。

「んむむ？」

　と、急に詩乃が立ち止まった。

　ぐるり、とその場で回転しながら、

「なんかアタルの匂いがする」

　とか言い出した。

　ちなみに城き戸ど山やま充あたるってのがオレの名前だ。

　しかし、なんでこいつはそんなのわかるんだよ。オレ昨日ちゃんと風呂入ったんだぞ。

「それだけじゃないなぁ。なんか女の子の匂いもする。あとサイダーの匂いもする」

「鼻良すぎだろ！」

「あ、アタルだー」

　しまった……。

　思わず飛び出してしまった。

　オレは仕方なく挨拶する。

「よ、よお詩乃。奇遇だな」

「だねー。アタル、なにしてるの、こんなところで」

「な、なにって、あれだよ、ほら、夕飯の買い物」

「自販機の裏で？」

「い、いや、それはほら……スマホ！　スマホ落としちゃってなー、拾ってたんだよ」

　そう言いながらオレは自販機横から道路の真ん中へと移動して、詩乃の視線をそらす。

　詩乃はそんなオレを目を細めて見ながら、

「怪しい」

「そ、そんなことねえよ」

「怪しいよー。自販機の後ろに誰か隠れてるんじゃないかっていうくらい怪しいよー」

　なんでこんなに勘がいいんだこいつはっ！

　このままだとココアが見つかる。

　こんな格好してるヤツと一緒に歩いてるなんて知られたら、なに言われるかわかったもんじゃない。

「そ、それより詩乃はどこ行ってたんだよ」

「え、買い物だけど。春物の服を買いに」

「へー、どんなの買ったんだ」

「…………」

　ジトーっと目を細めてオレを見てくる詩乃。

　マズい。いくらなんでも不自然すぎたか？

　考えてみりゃ、オレが詩乃の服に興味を持つとか、普段だったらまずありえない。

　絶対なにかあると思われるだろ。

　と思ったら、

「じゃあここで着替えて見せるね」

「待て待て待て待て！」

　紙袋の中身を出そうとする詩乃を慌てて止める。

「ここで……ってお前、ここで服脱ぐ気かよ」

「バカだなぁ、アタル。脱がないと着替えられないでしょ」

「バカはお前だ！」

　なんで天下の往来でナチュラルに服を脱ごうとしてんだよ。

「いやぁ、アタルが私の服のこと気にするなんて珍しすぎて、テンション上がっちゃったんだよ」

「上がりすぎだろ」

　そんなに私服を見せる相手がいないのか？

「と、とにかく、ここで着替えるのはダメだろ」
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「じゃあその自販機の裏でちょっと着替えてくるね」

「それはもっとダメだ！」

　オレは全力で詩乃を止める。

「よ、よく考えたらオレ、買い物行かないといけないしな。急がないと、特売の肉がなくなっちまう」

「お肉かぁ。お肉は大事だね」

「そうそう。新しい服は、また今度見せてくれよ」

「わかった。絶対だよ」

　詩乃は念を押すようにそう言うと、去っていった。

　オレはため息をついてから、自販機の陰のココアに言う。

「もういいぞ……」

「やれやれ」

　と言って姿を現すココアは首を傾かしげていた。

「結局、今の娘は何者だったのです？　あなたの恋人ですか？」

「そんなんじゃねえ。ただの腐れ縁だよ」

　やたらに勘が良くて、突然突拍子もないことをしようとする以外は、まあ概おおむねごく普通の女の子である。

　好きだったこと……があったような気もするけど、一緒にいた期間が長すぎて、そんな感情もどっかに行ってしまった。そんな惰性に近い関係である。

「ふぅん……」

　オレの答えに納得したのかどうなのか。

　ココアはつぶやくように言った。

「でも……これで少し安心しました」

「ん、なにが？」

「どうやらあなたは魔物ではなく、この街に暮らす普通の人間らしい、ということがわかりました」

　そう言って、ココアは初めてオレに笑みを見せた。

「だから言ってるじゃん」

　オレは苦笑して答えつつ、内心で詩乃に礼を言っておく。

　あいつとのアホな会話が役に立つ日がくるとはなぁ……。

「そろそろ行こうぜ。特売の肉が品薄なのは事実だからな」

「あ、はい。わかりました」

　そう言ってオレたちは歩き出す。

　と、いくらもしないうちにココアが言ってきた。

「ところで、アタル殿」

「ん？」

「トクバイというのはどんな動物なのですか。美味しいのですか？」

「マジか、お前……」

　それからスーパーに着くまでずっと、オレはココアに特売の説明をすることになった。
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「な、な、なんですかこれはっ!?」

　スーパーに入るなり、目を丸くしてココアは叫んだ。

　当たり前だが、そのせいで一瞬にして注目を集めてしまう。

「バカっ、目立つことするなって言ったばかりだろうが」

　実際、スーパーの入口前の柵に犬が繫つながれているのを見て、こいつもここにこうして置いていこうかとちょっと思ったくらいである。

　しかし、リードに繫がれた女騎士が入口にいたら、かえって目立つだろう。そう思って店内に連れてきた結果が、これだ。

「いいい、いや、しかしですね、アタル殿っ」

　ココアは動揺した顔でオレを見ながら店内を指差す。

　いつの間にか、オレの呼び方は『アタル殿』になったらしい。

「なんなんです。このお店の品しな揃ぞろえはっ」

「品揃えって……ごく一般的なスーパーの品揃えだと思うが」

　入口近くに果物、そこから野菜、魚、肉と続き、一角にはお惣そう菜ざいコーナー、それから牛乳や卵なんかのコーナー、お菓子コーナー、飲み物コーナー、雑貨コーナーがあって、レジの近くには雑誌も少し置いてある。

　本当に、住宅地によくある、なんの特徴もない、ごく普通のスーパーである。

　しかしココアは興奮して言ってくる。

「ありえない！　ありえないです、こんなにたくさんのものが並んでいるなんて！　大市の日でもないのにっ」

「あ、こらっ」

　勝手に駆け出した彼女を、オレは慌てて追いかける。

　ココアは鎧をガチャガチャ鳴らしながらスーパーの中を走り回る。

　野菜コーナーに行っては、

「なぜあらゆる季節の食材が同時期に売っているのですか……！」

　肉コーナーに行っては、

「このあたりにはどれだけ優秀な猟師がいるのでしょう……！」

　魚コーナーに行っては、

「この近くに海はなさそうなのに……！」

　とひたすら感嘆しまくっていた。

　ちなみにこのあたりに海がないのは、潮の香りがしないのでわかるそうだ。

　そっちのほうがすごい気もするけどな……。

　詩乃といい、女子ってみんなそんなに鼻がいいもんなの？

「すごい……すごすぎる。アタル殿は、毎日こんな場所で買い物をしているのですか」

「まあ、必要なときはな」

　うちは両親も妹も海外に行っていて、オレは一人暮らし状態だ。

　日々の食事も自分でなんとかしなければならない。

　とはいえ、こうして店に来てお金を出せば、確実に食べ物が手に入る状況ってのは、実はすごいことなのかもしれないな。

「ココアはどんな感じだったんだ？　毎日どうやって食べ物を手に入れてたんだよ」

「私は……そうですね。街に立ち寄れたときは、宿で食事が出ますが、そうでないときは買っておいた保存食を食べるか、野ウサギでも狩るか、ですかね。あ、森に生えてる植物で、たまに食べられるものがありますので、それを煮て食べるとか」

「なるほど……」

　めちゃくちゃサバイバルな生活のようだった。

　オレなら二日と保もたない。

　それが当然の世界で暮らしている者からすれば、このスーパーはまるでパラダイスに見えるんだろう。

　なんて一人で納得してると、いつの間にかココアの姿がない。

　どこに行ったと探すと、彼女は惣菜コーナーで試食販売のおばちゃんに捕まっていた。

「本当ですかっ。本当にタダで食べていいのですか？」

「ええ、どうぞどうぞ」

　とおばちゃんが勧めてきた、爪つま楊よう枝じに刺さったソーセージを受け取って、手を震わせるココア。

　怯おびえるようにゆっくりと口に持っていき、はぐ、と咥くわえた。

　とたん。

「っ！　な、な、な……」

　ココアは、もぐもぐと咀そ嚼しやくする合間に、驚きの声を発する。やがて、ごくんと飲み込むと、

「美味しいっ！　すごいソーセージです！　こんなに肉汁が溢れて、口の中に広がるなんてっ！　ほんの一口だけなのに、口の中に満ちる肉の味！　信じられません！」

　まくし立てるように感想を述べる。

　まるで生まれて初めてソーセージを食べたような感動っぷりである。

　しかし、ソーセージって単語は知ってるようなので、彼女の世界にもソーセージはあるのだろう。

　ということは、そんなにうまい新商品なのか？

　気になったので、オレもおばちゃんから爪楊枝を受け取り、ソーセージを食べてみる。

「ん……んん？」

　オレは首を傾げる。

　たしかにうまいが、まあよくあるパックのソーセージの味だ。

　そんなに絶賛するほどとは思えない。

「なあココア──ってなにやってんだお前は！」

　見れば、ココアは、おばちゃんが焼き上げたソーセージを、ひたすら口に放り込んでいた。

　そのせいで大きく膨らんだ口をモゴモゴさせながら、

「ふぁっふぇ、ふぁふぇふぇふふぉふぃにふっふぇふぉふぁないふぉ」

「飲み込んでから話せ！」

「──だって、食べられるときに食べておかないといけないでしょう？　せっかくタダなんですから」

「いや、試食はタダだけど、実質タダなわけじゃなくてだな──うっ」

　オレは話している途中で鋭い眼光を感じ、言葉を詰まらせる。

　試食のおばちゃんが笑顔でこちらを見ていた。目だけが笑っていない。彼女の手には大量のソーセージのパックが抱えられている。

　これは──逃げられない。

　そう悟って、オレはおばちゃんが差し出してきたソーセージを全部受け取った。
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「はぁ～……」

　ため息をつきながら、スーパーを出る。

「なにをそんなに落ち込んでいるのですか、アタル殿。食料がこんなにたくさん手に入ったというのに」

　ココアは、ホクホク顔で両手に持った袋を掲げてみせる。

　鎧姿の女騎士が、スーパーのロゴの入ったビニール袋を持っている光景というのはなかなかシュールだった。

「その大量の食料のほとんどがソーセージじゃなけりゃ、もうちょっとマシな気分だったんだけどな……」

　オレとココアはそれぞれ二つビニール袋を持っているが、そのうち三つがソーセージでパンパンだった。

　これはもう、今日から毎日三食ソーセージを食わなければ、賞味期限までに使いきれない量である。

「だいたい、試食販売してたけど、今日べつにソーセージが安いわけじゃなかったし……特売の肉は買い逃すし……」

　ソーセージ以外のもう一袋は、主に野菜である。

　明日からは、ソーセージとキャベツ→ソーセージと白菜→ソーセージとトマト、みたいな感じで野菜のほうに変化をつけて生きていくしかない。

　ちなみに隣のココアはずっと上機嫌で、

「ソーセージ、ソーセージ、今日から毎日ソーセージ♪」

　と謎の歌まで歌い出す始末。

　彼女にとって、このソーセージはそれほどのご馳ち走そうらしい。

　まあ、森の草を煮て食う生活に比べれば、それもそうか。

　と。

「ん？」

　オレはふと、珍しいものを発見する。

　一頭の犬が、道を横切っていったのだ。

「どこかの飼い犬か？」

　野良猫ならたまに見かけるが、犬はさすがに見たことがない。

　縄が切れて逃げ出してしまったのだろうか？

　捕まえて保護してやりたいところだが、犬はさすがに危険だ。警察に通報しておくくらいがいいところだろうか。

　なんて考えていると、

「アタル殿、今のは……」

「ん？　ああ、犬がいたな」

「いえ、あれはモンスターです」

「はぁ？　いやいや、この世界にモンスターとかいないから」

　オレは苦笑して答える。

　そういや、『騎士これ』のゲームだと、野犬もモンスターとして登場してたな。

　ココアが犬を見てモンスターだと思うのも、そう考えると無理もないのかもしれない。

「いえ、でもあれは……」

　ココアはまだ気にしてる。

　と。

「わん、わんっ！」

　犬の鳴き声が背後から聞こえてきた。

　振り返ってみれば、犬がこっちへ走ってきていた。

「わんわんっ！」「わんわんわん！」「わわんっ！」

　ん？　鳴き声が複数聞こえるな？

　ひょっとして何頭かいるのか。

　と思うが、犬は一頭しかいない。

　ただ、なんか頭がやけにでかいような……。

「この街では、ケルベロスを普通に飼育しているのですか？　それでいて皆あれだけの軽装……ひょっとして、この街の住民は、そんなに強いのでしょうか」

　なんかココアがよくわからないことをごにょごにょ言っているが、その中に気になる単語があって、オレは聞き返す。

「ちょっと待て。ケルベロス？」

「ええ。あの犬、ケルベロスでしょう？」

「はぁ？」

　ケルベロスといえば、頭が三つある犬のモンスターだ。

『騎士これ』の世界でも、ちょくちょく登場する。そこそこ強いが、女騎士のレベルをちょっと上げればすぐに倒せるようになるので、アイテム集めに向いたモンスターである。

「いやいや、よく見ろよココア。あれはただの犬だぜ」

「アタル殿こそよく見てください。あれのどこがただの犬ですか」

「いやでも──うおおおおおおっ!?」

　間近に迫ってきていた犬を見て、オレは思わず絶叫した。

　ココアの言うとおりだった。

　やけにでかいと思った頭は、実は三つの頭だったのだ。

　夕暮れ時だし、遠くだったのでよく見えてなかった。だいたい、三つ頭の犬がいるだなんて思うはずないじゃないか。

「うわあああ逃げろおおお！」

　オレは叫ぶと、即座に駆け出した。

　ココアが並走して言ってくる。

「やっぱり！　あれはモンスターなんですね？　誰かの飼い犬などではないんですね？」

「ああああ当たり前だ！　あんなもん飼うヤツがいてたまるか！」

　やや理不尽だと思いながらも、そう叫ぶオレ。

「わんわんっ！」「ぐるるるるっ！」「ぐわんぐわんっ！」

　ケルベロスは唸うなり声ごえをあげて迫ってくる。

　だんだん近づかれている。当たり前だ。人間が走って犬から逃げ切れるわけがない。

　──と。

　ココアが急に立ち止まった。

「おい、どうした──」

　と言い切るより早く、オレも足を止める。

　オレたちの退路を塞ぐように、もう一頭、ケルベロスが現れたのだ。

　それどころか、塀の陰から、黒い三つ頭の犬が、大量に群がってくる。

　オレたちはすぐに囲まれてしまった。

「どうなっているのです？　この街はケルベロスの群ぐん棲せい地ちなんですか？」

「そんなはずねえよ。そもそも、この世界にケルベロスなんていないんだからっ」

「この世界？」

　そうだった。彼女はまだ、ここが『騎士これ』の世界とはべつの世界だって把握してないんだったな。

「と、とにかく、モンスター自体、この街に現れたことなんてなかったぞ」

　なんなんだ？

　いつの間にかオレのほうが『騎士これ』の世界に紛れ込んでしまったのか？

　しかし、周りの見慣れた住宅街の街並みや、時折聞こえる電車の走行音なんかが、ここがオレの住む現代日本のままなんだと知らせてくる。

「アタル殿」

　いつのまにか剣を抜き放って構えたココアが言ってくる。

　凜々しい、騎士の表情で。

「逃げてください。ここは私がなんとかします」

「バカ言うな！　いくらお前だって、この量じゃ……」

　ケルベロスは、ゲーム内では、それほどの強敵じゃない。

　だが──オレは想像してみる。第三章で活躍した〈雷光の女騎士ココア〉一体で、五十頭のケルベロスとバトル、なんてことになったらどうなる？

　半分くらい倒したあたりで、ココアのＨＰヒツト・ポイントが尽きてゲームオーバーだ。間違いない。

　そんなバトル、撤退するに決まってる。

　しかし、ここは現実だった。

　撤退ボタンは存在しないし、ココアがオレの指示に従ったりもしない。

「はああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、ココアがケルベロスの一頭に向かって踏み込む。

　オレには捉えきれない、すごい速さの剣けん閃せん。

「ぐおおおっ」

　ケルベロスが呻うめき声ごえを上げながら真っ二つに切り裂かれる。

　モンスターは、切断面から真っ黒な霧のようなものを噴きあげながら倒れ──そして散って消えた。

「なっ、なんですかこれは……」

　ココアが驚いている。

　ということは、これがモンスターの普通の死に方というわけではないらしい。

　やっぱり、なにか異常事態が起こっているのだ。

　しかし、冷静に考察してる時間はない。

　仲間をやられたからか、ケルベロスたちは完全にココアを敵と認識したようだ。

　ぎらつく目で女騎士を睨にらみつける。

「来なさい、魔物ども！」

　ココアは威勢良く言い放ち、さらに剣を振る。

　二頭、三頭と、ケルベロスは次々とココアの剣に倒されていく。

　しかし、それにもやがて限界が訪れた。

「くっ」

「ココア！」

　ケルベロスの一頭がココアの肩に喰くらいついたのだ。

　鎧でガードされているから大惨事にはなっていないが、それでも彼女は痛みに顔を歪ゆがめる。

　そこから一気に形勢が逆転した。

　ケルベロスたちはココアの攻撃の隙間をぬい、次々と彼女に喰らいつく。

　腕、腰、脚……どこも鎧で守られてはいるが、痛くないわけはないだろう。

　しかし、それでもココアは剣を下ろすことなく、戦い続ける。

「くそっ……！」

　見てられない。

　ココアには逃げろと言われたが、この状況で言われたとおり逃げ出せるわけがない。

　オレはソーセージのつまったビニール袋を振り回しながら、ココアを襲うケルベロスたちに突っ込んでいった。

「ぐるるるっ！」

　ケルベロスが鼻をひくつかせて、こちらを見る。ソーセージの匂いにつられたか？

　そこをすかさず、ボゴン！

　野菜が入ったほうのビニール袋でケルベロスの頭をぶっ叩く。

　キャベツの塊が直撃だ。

「うおおおお！」

　そのままの勢いで、オレは他のケルベロスに体当たりする。

　そして、隙をついてココアの腕を摑つかむと、走り出した。

　ココアが声をあげる。

「アタル殿、なぜ一人で逃げないのです！」

「そんなこと、できるわけねえだろっ」

「どうしてですか！　私は騎士、あなたは一般人です。庶民を護まもるのは、我ら騎士の務めです。私がもしここでケルベロスたちに倒されたとしても、あなたがそれを気に病むこともないでしょう」

「んなわけあるかっ！」

　オレは怒鳴りつけるように叫びながら、走り続ける。

　近くにあった公園に飛び込んだ。

「意味が通じるかどうか知らねえけど言っておくぞ！　ここはな、お前がいたのとは違う世界なんだよ！　本来ならモンスターなんて存在しないし、騎士なんていない！　金を出せば大抵の食べ物は手に入る世界で、オレは戦いなんてろくにしたこともない腑ふ抜ぬけた人生を送ってるただの高校生だ！　けどな！」

　オレたちを追ってきたケルベロスは、すぐにまたオレたちを取り囲む。

　オレは足元に落ちてた木の枝を拾って構える。

　ココアとは比べるべくもない、みっともなくて、様になってない構えだ。

「けど──そんなオレでも、お前みたいな女の子を見捨てて逃げるなんて気には、少しもならねえんだよっ！」

「アタル殿っ」

　オレの名を呼ぶココアの声を背に受けながら、オレはケルベロスの一頭に突っ込んでいく。

　棒切れを振り抜いて一頭を牽けん制せい。

　ビニール袋からキャベツを取り出すと、それを隣の一頭に投げつけて、さらに隣の一頭に白菜入りのビニール袋をぶつける。

　退路ができた！

「ここから逃げるぞ！」

　そう叫ぶ。

　しかし、横から黒い影が飛び出してきて、オレにのしかかってきた。

「くそっ」

　オレは棒切れを振り回すが、それは三つあるうちの一つの頭にしか当てられず、残り二つの頭はよだれを垂らしてオレに喰らいつこうとしてくる。

　生なま温ぬるい息が、右と左からオレの頰に当たる。

　オレはこのまま食われちまうのか？

「アタル殿から離れろっ！」

　そこへ、ココアが突っ込んでくる。

「バカっ、無茶すんな！」

　オレはそんなふうに叫び返した──気がする。

　気づけばオレはケルベロスにのしかかられ、地面に引き倒されていた。

　視界がぐるぐる回転して、ガンと強い衝撃が頭に響いて……。

　そしてオレは気絶したのだった。





☆






　目を開くと、星空が広がっていた。

　どうやらオレは仰あお向むけに寝転がっているらしい。

　ただ、視界の半分が二つの丸いもので遮られているんだが、なんだこれ？

「起きましたか、アタル殿」

　その丸いものの向こうから、ココアの声がした。

「えっと、なにが……そうだケルベロスは──っ痛いて！」

　いろいろ思い出して起き上がろうとするが、オレは痛みにふたたび身を横たえる。

　なんか、身体のあちこちが痛かった。

「無理をしないでください。そこらじゅうケルベロスに嚙かまれてたんですから」

「マジかよ。よく生きてるな、オレ」

「まったくです。あんな無茶をして……」

　ココアのため息が聞こえる。

　それと同時に、目の前にある丸いものが揺れた。

　オレはようやく、それが、鎧に包まれたココアのおっぱいだと気づく。

　状況がわかってきたぞ。

　オレは公園のベンチに横たわっていて、ココアに膝枕をされている状態だったのだ。

「ってことは……あれ、ケルベロスたちは？」

「いなくなりました」

「いなくなった？　逃げてったってことか？」

「ええ。私が剣を向けて睨みつけると、怯えるように走り去っていきました。私の気迫勝ちってことですかね」

　デレデレとした声で言うココア。

　そうなのか？

　それにしちゃ、はじめのうちはあいつら、まったく怯ひるむことなくこっちを襲ってきたけど……。

　まあ、なんとかなったならいいか。

「ただ……」

「ただ、なんだ？」

　なにか気になることがあるような口ぶりのココアに、オレはさらに問う。

　ココアは首を横に振ったようだった。

「ケルベロスたちが、最後に霧みたいに消えたように見えたのですが……いえ、気のせいでしょう」

「…………」

　それはどうだろう。

　ケルベロスたちは、ココアに剣で斬られたときも、霧状に消えるようにいなくなった。

　あいつらが普通の生物じゃないことはたしかだ。
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　いったいなにが起こっているのか……。

「それより、アタル殿っ」

　と、オレのもの思いを遮って、ココアが言ってくる。

「あなたはなにを考えているのですか！　武器も持たずにモンスターの群れに突っ込んでいくなんて！」

「いや、武器、持ってたじゃん」

　木の枝。あと、ソーセージとかキャベツとか。

「ふざけないでくださいっ」

　がん、とオレの頭のすぐ横のベンチを叩くココア。

　ちょ、危ねえな！　手甲でベンチの木が折れてるんだけど!?

「一般人のあなたがモンスターと戦うなんて無茶もいいところです！　なんのために我々騎士がいると思っているのですか！」

「いや、でも、ココアも危なかっただろ」

「あの場は、それでもあなた一人を逃すくらいはできました」

「…………」

　どうも話がすれ違ってるな。

　そもそもこいつとオレじゃ価値観が違うんだ。

『騎士これ』の世界とこの現代日本の価値観って言ってもいいかもしれない。

　ココアにとっちゃ、騎士ってのは特別な存在で、こいつの世界じゃいろいろ特権も与えられているんだろう。

　その代わり、一般人がモンスターに襲われたりしてピンチに陥ったら、それを命に代えても助ける。それが当たり前なんだ、きっと。

　けどなぁ……。

「さっきも言ったけどな、オレにとっちゃ、お前が騎士とかどうとか、そういうのは関係ないんだよ。そもそもこの世界に騎士なんていないし」

　ヨーロッパとかにはいまだに騎士の制度が残っている国もあるだろうが、少なくとも日本にはない。

「……さっきも言っていましたが、どういうことですか？　『この世界』とは……」

　ココアが訊いてくる。

　そこで、オレはようやく、ここがココアの住んでいる世界とは違う世界である……ということを説明した。

「異世界、ですか……それは、違う大陸とか、そういうことではないのですか？」

　ココアは、オレの言うこと自体は信用してくれてるっぽいが、どうもピンとこないようだった。

「うーん、大陸じゃないな。べつの星って言ったほうがまだ近いかもしれないが」

「星？　バカを言わないでください。空に人が住めるわけがないじゃないですか」

「お、おう……」

　しまった、まだ天動説の世界だったか、『騎士これ』……。

　ともかく、ココアの常識とオレの常識はかなり差がある。

　これで『異世界転生』やら『異世界転移』の説明をしても、理解は難しいだろう。

　だいたい、オレだってココアが現代日本にやってきた理屈はよくわからないんだし。

「ともかく、普通じゃ行き来できないところに、お前は召喚されてしまったってことなんだよ」

　オレは無理やりそうまとめた。

「そうですか……」

　ココアの考え込むような声。

「あれ？　でも、アタル殿……あなた、騎士という言葉は知っているのですね」

「あ、まあ、そうだな」

　昔はこの世界にも、騎士が普通にいて、生活している時代があったわけだ。

　まあ、オレが知ってるのはあくまで、それを元にしたフィクション作品に出てくる騎士で、当時の騎士制度について詳しく知ってるわけじゃない。

　そういうことを説明すると、ココアは少し切なそうな声で言う。

「そうですか、この世界に騎士はもういないのですか……」

「少なくとも、オレが騎士に会ったのは、お前が初めてだよ」

　そう言いながら、オレは身体を起こす。

　いつまでもココアに膝枕をされているわけにもいかない。って言うか、ぶっちゃけ、膝当ての尖った先端が刺さりそうでおっかなかった。

「だからさ、もしさっきココアが倒されてたら、オレはあの場は助かったかもしれない。けど、これからまたケルベロスとか、ほかのモンスターが現れたら、オレは一人でどうにかしなきゃいけなくなる。この世界には、ココア以外に騎士はいないんだから」

「…………」

　オレは隣のココアを見る。

　ベンチに座り、月明かりに照らされている彼女は、凜々しくて、綺き麗れいで、そしてやっぱり、可愛らしい女の子だった。

「アタル殿……」

　ココアは小さく頭を振った。

　まるで、なにか嫌な記憶を振り払うように。

「どうした？」

「実は……さっき、ケルベロスと戦っているときに、思い出したことがあるんです」

「思い出したって……記憶が戻ったのか!?」

　驚くオレに、ココアは頷く。

「と言っても、一部なのですが……それは、モンスターと戦っている風景でした」

　ココアは目を閉じて言ってくる。

　まるで、その情景を、まぶたの裏に映し出しているかのように。

「……平原で、私は剣を構えて立っています。周りには、倒れた仲間の騎士たち。すでに皆死んでしまいました。そして、私が対たい峙じしているのは、ドラゴンです」

「ドラゴン？」

『騎士これ』にも、何体かボスキャラとしてドラゴンが出てきたことがある。

　その中の一体だろうか？

「赤銅色の鱗うろこで覆われた、巨大なドラゴンです。とても強かった……けれど、仲間の攻撃でドラゴンはかなり弱っていました。なので私は、最後の力を振り絞り、ドラゴンに挑みました。しかし、尾で打ち払われ、岩に叩きつけられて気絶してしまいました。目を覚ましたときにはドラゴンはどこかへ消えていた……」

　グッと、震える拳を握ってココアは言う。

「思えば、私が記憶を失ったのはあのときだったのかもしれません。身体への衝撃と、それ以上にドラゴンへの恐怖から……以来、私は大陸の各地を放浪しているのです」

「その……ドラゴンと戦う前の記憶は全然思い出せないのか？」

　オレの問いにココアは首を横に振った。

「憶おぼえているのはそこだけです。それ以降の記憶も虫食いのようになっていて、それより前のことは、まだなにも思い出せません」

　そう言ったあと、ココアはブルリ、と身体を震わせた。

　オレは直感的に、そのドラゴンが、これまで『騎士これ』に出てきたヤツとは別物だと感じた。

　たしかにボスキャラのドラゴンは強かった。

　けれど、大勢の騎士たちが立ち向かってなお勝てないような、そんな悪魔みたいなドラゴンは、出てきたことがない。

「あの戦いで、私は多くの戦友を失いました。もちろん、騎士たるもの、それは覚悟の上です。でも……それでも、あんな理不尽な死は簡単には受け入れられません。だから、もう二度と私は……」

　ココアの言葉はそれ以上続かなかった。

　けど、彼女の苦しげな声と、青い瞳に溜たまった涙で、言いたいことは充分伝わった。

　オレは言う。

「──だったらなおさらだろ」

「え？」

「オレだって目の前で誰かが死ぬのなんて見たくない。騎士とかなんとか関係ないよ。だから一人でなんとかしようとするな。オレを護るために自分が犠牲になってもいいとか、そんなこと考えないでくれ。オレと、お前と、二人でなんとかする。一緒に戦って、一緒に助かるんだ」

　オレがお前を護ってやる！　なんて言い切ってしまえれば、もっといいんだろう。

　けど、オレはただの男子高校生で、剣をまともに振ることだってできやしない。

　だったら、共闘すればいいんだ。

　どちらかがどちらかを一方的に護るんじゃなくて。

　この世界にたった一人しかいない騎士と。

　この世界のどこにでもいる男子高校生と。

　二人で頑張れば、ケルベロスの群れから生き延びるくらいはできるんだから。

　ココアはしばらくぽかんとした顔でオレを見ていたが、やがて小さく笑みを浮かべた。

「そう……ですね。そのとおりです。私は、自分と同じ苦しみを、また生み出してしまうところでした」

　ココアは立ち上がると、オレに手を差し出してきた。

「──私は記憶を取り戻し、元の世界に戻りたい。ですが、それまでの間は、アタル殿。あなたと共に戦いましょう。そして、一緒に生き残ることを考えましょう」

「おう。よろしく頼むぜ」

　オレは立ち上がると、彼女の手を握った。




　こうして──。

　オレは、雷光の女騎士ココアと仲間になったのだった。





第２話　二人目・バジリスク・ぬいぐるみ







「美お味いしい！　これは、なんと美味しい食べ物でしょう！」

　翌朝。

　オレとココアはダイニングで朝ごはんを食べていた。

　先ほどからココアは、一口食べるたびに絶賛の言葉を口にしている。

　フォークでくるくると巻き取って口に運べば、スープと絡んで舌の上で踊る。独特の歯ごたえの肉？のようなもの？を麵とともに嚙かめば、新たな刺激を味わうことができる。

　そう。

　オレたちが食べてるのはつまり、カップ麵だった。

　昨日、スーパーで買ったソーセージをケルベロスどもに貪り食われてしまったので、今日の朝食はカップ麵になってしまったのだ。

　オレはちょっとげんなりした気分だったが、ココアはカップ麵を絶賛しまくっている。

　どうも、食べ物が手に入りにくい世界の彼女にとっては、こういう高カロリーのものはだいたい美味しいと感じるようだった。

　しかし、鎧よろいを着込んだ女騎士が、プラスチックのフォークでカップ麵をすすっている姿というのは、思った以上にシュールだ。

「なあココア」

「なんですか、アタル殿」

「お前、その服、着替えたりしないの？」

「なにを言うのですっ」

　たんっ、とカップ麵のカップを置いて、ココアはオレを真正面から見てくる。

　ちなみにカップはすでに、スープまで飲み干されて空になっていた。

「騎士は常に心は戦場にあるのです。この鎧と、そして剣はその心構えの証あかし。片時たりとも手放すことはできません」

「いや、それはわかるんだけど、そんな重いもの常に身につけてて、疲れない？」

「疲れませんね。アタル殿は、軽くて楽だからといって、全裸で街を歩きますか？」

「なるほど……」

　それくらい、騎士にとってはこの格好が当たり前ってことか。

「……待てよ？　お前、寝るときはどうしたんだ？」

　ちなみに、ココアには、こっちの世界にいる間は妹の部屋に寝てもらうことになった。

　さすがに同じ部屋で寝るのはちょっとな……と思ったからだ。

　なので、ココアがどんな格好で寝たのか、オレは知らなかった。

「寝るときは、いつもどおり床にあぐらをかいて、剣で身体を支えて寝ましたが」

「野営か！」

　それもう、いつ敵に襲われるかわからない状況での仮眠の仕方じゃねーか。

「さすがに家の中は安全だから、普通にベッドで寝ていいんだぜ」

「しかし、昨日のケルベロスどもは、虚空から染み出すように現れました。あのように、この家でもモンスターが出現するかもしれません」

「いや、それはそうだけど……」

　そこまでデタラメだともう対処のしようがない。

「今この瞬間にも、突然現れるかもしれないんですよ」

「脅かすのはやめろよ！」

　しかし、ココアが言うのももっともだ。

　あのモンスター出現の理屈がわからない以上、家の中が安全圏だという保証はない。

「なんとかしないとなー」

　モンスターの出現は、ココアがこの世界に召喚されたことと無関係ではないはずだ。

　ということは、その謎を解くことは、ココアを元の世界に戻す手がかりにだって、なるかもしれない。

　オレはスマホを取り出して『騎士これ』の画面を起動する。

　なにかゲームの運営から発表があったりしないかと思ったのだ。

　だが『ガチャで手に入れた女騎士が実体化してしまう不具合について』なんてアナウンスはなかった。

　当たり前だ。

　そんなもん書いてあったら「運営、頭大丈夫か」って騒ぎになるに決まってる。

「あ、デイリーガチャできるな」

　オレはお知らせを見て気づき、そのままガチャ画面に行ってガチャを引いた。

　デイリーガチャは、一日に一度、無料でガチャを十回引けるというシステムだ。

　毎朝六時に更新されるので、平日は朝ごはんを食べながら引くのが習慣になっていた。

　しまった──と思ったのは、ピカァ！　とスマホの画面が異常に輝いたときだ。

　昨日はこれでココアを引いたと思ったら実体化してオレの部屋に現れたのだ。

　今回もそれが起こらないとは限らなかったわけで……。

　もっと警戒するべきだった。

　しかし、そう思ったときにはすでに遅い。

「む、何事ですかっ」

　びっくりして剣を抜こうとするココア。

　オレはあまりの眩まぶしさに、思わずスマホを取り落としてしまう。

　床に落ちたスマホはさらに発する光を強め、ダイニングは目も開けていられないほどの輝きに包まれる。

「……っ」

　やがて光は弱まり、オレは顔を覆っていた腕を下ろす。

　そこには、新たな女騎士が立っていた。

　燃えるような赤髪を靡なびかせ、金色の両眼でダイニングを見回している。

　手には、自身の身長より長い槍やりを持っている。




「私は豪炎の女騎士アルティアだ。召喚に応じ参上した。ご主人の敵は、たった今からすべて私がこの槍で貫き殺してみせよう！」




　物騒な登場セリフを告げて、女騎士──アルティアは槍をぶん回した。

　がん！　と槍がぶつかって、電灯が落下してきた。





☆






「いやあ、失礼した、ご主人！　まさかこのような狭い場所に召喚されたとは思わなかったのでな」





[image: ]





「狭い場所で悪かったな……」

　オレはチリトリで割れた電球を片づけながら呻うめく。

　ちなみに、ココアもアルティアも鎧は脱がないし武器は手放さないため、床に散らばった破片を片づけようとすると、周りの棚をひっくり返したりガラス扉を破壊したりして被害を拡大させそうだったので、おとなしく座らせておいた。

　現代日本の家屋は、騎士が活動するには不向きな構造らしいな……うん、知ってた。

　ひととおり片づけてから、オレは改めてテーブルについた。

　時刻はすでに九時。学校には完全に遅刻である。

　念のため、すでに電話して、具合が悪いので病院に行くと伝えてあった。

「しかしけったいな建物だな。ここがご主人の屋敷なのか？」

「というか、アルティア殿。あなたを召喚したのはアタル殿ではないはずではありませんか？」

　部屋を見回してキョロキョロするアルティアに、ココアが言う。

　そういえばそうだ。

　ココアは、グレイティア騎士団団長＝ゲームの主人公に召喚されたと思ったら、オレの部屋にいたのだ。

　アルティアも同じ状況じゃないんだろうか。

　そう思って彼女を見ると、

「ん？　そうだったかな。団長もこんなんじゃなかったか？」

　と首を傾かしげ、ジッとオレを見てくる。

　気まずくて、オレは視線をそらしてしまった。

　アルティアもココアと同じくらい整った容姿の持ち主だった。

　ココアとちょっとタイプが違って、背が高くてモデル体型で、美人のお姉さんといった雰囲気。

　高校生じゃあまり見ないタイプなので、向き合って座っていると、ちょっとドキドキしてしまう。

　ココアはアルティアの態度に不満のようだった。

「そんなことはありませんっ。アタル殿。あなたの持っている団長の絵を見せてあげてください」

「あ、ああ。わかった」

　オレはスマホ画面を操作して『騎士これ』の主人公の絵を表示する。

　オレを、団長を絵に閉じ込めた魔物ではないと理解したココアは、これを、団長の肖像画だと認識していた。

　まあ、説明も面倒なのでそのまま流している。

　で、その団長の姿を見せると、アルティアは、

「んー、よくわからないな。同じようなもんじゃないか？」

「全然似てませんよ！　ほら、主人あるじ様さまのほうがずっとカッコいいでしょう？」

「そうかなー……」

「ちゃんと見比べてください。ほら、アタル殿の顔の腑ふ抜ぬけてること！」

　頑張って主張するココアと、首を傾げ続けるアルティア。

　あの、もうそろそろその辺でやめてもらっていいですかね……。

　どうもココアは、オレとゲームの主人公の違いを、やたらと強調してくるな。

「ま、そんなことはどうでもいいんだ」

　と、手をひらひら振って言うアルティア。

　ココアは不満そうだったが、アルティアは気にせず言う。

「それより、私はなぜここに召喚されたのだ？　誰と戦えばいい？」

「え？　いや、とりあえず、戦闘をする必要はないんだけど」

「なんだとっ！」

　オレが答えると、アルティアは声を荒らげて立ち上がった。

「このアルティアを召喚しておきながら、戦う相手がいないとはっ！　手抜かりもいいところではないか！　今からでもモンスターとか用意しろ！」

「そんな都合よく用意できるか」

「じゃあ、誰か殺してほしい相手とかいないのか？」

「いねえよ！」

「ぬあー！」

　アルティアは頭を抱え出す。

「お、おい、大丈夫か？」

「私は、一時間に一回は槍を振り回さないと身体がむずむずしてくるんだっ」

　え、なにそれ、怖い。

「なんかの呪いなのか？」

「いや、そういう性格なんだ」

「我慢しろ！」

　戦闘狂バーサーカーかこいつは……。

　ゲームだと戦闘力が高そうでありがたい女騎士だが、現代日本にここまで不向きなのも珍しい。とんでもなく面倒なヤツを召喚してしまったかもしれない。

「……ん？」

　とオレは、スマホ画面を閉じる前に、何気なく開いたニュースサイトで、気になる記事を見つける。

「これ……この近くじゃないか？」

「どうしたのです、アタル殿？」

「なんだ？　敵か？　殺すか？」

「落ち着けっ」

　オレはアルティアにツッコみながら、リビングに移動してテレビをつけた。

　チャンネルをいくつか変え、ニュースサイトと同じことを報道している番組を発見。




『──こちら、現場のショッピングモールです。ご覧ください。中央の太い柱が根元からへし折られています。壁には大穴が開いております。目撃者の話によると、巨大な怪物は、あちらの広場に突如現れ、柱に体当たりし、壁を破壊して逃げていったとのことで、警察では──』




「巨大な怪物、ですか？」

「モンスターかな？」

　オレは女騎士二人の言葉に頷うなずいた。

「こっちだと証拠写真もあるみたいだ」

　スマホのニュースサイトのほうに画像があったので、それを拡大表示する。

　通行人がたまたま撮影したものみたいで、画像はひどく粗い。

　しかし、それが普通じゃありえないものだというのはよくわかる。

　ショッピングモールの建物を背景に写っている黒い影は、明らかに、この世界には存在しない生物のシルエットだった。

「バジリスクですね」

　ココアが言う。

「バジリスク？」

　ゲームとかではよく聞く名前だが、『騎士これ』には──少なくともオレがプレイしている限りでは──まだ登場したことがなかった。

「はい。砂漠などに生息する巨大なトカゲで、見たものを石にする力を有しています」

「待て待て、そりゃヤバいだろ」

　オレはニュースサイトを読む。

　ざっと見たところ、誰かが石にされたという情報はなかった。

　テレビでも、そのことに言及したりはしていない。

「今回は被害がなかったってことなのか？」

「そのようですね。不幸中の幸いです」

　しかし、それはどう考えても運がよかっただけとしか思えない。

　このまま放置しておくわけにはいかないだろう。

　昨日のケルベロスは、当たり前のようにオレたちに襲いかかってきた。

　バジリスクが次に現れたときに、人を襲わない保証はどこにもないのだ。

「……ちょっと様子見に行ってみるか」

「そのほうがよさそうですね」

　オレとココアは頷き合う。

　面倒だが仕方ない。

　まあココアたちを元の世界に戻すヒントだって見つかるかもしれないしな。

　と。

「なあ、ご主人」

　アルティアが言ってくる。

　オレとココアの会話に加わってこないなと思ったら、彼女はいつの間にかテレビの目の前に移動していた。

　キャスターがすでに次のニュースを話している画面を指差して、

「この者たちはこの壁の向こうに住んでいるのか？」

　とベッタベタなことを言い出した。

「はっはっは、違いますよアルティア殿」

　対してココアがドヤ顔で告げる。

　が、実は彼女も、昨日オレが宿題のＢＧＭにしようとテレビをつけたときに、同じような反応をしていたので、偉そうなことは言えない。

　ココアは画面を指差して、

「これはテレビと言って、この人たちは、えーと……情報を集める妖精です」

「……お前、オレが言ったこと全然憶おぼえてねえじゃねえか」

　本当に理解してたのか？

「ほう、便利なものだな」

「アルティアも納得すんなよ！」

　いや、まあ……それで納得してるんだったら、べつにいいけどさ。

　異世界の女騎士に、テレビの仕組みについて詳しく説明する必要もないだろうし。

　と、テレビ画面がスタジオから別のニュースに移り、

『先日のタイトルマッチで世界最強の座を獲得した──』

「なに、世界最強！　私と戦わないか、そこの妖精っ！」

「やめろ！」

　どこぞの格闘家が映ったテレビに槍を突き刺そうとしたアルティアを、オレは慌てて止めた。





☆






　というわけで、オレとココアとアルティアは、バジリスクが現れたというショッピングモールへやってきた。

　うちからだと車で十分と、徒歩で行くにはちょっと遠い場所だったが、近くのバス停からシャトルバスが出ているので、それに乗ってきた。

　いやー……目立ったね！

　なにしろ鎧を着た騎士が二人だ。狭いので最後尾の座席に座るしかない。そのせいで、途中で乗った人が、こちらを見るたびにギョッとして、前のほうへ詰めていった。

　幸い、比較的空すいていたので、運転手さんに『迷惑だから降りろ』と言われることもなく、無事ショッピングモールに到着できたわけだけど。

「ここでも目立つな……」

　当たり前である。

　ショッピングモールは開店直後で人が少ない。

　なので、ココアとアルティアが歩くたびに鳴る金属音が、店内に響き渡る。そうすると近くにいる人はみんなこっちを注目してくるのだ。

　気まずいったらない。

　ちなみに、ココアとアルティアは同じ鎧といっても、そのデザインはずいぶんと違う。

　ココアはオーソドックスな銀色だが、随所に細かな文様が打ち出してある、高級そうな鎧だ。

　一方アルティアの鎧は、どんな金属でできているのか、全体的に赤い。縁は金で飾ってあり、高級感よりは派手さ重視という感じだ。

　そんな二人が並ぶと、互いを引き立てあうように目立ってしまう。

　なにかのイベントとしか思えない。

　子供がいたら、ステージショーでも始まるのかと思われて人だかりができてしまっていたかもしれない。

　時間帯のせいなのか、ほとんどいなかったのがせめてもの救いだ。

「ここか」

　オレたちは事件のあった場所にやってきた。

　周りには立ち入り禁止のテープが張られていて、警察官が何人か見張りについている。

　遠くからでも、へし折れた柱や、大穴の開いた壁が見えた。

「穴の向こう側に回ってみよう」

　オレたちは玄関を出て、駐車場を通って、外のほうへ行ってみる。

　そちらもテープが張られ、警官が見張りをしていたが、人は少ない。

　穴の周りには、壁の破片がたくさん落ちていた。

　オレは駐車場を見回すが、パトカーや、買い物客の車がまばらにあるだけで、異変は見当たらない。

「さすがにもういなくなってるか」

「いえ、わかりません」

　ココアが言ってくる。

「バジリスクは、餌場を見つけると、長期間そこにとどまります。まだ近くにいる可能性が高いですよ」

「お、脅かすなよ」

　ちょっと怖くなってきた──。

「ギュロロロロロロ！」

「ぎゃーーーー！」

　突然聞こえた変な鳴き声に、オレは悲鳴をあげる。

　駐車場に巨大なトカゲが出現していた。

　さっきまでなにもいなかったのに！

　軽自動車くらいのサイズはあるだろうか。

　焦げ茶色や砂色のまだら模様の鱗うろこで覆われていて、あちこちからトゲが生えている。

　意思疎通の不可能そうな、どんよりと濁った眼がギョロギョロと動いて、あたりを見回していた。

「ば、化け物！」

　見張りの警官がバジリスクに気づいた。

　一人がとっさに拳銃を抜き、もう一人がトランシーバーで応援を要請する。

　拳銃を抜いたほうの警官がオレたちに呼びかけてきた。

「そこの人たち！　早く逃げて！　建物の中に入るんだ！」

「は、はいっ」

　とりあえずここは警官に従っておくのが得策か。

　そう思い駆け出そうとしたオレだが、

「はあああああああっ！」

　暑苦しい気合いに、思わず立ち止まって振り返る。

「アルティア!?」

　驚いて声をあげるがもう遅い。

　炎髪の女騎士は、槍を振り上げて、バジリスクに向かって突貫していくところだった。

「お、おい、君！」

　警官が慌てて拳銃の射線をそらす。

　その間にもアルティアは一気にバジリスクとの距離を詰めて、

「はあぁっ！」

　ブスリ！　とバジリスクの顔を横から貫き、両眼を刺し潰した。

「ギロルロロロロロッ！」

　悲鳴をあげてのたうちまわるバジリスク。

　アルティアはすぐに槍を引き抜いて、一歩退きながら、刃と反対の先端に付いている石突きでバジリスクの胴をぶっ叩たたく。

　ベタン、とその場にひっくり返った怪物に、さらに刃での一刺し。

　容赦ない攻撃で、彼女はあっという間にバジリスクを無力化してしまった。

　オレの横でココアが言ってくる。

「バジリスクは睨にらむだけで相手を石化させますので、その前に距離を詰めてまずは目を潰して、その後、混乱している間にとどめを刺す。これが対バジリスク戦のセオリーです」

「そうなのか……」

　とすれば、アルティアの判断でみんな助けられたことになるな。

　しかし……。

「こらー、君たち！」

「やべ……」

　警官がこっちに駆けてきた。

　このままだと、面倒なことになる。

「おいアルティア、逃げるぞ」

「逃げる？　なぜだ？　せっかくバジリスクを仕留めたのだぞ。これから解体して、食料と魔術の材料に分割して……」

「いいからっ！」

　オレはアルティアの腕を摑つかむと、駆け出した。

　アルティアは非常に不満そうだったが、渋々ついてきてくれた。

　ココアも後ろから追いかけてくる。

　警官はオレたちを追うべきか、バジリスクの死体を見張るべきか悩んでいたようだが、後者を選んだようだ。よかった。

　と、その警官の叫び声が背中に届く。

「な、なんだっ!?」

　多分、倒したバジリスクが霧になって消えたのだろう。

　昨日のケルベロスと同じだ。

　この世界に現れたモンスターは、倒されると消える。腹の足しにも金の足しにもならないのだ。残念ながら。





☆






「ここまで来れば、とりあえず大丈夫か……？」

　オレたちはショッピングモールの反対側へと移動した。

　こちらのほうには警官は見当たらない。

　とはいえ、ココアもアルティアも目立つので、早くショッピングモールから立ち去ったほうがいいかもしれない。

　なんて考えながらバス乗り場のほうに向かおうとすると、アルティアが言ってきた。

「ちょ、ちょっと待ってくれ、ご主人」

　妙に弱々しい声に心配になり振り返ると、彼女は通路の真ん中に四よつん這ばいになってへたり込んでいた。

「アルティア！　どうしたっ？」

　オレとココアは慌てて駆け寄る。

　顔を覗のぞき込こむと、アルティアは青い顔で、げっそりとやつれてすら見えた。

「まさか……バジリスクの毒にやられたのですか？」

　ココアが焦った声で言う。

「あいつ、石化のほかに毒も持ってるのかよ！」

「ええ。すべての個体ではありませんが、そういうバジリスクもいます」

「じゃあ、いつの間にか攻撃を受けてたってのか」

　くそ、どうすりゃいいんだ。

　当たり前だが、解毒剤なんて持ってない。なんでも売ってるショッピングモールだが、さすがに異世界の薬までは置いてないだろう。

「い、いや、毒じゃなくて……」

　と思ったら、アルティアは震える手をオレに差し出しながら言ってくる。

「腹が減って動けないんだ……」

「…………」

　燃費悪いな！

　いやでも、考えてみたらアルティアは召喚してからまだなにも食べてないんだったか。

　ココアの話を聞いた限りでは、向こうの世界は食べ物がこちらほど豊富じゃないみたいだし、元々空腹だったのかもしれない。

「ひょっとして、ずっとお腹が空いていたのか？」

「ああ、実はな……ご主人に召喚される前に、豚肉の丸焼きを食べた程度だったから」

「やっぱ燃費悪いだけじゃねーか！」

　しかしマズいな。

　こんな目立つところにいたら、すぐに警官に追いつかれてしまう。

「ココア、アルティアを連れて、さっきのバス乗り場の裏あたりに隠れててくれ。オレはなんか食べ物を買ってくるから」

「わかりました」

　ココアが頷き、アルティアを担いで……というか引きずっていく。

　オレはそれを見送って、フードコートのほうへ向かった。





☆






「こ、ココアよ……私のことは置いて、早く逃げろ……このままでは、お前まで、警備兵に見つかってしまうぞ……」

「バカなことを言わないでくださいっ！　同じ騎士団の下もとに集った仲間を、そう簡単に見捨てられるわけがないでしょう！」

「…………」

　オレが食料を調達してくると、なんか百ゆ合り～んな雰囲気の空間が形成されていた。

　シャトルバスが出ているバス乗り場の裏手の駐輪場である。

　建物からやや遠い位置にあるため、利用者がほとんどなくて人目につかないだろうと思ったのだが、どうやら正解だったようだ。

　まばらに自転車が置かれたアスファルトの上で、鎧姿の女騎士二人がお互いを支え合っている姿は、絵になるようなならないような、微妙な光景だった。

「お待たせ」

　オレはそう言って二人に駆け寄る。

　紙製の箱を開けると、中にはドーナツが十個入っている。

　なぜドーナツかというと、フードコートの店の中で一番早く買えそうだったからだ。

「お、お、お……なんだこのかぐわしい匂いは……っ」

　アルティアは鼻をヒクヒクと蠢うごめかして、花の蜜に誘われる蝶ちようのように、ドーナツの箱に寄ってきた。どんだけ腹減ってるんだ……。

「たくさんあるから、好きなだけ食べろよ」

　オレはほかにも二つドーナツの箱を置く。これだけあれば、まあ足りるだろう。

　……と思ったら、

「ありがたいっ！」

　アルティアがそう言ったと思ったら、次の瞬間には、一箱目のドーナツが全部消え去っていた。

　次の瞬間には二箱目の蓋が開けられて、半分が消え去る。

「お、おい……」

　と言っている間にもう半分も消える。

　最後の一箱が開けられて、三つほどドーナツが消失したところで、

「……っ！　……っ！」

　アルティアが苦しげに胸を叩く。

「落ち着いて食えよ」

　オレは呆あきれながら、買っておいたペットボトルを渡す。

　今回は炭酸ではなくお茶を買っておいた。オレだって学ぶんだぜ。

　アルティアはそれを飲んで、ふうと一息ついた。

「ああ……助かった。恩にきるぞ、ご主人。危うく行き倒れるところだった」

「そうならなくてよかったよ……」

　化け物が現れたショッピングモールで、その後女騎士の行き倒れ死体なんて見つかったら、どんな騒ぎになるか想像もしたくないな。

「しかし美う味まい食べ物だ。なんなのだ、これは？」

「ドーナツ……小麦粉とかを混ぜてこねた生地を揚げたお菓子、って言えばいいのか。二人のいた世界にはなかったのか」

「ふむ。似たような揚げ物はあったが、ここまで美味しくはなかったぞ。それに、上にまぶされた砂糖の量がすごいではないか！　どれだけ高級品なのだ！」

　興奮した声をあげるアルティア。

　ああ、たしかに砂糖は昔は貴重品だったしな……。

「って、うぉ、どうしたココア!?」

　視線を感じて目を向ければ、ココアが目をまん丸にして残ったドーナツを見ていた。

「！　……い、いえ、べつになんでもありません。そんな、私も食べたいなどと思ったりはしてませんよ」

「…………」

「こ、これはアルティア殿の分ですからっ！」

　そう言って、辛つらそうな顔でドーナツから視線を引ひき剝はがすココア。

　オレは苦笑しながらアルティアに言う。

「何個かあげてもいいよな」

「えー、全部私のではないのか？」

「い、い、よ、な」

　オレが繰り返すと、アルティアは渋々首を縦に振った。

　まったく……買ったのはオレなんだぞ。

　オレは呆れのため息をつきつつ、ドーナツの箱をココアに差し出す。

「おおおお……」

　ココアは感動の声をあげてドーナツを眺める。

　そのうちの一つを手に取ると、はむ、と口に咥くわえた。

「ふぉ、ふぉれふぁ！」

「だから飲み込んでから喋しやべれっての！」

　こいつは昨日から……。

　ココアは、もぐもぐもぐ、と半分くらいゴールデンチョコレートを食べ終えると、

「これは、なんという美味でしょう！　ずっしりとした甘い生地に、この黄色いのは砂糖の塊！　なんて贅ぜい沢たくな甘あま味み！」

　とろけそうな顔で、そんな感想を告げるココア。

「なー、そうだよな。どれだけ豊かなのだ、この国は」

　うんうん、とココアの言葉に頷きながら、アルティアもいつの間にかドーナツを食べている。

　まあ、気に入ったならよかった。

　と思っている間にドーナツはなくなった。

　ココアは二つしか食べていない。ということは、アルティアが二十八個食べたのか。

　……で、オレのは？

　まあ、べつにいいんだけど……。

「じゃあ、そろそろ行くか」

　オレは立ち上がる。

「待て、ご主人」

「ん？　どうした、アルティア」

「その袋はなんだ？　それもドーナツじゃないのか？」

　と、オレが持っていたビニール袋を指差すアルティアの目は獣のそれだ。

　油断すると狩られる……っ！

　オレはため息をつきながら答えた。

「違うよ。これはドーナツをたくさん買ったら、キャンペーンで当たったんだ」

　と中身を取り出す。

　ドーナツショップのマスコットキャラであるライオンのぬいぐるみだった。

　よくキャンペーンしているのを見かけるが、実際にもらえたのは初めてだ。まあ、こんなに大量のドーナツを買ったのが初めてだからな。

　そのライオン（ナツライオンって名前だったかな）を見たとたん、アルティアの様子がおかしくなる。

「お……あ、う……」

　顔を真っ赤にしてナツライオンを睨みながら、手をブルブル震わせて伸ばしてくる。

　オレはびっくりして、反射的に身を引いてしまった。

　するとアルティアは泣きそうな顔になる。

　オレは一歩戻って彼女に近づく。

　アルティアは顔を真っ赤にする。

　一歩離れる。泣きそうな顔になる。ぬいぐるみを近づける。真っ赤になる。

「……ひょっとして、アルティア、このぬいぐるみ欲しいのか？」

「っ!?　ば、バカなことを言うなご主人！　そんなもの、槍を振り回すのに邪魔なだけではないかっ！」

「いや、でも……」

「いらない！　と言っているだろうが！」

「わ、わかった！　わかったから槍を振り回すな！」

　オレはアルティアの攻撃範囲から逃れると、急いでぬいぐるみを袋にしまい直す。

　アルティアは手を下ろしたが、息はまだ荒かった。
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　なんだってんだ……。

「あの、アタル殿。バスが来たようですよ」

　ココアが言うので見てみれば、たしかにバス乗り場に、うち方面へ向かうシャトルバスが到着していた。

　オレたちはバスに乗り込んで家へ向かう。

　バスの中で、ずっと、アルティアがオレの持っている袋をちらちら見てたのが気になった。
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　家に着くとまだお昼前だったが、オレはめちゃくちゃぐったりしていた。

　考えてみれば、バジリスクと遭遇してたんだ。疲れてても無理はないだろう。いや、オレ自身は大したことしてないけどさ。

　もう今日は学校は休むことにした。

　アルティアが『そろそろ昼食の時間なのではないか？』と言い出したので、出前でラーメンを注文して食べた。お前さっきドーナツ食ったじゃねえか……。

　ラーメンを食べる女騎士というのも、非常にシュールな絵え面づらだった。

　そんな感じで午後になり、時間を持て余し気味にしていたところで、オレはふと気づいた。

「そういや、二人とも風呂入ってないんじゃないか？」

　オレがそう言うと、ココアとアルティアは顔を見合わせてから言ってくる。

「沐もく浴よくのことですか？　それならここ二、三日していないですが」

「移動中だったり、宿でも水が貴重な土地だとできないからな。一週間くらいそのままということもあるから、特に気にしてなかったぞ」

「風呂を沸かすから、すぐに入ろう！」

　オレはそう宣言をして、風呂場へ走った。

　異世界なら、数日風呂に入らないくらいなんともないのかもしれないが、ここは現代日本である。郷ごうに入いっては郷に従えだ。従ってもらうことにしよう。

　べつに、急に二人の臭いが気になりだしたとか、そういうことではない。断じてない。

　数分後。

「こ、この家、湯船があるのですか……！」

「ひょっとしてご主人は、王侯貴族なのか？」

　湯を張った湯船を見て、驚きの声をあげるココアとアルティア。

「いや、これくらいならどこの家にもあるぞ」

　むしろ古いので追おい焚だき機能とかついてない。

「なんと……異世界というアタル殿の言葉の意味がちょっとわかってきました」

「贅沢な甘味に続き、各家庭に湯船を備えているとは……どれだけ豊かな国なのだ……」

　と、二人はそれぞれ異世界感を体感してるっぽい。

　論より証拠って、こういうときに使うのだろうか。

「と、とにかく、準備ができたから入ろう。誰から入る？」

「？　全員一緒に入れば早いではないか」

「なんでだよ！」

　当たり前のように言ってくるアルティアにオレはツッコむ。

「そうですよ、ちゃんと考えてものを言ってください、アルティア殿」

　とココアも厳しい表情で言う。

　そうだそうだ、言ってやってくれ。

「全員が無防備なところにモンスターが現れたらどうするんです？　少なくとも戦闘要員は一人が見張りに立ち、一人ずつ入浴するべきです」

　あ、そういう理由……。

　まあしかし、理由はどうあれ、一緒に入らなくて済むならそれでいい。

「それはそのとおりだ。すまない、考えが足りなかった」

　アルティアも納得してくれたようだった。
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　というわけで、オレが一番風呂をもらうことになった。

　最後でいいと言ったんだが、二人は、オレがこの家の主人であること、自分たちがオレより汚れているであろうことを理由に譲ってくれたのだ。

　オレは髪と身体を洗ってから、湯船に浸つかる。

　昨日からのドタバタで溜たまった疲れが、身体から染み出していくような気がした。

「…………」

　オレはちょっと落ち着いて考えてみる。

　いったいなにが起きているのか。

　ソーシャルゲーム『女騎士これくしょん』でガチャを回したら、当たった女騎士が実体化した。

　初めはオレのスマホだけに起きている現象なのかと思ったが、同時期に『騎士これ』世界のモンスターまであちこちで実体化し始めた。

　とすれば、これはスマホだけの問題じゃない。この街に異変が起こっていると考えるべきだろう。

　そういえば、ガチャではココアとアルティア以外にも騎士を引いているのに、そちらは実体化しなかった。

　ココアとアルティアが実体化したことに、なにか意味があるのかもしれない。

「あとで、ネットで二人の情報調べてみるか……」

　そんなことを考えていると、

　スパーン！

「邪魔するぞ、ご主人」

　そう告げて、全裸のアルティアが風呂に入ってきた。

　オレは思わず吹き出す。

「──お、お前！　なんでだよ！　一人ずつって話だったろうが！」

「いやー待ちきれなくてな！　いいではないか。ココアも『戦闘要員は』一人ずつ入るべきだとしか言ってなかっただろう？　つまり、ご主人は私かココアと一緒に入ったほうが時間が短縮できるのだ」

「いや、それはそうだろうけど……」

　さりげなく戦力外通告を受けたが、それに関しては悔しくもなんともなかった。

　それより──。

「あ、アルティアっ、せめて前を隠すとかなんとかしろっ！」

「？　どうしてだ。隠していたら洗えないではないか」

「じゃあさっさと洗え！」

　オレは湯船の中で回転して背中を向ける。

　羞恥心というものがないのだろうか。

　オレは、後ろでアルティアが身体を洗っているらしい、ぱちゃぱちゃという音を聞いて超落ち着かない気分だった。

「よし」

　やがて、アルティアがそう告げた。

　立ち上がったようだ。そしてこっちに向かってくる。

　湯船の縁に足をかけ、入ってきた。

　その姿がちらりとオレの視界に入ってしまい──。

「ってちょっと待てえええ！」

「む、今度はなんだ、ご主人」

　不満そうに言うアルティアを、オレは慌てて湯船から追い出す。

「お前！　なんだその身体は！　全然綺き麗れいに洗えてねえじゃねえか！」

　アルティアの身体は、あちこちに土つち埃ぼこりが残っていた。

　おそらく先ほどのバジリスク戦でついたものだろう。あるいはもっと前からついていたのかもしれない。

　アルティアは自分の身体を見回して、

「ん？　ああ、そうだな。べつにいいではないか。戦闘を行えば、またすぐに汚れるのだし」

「よ、く、な、い！」

　オレは叫ぶと、湯船から出る。

　汚れた状態で湯に浸かるなど、日本人的に許せない。

「そこに座れっ」

「む……わかった」

　オレに言われ、アルティアは椅子に座る。

　オレはスポンジにボディソープをぶっかけ、アルティアの身体を擦こすってやる。

「な、なんだこれ、石せつ鹼けんか？　すごい泡立ちだな……」

　アルティアは自分の身体にのった泡を手に取り、目を丸くする。

　オレは背中の汚れをおおむね取り除いてから、スポンジをアルティアに手渡した。

「ほら、あとは自分でやれよ」

「なんだ。前もご主人がやってくれないのか」

「やらねえよ！」

　オレは逃げるように後退する。

　思わずカッとなってやってしまったが、落ち着いて考えるとすごい状況だった。

　オレもアルティアも全裸。

　目の前にはモデルのような体型のお姉さんの裸の背中があるのだ。

　アルティアは鍛え抜かれた、無駄のないプロポーションだった。

　槍を振り回して戦うからだろう、その背中はどちらかというと『カッコいい』という感想を抱いだきたくなる。

　と。

　その身体がくるっと回転してこちらを向いた。

「ちょ、アルティア！」

　オレは思わず叫んでしまう。

　ふるん、と揺れるおっぱい。きゅっと締まったウエストからなだらかに広がるヒップライン。そしてその真ん中には禁断のくぼみがある。

　そんな見事な身体をボディソープで泡だらけにしながら、アルティアはスポンジを差し出してくる。

「座れと言ったのはご主人ではないか。だったら、最後まで責任を持って私の身体を洗ってくれるべきではないのか？」

「ぐっ……」

　正論だった。

　まさか戦闘狂の女騎士に正論で諭されるとは思わなかった。

　いや、しかし、よく考えると、ここで拒否する理由は特にないんじゃないか？

　だってアルティアが自分から洗って欲しいと言ってきてるんだし。

　オレはゴクリと喉を鳴らす。

　差し出されたスポンジを受け取り、それをアルティアの身体に当てるべく、手を伸ばしていく。

　そうだ。これはせっかく入れたお湯を汚さないために必要な行為なんだ。

　前だってアルティアの身体は土で汚れている。これを綺麗にしなきゃ、風呂に入れるわけにはいかない。

　特におっぱいの上のところとか、おっぱいとおっぱいの隙間とか、下乳の隙間とか、汚れてそうなので念入りに洗うべきだそうするべきだ。

　スパーン！

「アルティア殿！　まだアタル殿が入っているのに、なぜ勝手に入っているのですかっ」

　びびくぅ！

　突然ドアが開いてココアの声が響き渡り、オレはめちゃくちゃびっくりして足を滑らせた。

「ご主人！」

　そのまま前につんのめったオレを、アルティアがとっさに支えてくれる。

　その結果。

　むにん、とオレはアルティアのおっぱいに顔を突っ込ませる。その状態でアルティアは床に仰あお向むけに倒れ、オレはその上にうつ伏せに倒れる。

　おわー、すごい柔らかい。

　まるで洗いたてのシーツを敷いたベッドとふわふわの掛け布団の間に潜り込んだときのような感触だ。

　天国へと上り詰めそうな気分のオレの耳にそのとき、

「ひぁん」

　アルティアの妙な悲鳴が聞こえた。

　どこかをぶつけて痛かったのか、と一瞬思ったが、それにしては艶なまめかしい声だ。

　と、そこでようやくオレは気づく。

　オレの右膝がアルティアの脚の間に割って入っていて、それがその、アルティアの敏感な部分に、触れてしまっていたことに。

「わ、悪い」

　オレは慌てて起き上がろうとするが、泡で滑って起き上がれない。

　下手をすると、よけい刺激してしまうことになる。

「悪い、ココア、ちょっと起こしてくれないか──」

　とドアのほうを見たオレは、そこで初めて、ココア以外にもう一人、人がいることに気づいた。

「──詩し乃のっ!?」

　そこにいたのは、幼おさな馴な染じみにしてクラスメイトの篠しの宮みや詩乃だった。

　詩乃は、風呂の床にひっくり返って絡み合っているオレとアルティアを見て、こくんと首を傾げて言った。

「……アタル。高校生でデリヘ」

「違う！」

　最後まで言わせることなくオレは叫んだ。

「じゃあこれはどういうこと？」

「いや、それは……」

　無表情で問われ、答えに窮するオレ。

　どういう状況かと言えば、女騎士が汚れた身体で湯船に浸かろうとするので、それを止めて綺麗に洗っていたら転んでしまった状況なわけだが、いったいどこから説明すればいいのかさっぱりわからない。

「あとでちゃんと話すから、とりあえず起こしてくれないか。泡で滑って起き上がれないんだ」

「わかった」

　詩乃は頷くと、風呂場に入ってきて、

「──わっぷ、冷たっ！　詩乃、冷たいって！」

　問答無用でシャワーを浴びせてきた。
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　泡地獄から解放されて、オレはなんとか風呂場を脱出した。

　で、現在リビングには、オレ、アルティア、詩乃の三人がいた。

　ココアはアルティアに続いて風呂に入っている。

　さっきココアは、詩乃が家に来たことを知らせようと脱衣所まで来て、アルティアが風呂に入っていることに気づいてドアを開けたようだ。で、その際の騒ぎが気になって、詩乃も駆けつけてきた、と。

　で、その結果──。

「アタル……家に誰もいないからって、勝手に女の人を連れ込むのはどうかと思うよ」

「だから違うんだっての！」

　詩乃からあらぬ誤解を受けてしまっているのだった。

　実は詩乃は、オレの親とも仲がよく、ときどき連絡を取り合ってるっぽいのだ。

　なのでここで誤解を解いておかないと、二人のことを伝えられてしまうかもしれない。

　しかし、本当のことを言って信用されるとも思えない。

　どうしたもんかと思っていると、

「あの、アルティアさん」

　と、詩乃がアルティアに呼びかける。

「その格好は、コスプレ？」

「コスプレ？　なんだそれは」

「なんだって言われると……その、アルティアさんの鎧とかって、なんで着てるの？」

「詩乃は不思議なことを訊きくな。鎧を着ているのは、敵と戦うためだろう？」

「敵がいるの？」

「それはいるさ。先ほどもバジリスクを──」

「いやぁホントよくできた鎧だよな！」

　オレは慌てて会話に割って入った。

　それから、小声でアルティアに言う。

「（詩乃には、お前やココアが異世界から来たことや、モンスターが現れたって話はしないでくれ）」

「（どうしてだ？）」

「（信用されないからだ。噓うそついてると思われるとマズい）」

「（本当のことなのにか……）」

「（とりあえず、オレに話を合わせてくれ）」

　そう告げて、オレは詩乃に向き直った。

「アタル？　どうしたの？」

「い、いや、なんでもないぜ」

　さて、どう説明したものか……。

「じ、実はココアとアルティアは、二人とも外国から来たんだ。親父たちの仕事相手の知り合いの娘さんでな」

「あ、そうなんだ」

「そうそう。で、日本旅行の間、しばらくうちに泊まることになったんだ。日本のアニメとかが好きでな。それでこんな格好をしてるんだよ」

「へー……」

　微妙な反応だが、噓だとは思われてないようだ。

　親父たちの知り合いだと言っておけば、二人のことをわざわざオレの親に報告する、なんてこともしないだろう。

「な、アルティア。ずっと日本に来たかったって言ってたもんな」

「ん？　……お、おお！　そうだ。そうなのだ。砂糖がたくさんあって、湯船にも入れるこの国に、ずっと憧れていてな！」

「砂糖？　湯船？」

　わーわー！　なんてこと言うんだこの女騎士！

　オレは今度は詩乃に小声で言う。

「（二人とも、あまり豊かじゃない国出身なんだ。ツッコまないでやってくれ）」

「（そ、そうなんだ。わかった）」

　詩乃は頷く。ふう、なんとかごまかせたか……。

「と、ところで、詩乃はなにしに来たんだ？」

「あ、ひどいなぁ、アタル」

　オレが質問すると、詩乃は頰ほおを膨らませて不満顔。

「具合が悪いって聞いて、様子を見にきたんだよ。まあ、ずいぶんと調子良さそうですけどねー」

「お、おう。午後になったらだいぶ楽になったんだけどな。念のため今日一日は休むことにしたんだ……」

　オレは具合が悪くて学校を休んだことになってるんだった。

　バタバタしててすっかり忘れてたぜ。

「ふーん……まあ、いいけど。これ、今日配られたプリントだよ」

「おう、ありがとう」

　と、受け取ったところで、

『いやああぁっ！』

「ココアっ!?」

　突然、風呂場のほうから悲鳴が聞こえた。

　慌てて駆けつけると──。

「な、なにこれ……」

　詩乃が驚きの声をあげる。

　オレは驚きすぎて声も出なかった。

　脱衣所で、ココアがモンスターと戦っていた。

　というか、一方的に襲われているというか、絡みつかれているというか。

「ローパーかっ！」

　後ろでアルティアが声をあげる。

　まさにそのとおりだった。

　脱衣所に現れたのは、円筒形の身体からロープ状の触手を生やしたモンスター、ローパーだ。

　ココアはその触手に搦からめとられ、身動きができないでいるのだった。

　風呂から出て、服を着ようとしている途中だったのだろう。鎧は中途半端に身につけているが、剣は床に落ちている。ちょうどタイミングの悪いところに出現したようだ。

「くっ、この、放しなさいっ！」

「しゅるるるる」

　ココアは身体をひねり、手で触手を引き剝がそうとするが、触手はくねくねと手応えなく動き回り、まるで効果がない。

　それどころか、触手は余計にココアに絡みついていく。

「ね、ねえアタル。なにが起きてるの、これ？」

　普段は冷静な詩乃が、珍しく動揺した声で言う。

　当たり前だ。

　一般家屋の脱衣所に突然ローパーが出現すれば、誰だって動揺する。

「と、とにかく、詩乃、逃げろ！」

　オレはとりあえずそう言う。

「え、でも」

「いいから！」

　詩乃の背中を押しながら、オレはアルティアに言う。

「アルティア！　倒せるか？」

「任せてくれ──はああああああっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに、槍を振り上げローパーへ立ち向かうアルティア。

　おお、頼もしいぞ。さっきのバジリスクみたいに瞬殺してくれ──。

　──がんっ。

「む、しまった。槍が」

「なにしてんだっ」

　見れば、アルティアが振り上げた槍の先端が、天井に刺さってしまっていた。

「すまない、ご主人。このような狭い場所での戦闘は難しかったようだ」

「まったくだなっ！」

　しかし困った。

　アルティアの槍が使えない。ココアも戦闘不能となると、どうやってローパーを倒せばいいんだ？

「そうだ」

「なんだ、詩乃」

「ローパーって火が苦手なんだよ。だったら、アルティアさんの力で炎を発生させればいいんじゃない？」

「そうか！」

　アルティアは豪炎の女騎士。

　炎魔法が得意だったはずだ。

　……あれ？　でも、なんで詩乃がそんなこと知ってるんだ？

　それに、ローパーが火が苦手だってことも、『騎士これ』や、そうじゃなくても、ＲＰＧをプレイしてないと知りようのない知識だ。

　詩乃は前に、ゲームはしないって言ってた気がするんだけど……。

　いや、そんな疑問は後回しだ。

　オレはアルティアに言う。

「どうだ、アルティア。炎魔法、使えるか？」

「使えるが……槍を天井から引き抜くまで待ってくれっ」

「アホー！」

　いや、さっき攻撃を命じたのもオレだけどさ……。

「くそっ……詩乃、ダイニングの引き出しにライターがあるから持ってきてくれ！」

「わかった！」

　詩乃は駆けていき、すぐ戻ってきた。

　手にはいわゆるチャッカマン。

　拳銃みたいに持って、カチッとやると、先端から火が出るアレである。

　子供のころは、なんかカッコいい気がして遊ぼうとして、親にめっちゃ𠮟られた記憶がある。

　まさかそれで、実際モンスターと戦うことになるなんて思わなかったぜ……。

「アルティア、オレが牽けん制せいしている間に槍を抜くんだ」

「承知した！」

　オレは、天井に刺さった槍と格闘しているアルティアの脇を通り、脱衣所に近づく。

　ローパーの円筒形の本体にくっついた目玉が、ギロリとオレを睨む。

　オレは怯ひるむことなく一歩を踏み出そうと──。

「待って。私が行くよ」

　詩乃がそう言って、オレからチャッカマンを奪う。

「お、おい、詩乃」

「危険だよ。捕まると、アタルもあんなふうにされるんだよ」

　なんの心配をしてるんだ！

　しかし、詩乃の言うのももっともだ。

　今やローパーはココアの身体中に絡みついていた。

　ココアは手も足も自由に動かすことができない。

「ひぁ……そこ、やっ、やぁっ……！」

　うねうねと蠢く触手の先端が、ココアの服の内側へ侵入していた。

　ココアはくすぐったさと気持ち悪さの中間のような悲鳴をあげる。

　それが妙に色っぽくて、危機的な状況だというのに、オレはちょっとドキドキしてしまった。

　たしかに……オレがあんなふうになるのはマズい。絵面がアレだ。

「いや、でも、詩乃だって危険だろ」

「大丈夫、そんなドジはしない」

　オレが止める暇もなく、詩乃はチャッカマンを構えてローパーへ向かっていく。

　脱衣所に足を踏み入れて──そしてコケた。

　段差に足を滑らせて、びっくりするくらい見事に、すっ転んだ。

「ひゃーーっ!?」

「詩乃っ！」

　頭を床に強打──と思ったら、ローパーの触手が見事に詩乃に絡みついて、彼女の身体をふんわり受け止める。

　彼女の手からすっぽ抜けたチャッカマンは、オレの手に戻ってきた。

「ひゃ、ひゃあ！　アタル、助けてっ」

「……なにやってるんだお前は」

　オレは思わず呆れた声をあげてしまう。

　詩乃はあっという間にココアと同じような状況に陥ってしまった。

　両手足を拘束された上、制服を捲まくり上あげられて、触手にうぞうぞと皮膚の上を這い回られる。

「くそっ……詩乃っ」

　詩乃は気持ち悪そうに身をよじりながら、こちらを涙目で見る。

「やぁあ、アタル、もっと見て──じゃなかった。こっち見ないでぇ」

「あからさまに演技のセリフやめろ！」

　マジでヤバいのか、まだ余裕があるのかわからなくなるだろっ！

　ともかく──状況は元に戻ってしまった。

　結局オレがやるしかないようだった。

　オレは改めてチャッカマンを構えて、ローパーに向き合う。

　触手の一本がオレに向かって飛んでくる！

　カチッ！

　オレはチャッカマンのスイッチを押し、火を付ける。

　ビクッ、と警戒するように触手は動きを止めた。

　おお、これはいけるぞ。

　オレはチャッカマンを振り回しながらローパーに一歩ずつ近寄っていく。

　触手は火を怖がって、オレから離れていく。

　ココアと詩乃を拘束する触手たちも、警戒するように動きを止めていた。

　今がチャンスだ。

「アルティアっ」

「待たせた！　しゃがむんだ、ご主人！」

　アルティアの声に、オレはとっさに言われたとおりにしゃがみこむ。

　次の瞬間、

「炎を司りし精霊の加護によりて──ファイアボール！」

　そんな呪文とともに、オレの頭上を炎の塊が通過した。

　チリチリと髪の毛を焦がすような熱と、目を焼くようなまばゆい光。

　真っ赤な炎がローパーの円筒形の本体にぶち当たる。

「しゅるるるるっ！」

　奇妙な悲鳴をあげてのたうちまわるローパー。

「ココア、詩乃！」

　触手が緩み、動けるようになった二人を、オレは助け出した。

　三人で、脱衣所から脱出する。

「急いでくれ、ご主人」

　そこへアルティアの声。

「え、どうしてだ？　ローパーはもう倒せただろ」

「いや、ファイアボールがもうすぐ爆発する」

「なっにいいいい!?」

　なんでそんなオプションつけたんだよ！

　燃やすだけでよかっただろ！

　オレたちは慌てて脱衣所から飛び出し、廊下に逃げる。

　直後。

　ドガゴンッ！　と重機で壁をぶっ叩いたような音が響き渡り、脱衣所のドアから炎が噴き出した。

　アルティアが槍を構えながら、いまだにブスブスと焼け跡が燻くすぶっているドアから脱衣所を覗き込み、

「──よし」

「よくねえよ！」

　脱衣所は丸焦げだった。

　壁も床も天井も真っ黒の炭になり、プラスチック製品はことごとく溶けている。

　そんな中、ローパーは黒い霧になって消滅していった。

　ちょっと、オレも一緒に消滅したくなった。

　これ、親になんて言えばいいんだ……。





☆






　ありがたいことに、詩乃が手を回してこっそり脱衣所を直してくれることになった。

　なんでも彼女の父親の知り合いに、リフォーム会社の社長がいるらしい。謎の人脈である。

　もちろんお金は頑張ってうちで払う。といっても、いろいろ理由をつけて仕送りの額を増やしてもらい、足りないぶんは将来の後払いという話でまとまったが。

　詩乃はなぜか『私が肩代わりしてあげてもいいんだよ。うちに永久就職するかもしれないんだし』なんて言ってたが、お金を払ってもらったあげく就職先を世話してもらうなんて申し訳ないのでお断りしておいた。詩乃はなんか膨れてた。なんでだ。

　しかし考えてみると、ローパーが我が家の脱衣所に出現したのはオレのせいではない。なんか理不尽な気がしないでもなかった。

「じゃあ、私は帰るね。アタルも病気じゃなかったみたいだし」

「おう、気をつけてな。っていうか、送ったほうがいいか」

　オレじゃなくて、ココアかアルティアが。

　変質者じゃなくて、モンスター的な意味で。

　オレはそう言ったが、詩乃は首を横に振って、

「ううん、大丈夫。なにかあったらＳＰの人がいるから」

「ＳＰ!?」

　見れば、確かに家の前の電柱の陰に、黒い服にサングラスの男が立っている。

　なにあれ……ひょっとして前からいたの？

「っていうか、そんなのがいたなら、ローパーが現れたときに助けにきてくれればよかったのに……」

「なにがあるかわからないから絶対家に入ってこないでって言ってあったから」

「どういうこと!?」

　普通逆ではないだろうか。

　いったいなにがあるつもりだったんだよ……？

「じゃあね、アタル。また明日ー」

「お、おう」

　オレが頭の中を疑問符で埋めている間に、詩乃は去っていった。

　考えてみれば、あいつはうちによく遊びにきていたが、オレはあいつのうちに行ったことは一度もない。

　いったいどんな家なんだろう。

　けっこうなお嬢様だというのは知っていたが、オレの想像よりずっと金持ちなのかもしれない……。





☆






　その日の夜。

　オレは落ち着かない気分で寝返りをうった。

　二時間くらいベッドにいるが、全然寝られる気がしない。

　というのも、すぐ横の床で、ココアが寝息を立てているからだ。

　ついでに言えば、扉の前では、アルティアが槍を構えて警戒態勢。たまに鋭い視線がこちらにも飛んでくるのを感じる。

　これで寝られるわけがない。

　まあ、仕方ないと言えば仕方ない。

　なにしろ、家の中にもモンスターが現れることがわかったのだ。

　夜は、しばらく三交代制で見張りにつくことになった。

　二人とも、オレはいいと言ってくれたのだが、そういうわけにはいかないだろう。

　今夜は、夜の十時から一時までがアルティア、一時から四時までがココア、四時から七時までがオレである。

　早く寝なければ、貴重な睡眠時間がどんどん削られてしまう。

　オレはココアに背を向けて、なるべく普段どおり一人で寝ているイメージを頭の中で膨らませる。

「ん、んぅ……」

　背後からココアの吐息が聞こえるが、気にしない。

　ギシッ……。

　と、背後にアルティアが迫っているような気配がするが、気にしない──。

「って気にしないわけあるかっ！」

　オレは思わずツッコんで飛び起きた。

　見れば、アルティアがいつの間にかベッド脇に迫っていた。

「ご、ご主人っ、もう寝たのではなかったのかっ」

「こんな状況だから、なかなか寝れなかったんだよっ！」

　そこでオレとアルティアは慌ててお互い口を閉ざす。

　こんなに騒ぐと、ココアが目を覚ましてしまう。

　ココアを見ると、

「アタル殿、逃げて……くださいっ、このままでは、ドラゴンに、殺されて……私がなんとか、抑えている間にっ……早くっ！」

　なんかうなされてるっぽいけど、大丈夫か？

　オレは起こしてやるべきかどうか迷う。

　その間にも、彼女の寝言は続く。

「あ、ドラゴンが消えた……？　ここは？　あ、ドーナツがたくさん……私、もう食べられ──え、誰も食べないんですか？　しょうがないですね……残したらもったいないですから……しょうがないしょうがない」

　…………大丈夫そうだな。

　オレは半分呆れ、半分安あん堵どの息を吐く。

　改めてアルティアを見た。

　彼女が向かっていたのはオレのベッド──ではなく、その奥の壁のようだった。

　そこには、今日ドーナツショップでもらった例のライオンのぬいぐるみが置いてある。

　どうすればいいかわからなくて、とりあえず転がしておいたのだ。

「アルティア……このぬいぐるみ、そんなに欲しいのか」

「ち、違うっ、そういうわけではなくて……」

　慌てて首を横に振るアルティアに、オレは苦笑する。

「だろうな」

「え？」

「いや……最初にお前がこのぬいぐるみを見たときの反応がさ、単純に可愛いから欲しいってのとは違う気がしてたから。なんとなくだけどな」

「それ、は……」

　と口ごもったアルティアが、視線を自分の身体に向ける。

　それでオレはピンときた。

「もしかして……お腹にあった傷と、関係があるのか？」

「っ！」

「悪い。風呂で見えちゃったんだ」

　そう。

　実は、アルティアの脇腹には、大きな傷跡があった。

　もうかなり薄くなっていたので、たぶん子供のころの傷だろう。

　今アルティアが視線を向けたのは、その傷のあるあたりだった。

「──まあいい。べつに隠すようなことでもないからな」

　そう言うと、アルティアはベッドに腰を下ろす。

「そのぬいぐるみは、昔私の屋敷で飼っていた獣によく似ているのだ」

「そ、そうだったのか」

「もちろん、もっと勇ましい外見だったけどな。グリフォンの変種で、名前はグリン」

　アルティアは今度は、天井近くの槍の先を見つめながら話す。

「私は、もともと小領主の娘だった。先祖が武勲をたて、騎士位をいただいていたが、平時は農民と変わらない生活だ。だが、身と技を鍛えることを怠りはしなかった。父も、祖父も、そして私もな」

「…………」

　彼女の視線の先には、きっとそのころの光景が広がっているんだろう。

　けど、その思い出はすぐに壊されるのだと、オレは知っていた。彼女の口調と、脇腹にあった傷跡から。

「──ある日、ドラゴンが我が所領を襲った。赤銅色の鱗に覆われたそのドラゴンは、三日三晩暴れ回り、土地も人も滅ぼしてしまった。私の家族も皆ドラゴンに殺されてしまった。グリンは……私を庇かばってドラゴンに立ち向かい、腹に傷を負わせたが、最後にはドラゴンの爪に斃たおれた」

「…………」

「もしグリンがいなければ、私の傷はこんなものでは済まなかっただろう。私は傷を負いながらも逃げ延び、そして放浪の騎士となったのだ」

「そうだったのか」

　想像以上に重い話に、オレは息をのんでいた。

「──じゃあ、最初にこのぬいぐるみを見て驚いてたのは」

「ああ。グリンを模したものかと思った。すぐ違うとわかったがな。ついでにドラゴンに襲われたときのことを思い出してしまった」

「怖がらせてしまったってわけか」

　オレがそう言うと、アルティアは首を横に振る。

「今なら、あのドラゴンも倒せる。もちろん私一人ではムリだが、仲間が何人かいればきっとな。だから、あのドラゴンに対する怖おそれはもうない。だが──悔しさはある」

　アルティアは槍を握る手の力を、グッと強める。

「あのとき、もし私が今と同じ力を持っていれば、グリンを助けられたかもしれない。グリンだけじゃない。父も、母も、領民も、皆を護まもれたかもしれない。それが悔しい」

「アルティア……」

　それは、オレには理解はできても実感できない感情だった。

　誰かを失ったこと、今なら失わずに済んだかもしれないと思ってしまうこと。

　そんな経験は、オレにはまだなかった。

「なあ、ご主人」

　アルティアが言ってくる。

「そのぬいぐるみ、借りてもいいか？」

「いいけど、辛くないのか？」

　見るたびに悔しさが蘇よみがえるなら、それはもう思い出というより呪いみたいなものだろう。

　けど、アルティアはふたたび首を横に振る。

「辛くはならない。ただ、私は、忘れたくないだけなんだ。グリンと過ごした日々、それが失われた日……どちらも、今の私を形作ったものだからな」

「そうか……」

　オレは頷き、ライオンのぬいぐるみを渡した。

「そういうことなら、わかった。受け取ってくれ」

「ありがとう、ご主人」

　アルティアはぬいぐるみを手に取ると、犬かなにかを抱くように、そっとそれを抱きしめた。

　そして、そんなときでも、彼女は槍を手放しはしなかった。

「いつか、あのドラゴンを倒したら、必ず返すからな」

「…………おう、待ってる」

　オレは頷いた。

　もしアルティアが、彼女の世界で暴れるそのドラゴンを倒したとしたら、そのとき彼女はこの世界にはいない。

　だとすればぬいぐるみを返してもらうことはできないんじゃないか、とちょっと思ったけど、そんな無粋なことは口にしない。

　このライオンのぬいぐるみが、アルティアにとって、呪いじゃなくて、心の支えになるなら、それでいいよな。

「それじゃおやすみ」

「ああ。起こしてすまなかった」

　オレはベッドに潜り込む。

　そのあとは、不思議と落ち着いた気分だった。

　しかし、オレの頭には新たな疑問が生まれていた。

　アルティアの所領を襲ったという赤銅色のドラゴン。

　それはもしかして──。




　──ココアの仲間を全滅させたっていうヤツと同じなんじゃないか？





第３話　疑惑・幼おさな馴な染じみ・ワイバーン







「またやってしまった……」

　翌朝。

　オレはダイニングの椅子に座り、激しい後悔に苛さいなまれていた。

　もうやめておこうと思っていたのに。

　これ以上はダメだとわかっていたのに。

「どうしたの団長さん。具合が悪いのかしら？」

「……いや、なんでもないんだ。気にしないでくれ」

　声をかけてくれた、銀髪に紫眼の女騎士に、オレは力なく首を横に振ってそう答えた。

　そう。

　オレの目の前には女騎士が立っていた。

　ココアでもアルティアでもない。

　綺き麗れいにセットされた髪といい、優雅な立ち姿といい、貴族の令嬢といった雰囲気を感じさせる少女だった。

　黒みがかった鎧よろいも、どことなく高級感がある。

　名前はライラ。

　清流の女騎士だそうだ。

　第三の女騎士が、オレの家で実体化してしまった。

　そうですよ！

　これ以上女騎士が実体化したら困るから、もう引くのやめとこうと思ってた無料十連ガチャを、今日もうっかり引いてしまったんですよ！

　習慣って恐ろしい……。

　まあ、あと、若干寝不足だったせいもあるだろう。

　あれから家にモンスターが現れて叩たたき起おこされる……なんてことはなかったが、それでもやっぱり、最初になかなか寝つけなかったのは痛手だった。

　オレはココアに四時に起こされ、それから七時まで見張りをしていた。

　そして、七時になって二人が起きると同時にトイレに行って、そのまま流れで朝食を作ろうとして『そういや十連ガチャもう引けるじゃ～ん』などと寝ぼけた頭で考えて──気づいたらこの結果である。

「はぁ……」

「ねえ、本当に大丈夫なの？」

「っ！」

　ため息をついたオレの顔を、ライラが心配そうに覗のぞき込こんできた。

　オレはドキッとして椅子ごとひっくり返りそうになる。

　顔が近づくと、彼女の美人っぷりがますますよくわかる。長いまつげ。傷もシミも一つもない、きめの細かい白い肌。戦いを生業なりわいとする者とは思えない。

　ライラはそんな顔を、オレのすぐ間近まで寄せてくる。

　な、なにをする気だ……？

　コツン、とオレのひたいとライラのひたいが触れる。

　人肌の温もりが、オレの脳を直撃する。

「なっ!?」

「熱はないみたいね」

　ライラはひたいを当てたまま、そう言った。

　どうやら体温を測ってくれたらしい。

　しかし、彼女の吐息がオレの首元に当たって、ぞわぞわする。このままだと緊張で体温がどんどん上昇してしまいそうだ。

「あら？　なんか急に熱く……」

「ない！　熱はないぜ！　超元気だし！」

　オレは逃げるように椅子ごと後退して、そう言う。

　するとライラは笑みを浮かべて、

「そう？　それならいいけれど」

　……ヤバい。

　彼女、ココアやアルティアとは違った意味で危険だ。

　全然騎士らしくないのだ。

　まるで、普通の女の子が家にいるみたいな気分になってくる。

　そんな経験ないからな……（詩し乃のはべつ）。

「──ん？」

　と、そこでオレは疑問を覚える。

『騎士これ』に、こんな女騎士出てきたっけ？

　ココアは、現在公開されている中では最新の第三章で登場した女騎士だ。

　アルティアは本編エピソードではまだ登場していないが、ガチャで手に入るキャラだ。

　しかし、ライラは見覚えがなかった。『騎士これＷｉｋｉ』で、入手可能なキャラを全員チェックしたことがあるから間違いない。

「団長さん」

　オレが悩んでいると、ライラが言ってきた。

「キッチンに食器の用意があるけど、朝食の準備をしている途中だったのかしら」
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「あ、ああ。そうだった」

　すっかり忘れてた。

　早く用意しないと、学校に遅刻してしまう。

「手伝うわ。三人分ね」

　ライラは食器を見てそう言ってから、冷蔵庫を開ける。

　そして中から玉子を取り出した。

「いや、いいよ。使い方わからないだろ──」

　と、そこまで言って、オレはまたしても疑問を覚えた。

　この子、今なんの迷いもなく冷蔵庫を開けたぞ。

　しかも、その中が冷えていることを驚きもせずに、食材を取り出した。

　ほかにも、ベーコンやら、牛乳やらを取り出す。

　牛乳なんて、知らなきゃ絶対、見た目から牛乳だなんてわからないはずだ。

「ま、待て待て待て」

「あら、なにかしら、団長さん」

「お前、なんでそんなにここのことに詳しいんだ？　っていうか……ここがどこだか知ってるのか」

　オレが問うと、ライラは『うふふ』と笑みを浮かべる。

「よく知ってるわよ。ここは私たちが住む世界とは違う世界。日本という国。科学が発達しているけれど、魔法のない世界。そうでしょう？」

「そのとおりだが……なんで」

　オレは警戒して身を引く。

　まさか……このライラって子。ラスボスの魔王とかってオチじゃないだろうな。

『騎士これ』の世界は、闇の支配者である魔王が復活しつつあるという設定らしい。モンスターがいるのはそのせいだ。

　ストーリー上ではっきりと言及されたことはないが、ステージイベントでの運営の発言やインタビュー記事などから、ゲームのラストは復活した魔王と戦うことになる、ということがわかっている。

　このライラが魔王だとしたら、見たことがないのも納得だし、この世界について妙に詳しいのも、なんとなく理解できる。

『騎士これ』の魔王は『いくつもの世界を自由に行き来する存在』らしいからな。

　ライラは笑みを浮かべたまま、フライパンに油を引き、コンロの火をつけて、ベーコンエッグを作り始める。

　その手慣れたしぐさが、まるで地獄の業ごう火かを操る悪魔に見えてしまうのは、想像力が豊かすぎるだろうか。

　そこへ。

「なぜあの取っ手を回すと水が出てくるのでしょう」

「しかもお湯にもなるしな。不思議だ」

　と、ココアとアルティアがやってきた。

　水道がすごいという話をしてるようだ。なんか知らないけど安心する……。

「アタル殿、なにか手伝えることは……っ！」

　とココアがライラの姿を見て絶句する。

　アルティアも驚いたように彼女を見ていた。

「アタル殿、その方は……」

「あ？　ああ、お前らみたいに召喚されちゃったんだ。っていうか、ココア、ライラのこと知ってるのか？」

「え、ええ。もちろんです」

　そう言ってココアは頷うなずく。

「聖騎士ライラ──聖堂教会から認定された、祓ふつ魔まの資格を持つ、数少ない騎士です。しかもライラ殿は、代々聖騎士を輩出している名門の貴族の出。同じ騎士でも私たちのような流浪の騎士とは別種の存在なんです」

　なんだかよくわからんが、すごいということはわかった。

　とにかくすごい、騎士のサラブレッドってことなんだな。

　けど、それだと、現代日本に妙に詳しい理由はよくわからない。

「しかし──ライラ、あんたはたしか行方不明になったんじゃなかったか」

　アルティアが言う。

「行方不明？」

「ああ。以前、私たちの騎士団の本部近くに、謎の塔が出現したことがあっただろう？　あの塔の攻略の際に手助けをしてくれたが、その後突然いなくなってしまったのだ」

「…………」

　謎の塔、と言われても、そんな記憶はオレにはなかった。

　なんだ。バジリスクみたいな、ゲームにはまだ登場してない設定なのか？

「…………あ！」

　と、そこでようやくオレの中で記憶が結びついた。

　オレが『騎士これ』を始める前の話だ。

　第一章がおおむね攻略され、第二章が公開されるまでの合間に、期間限定イベントが配信された。

　その名は『砂漠の塔攻略クエスト』。

　騎士団の本部近くに突如出現した砂漠と、その中央にそびえる塔。

　その塔のダンジョンを攻略するというイベントだったのだが、そこに初登場したキャラがライラだった。

　キャラデザが可愛くて、ステータスもかなり高く、初めは評判が良かったのだが、期間限定イベントということでシナリオライターが暴走したのか、後半に行くに従いメタ発言がどんどん過剰になっていき、最終的には運営に苦情が殺到するまでになってしまった。

　けっきょくライラは期間限定キャラということになり、いまだそれ以降のエピソードには登場しておらず、ガチャでの配信もされていない。

　まだユーザーが少なかった時期に、『砂漠の塔』イベントで手に入れたプレイヤーだけが持っているという、ある意味超レアキャラなのである。

　そういうわけで、当然オレは持ってない。

　それに、オレが見たＷｉｋｉのページはたしか『現在手に入れられるキャラ』一覧だった。それで、ライラのデータがなかったのだろう。

「そうか、それで現代日本のことにも詳しいわけか……」

　オレはライラを見る。

　ライラは慣れた手つきでベーコンエッグを皿に盛り、トーストとホットミルク、サラダを作って……と、あっという間に朝食を用意する。

「もう、三人ともそんなにジロジロ見ないでちょうだい」

　ライラは頰ほおを軽く膨らませて、そんなことを言ってくる。

「私だって、べつに行方不明になりたくてなったわけじゃないんだから。特別扱いとかはしないでほしいわ。ほら、お皿運んで運んで」

「お、おう。そうだな。悪い」

　促されるままに、オレたちはライラが用意してくれた朝食をテーブルに運ぶ。

　たしかに、彼女の言うとおりだ。

　メタ発言を連発したのは、シナリオライターのせいであって、彼女のせいじゃない。なのに彼女は行方不明という扱いになってしまって……って、ん？

　じゃあ、シナリオライターの暴走があったから、彼女は現代日本に詳しくなったのか？

　なんか因果関係がおかしい気がするが……。

「団長さん」

　と、ライラがホットミルクの入ったカップを押しつけながらオレに顔を近づけてきた。

「細かいことを気にしちゃ、だ、め、よ」

「──わ、わかった」

　なんだろう。

　すっごい笑顔なのにすっごい怖くて、オレは思わず頷いてしまった。

　深く追及してはいけないらしい。

　席について、いただきますをする。

　ライラの作った朝食はすごく美お味いしかった。

「ところで」

　と、ふとライラが言った。

「この現象──私たち女騎士がこの世界に出現している現象について、団長さんはなにか情報を得ているのかしら」

「いや、全然だな」

　ライラの質問にオレは首を横に振る。

「そもそもなにから調べればいいのかさっぱりわからないし」

　一応ネットで情報収集はしているけど、女騎士が実体化したという話はいまだに見かけない。

　謎の生物が出現した、というニュースは、ショッピングモールでのバジリスク以外にもちらほら見かけたが、今のところ目撃証言だけで、画像がほとんどない状態なので、噂うわさ話ばなしにとどまっているようだ。

　ケルベロスやバジリスク、ローパーに遭遇したときに写メを撮っておけばよかったな。まあ、そんな余裕もなかったかもしれないけど……。

　そんなことを説明すると、ライラは考え込むように顔をうつ向けて、小さく呟つぶやいた。

「もうモンスターが出現してる……余裕はあまりないかも……」

「ライラ？」

「い、いえ。ところで、第四章の話は、団長さんは知ってるのかしら」

「ん？　ああ、そういえば、そんな話もネットで見かけたな」

　なんだかごまかすように話題を変えられた気もしたが、ライラの問いにオレは頷く。

　公開が延期されている『騎士これ』第四章についての噂話が、最近出回っていた。

　なんでも、シナリオライターのミスで、ラスボスがプレイヤーの誰にも倒せないような設定になってしまい、急きゆう遽きよ展開を見直すことになったのだ、とか。

「なるほどね……そういうことになってるわけか……」

　ライラはまたしても考え込むようなそぶり。

　しかし、今度はすぐに顔を上げて、

「ありがとう、了解したわ」

　なんだろう。

　ライラはなにか知ってるのか？

　この世界が、自分たちのいたところとは違う世界だと知っている彼女のことだ。女騎士実体化やモンスターの出現についてなにか知っていてもおかしくない。

　が、オレがそのことを尋ねる前に、ライラは先手を打つように言ってきた。

「団長さん、私、行きたいところがあるの」

「行きたいところ？」

「そう……ひょっとしたらそこで、一連の現象を解決する手段が、見つかるかもしれないわ」

　真剣な表情で、ライラはそう言うのだった。
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　と言うわけで、オレ、ココア、アルティア、ライラの四人は最寄り駅までやってきた。

　二日連続で学校をサボることになってしまった……。

　しかし、仕方ないだろう。

　なにせモンスターは家の中にまで平気で出現してくるのだ。

　この現象をなんとかしなければ、落ち着いて日常生活を送ることもできん。

「──言われたとおり、一番近い駅まで来たけど、ここでなにを探すんだ？」

「あら、目的地はここじゃないわよ」

　オレが訊きくと、ライラはあっさりとそう言ってくる。

「ここから、東とう武ぶ東とう上じよう線に乗って池いけ袋ぶくろまで出ましょう」

「マジかよ……」

　女騎士の口からさらっと東京の地名やら私鉄の名称やらが飛び出してくるのは、かなりシュールな感じだった。

「っていうか、無理だと思うぞ、その格好じゃ……」

　オレは三人並んだ女騎士を眺める。

　金色の髪に、銀の鎧を身につけ、腰に剣を提げたココア。

　赤髪に、赤い鎧を身につけ、手に槍やりを持ったアルティア。

　銀色の髪に、黒くろ鉄がねの鎧を身につけ、やはり剣を提げたライラ。

　こうして見ると壮観だったが、問題はそこじゃない。

　鎧姿はかなり目立つし、そもそも武器なんて持ってたら、駅員に止められるに決まってる。

「いいえ。大丈夫だと思うわよ」

　しかし、ライラはそう言うと、スタスタと駅舎へ向かっていく。

「あ、おい、ちょっと！」

　オレは慌てて彼女を追いかける。

　流れで、ココアとアルティアもついてきた。

　ライラは券売機コーナーに並んで、勝手に切符を購入しようとする。仕方ないのでオレは財布から金を出して支払う。

　ライラはそれをココアとアルティアに渡し、

「これをあの道具の隙間に入れるの。私を真似すればいいわ」

　そう言って改札機のほうへ歩いていく。

「いやいやいや！　無理だって！」

　改札機のところでは駅員が通過する人を見ている。三人が見み咎とがめられないはずがない。

　と思ったら。

「あれ……？」

　三人はすんなりと改札機を抜けた。

　駅員は女騎士たちを視界に捉えていたのに、なにも言ってくることはなかった。

「なにしてるの、団長さん。早く行きましょう」

「あ、ああ……」

　啞あ然ぜんとするオレに、ライラが言ってくる。

　オレは慌てて彼女たちを追いかけ、改札を抜けた。

　ちなみにオレはスイカカードを使った。
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「境界がぼやけてきているのよ」

　東武東上線の列車に揺られながら、ライラは言う。

　ココア、アルティア、ライラの三人は席に座らず立っていた。オレだけが空いていた席に座っている状態だ。

　なにしろ彼女たちは鎧と武器のせいで、三人で四人分の場所を取ってしまう。それなら立っていたほうがいいだろうと考えたのだ。

　立っていれば立っているで、ココアやライラの剣、アルティアの長い槍が邪魔になっているのだが、周りの乗客は特に気にする様子もなく、彼女たちの横を抜けて乗り降りしていく。本当に、三人の格好が変だと感じていないようだった。

「境界って、この世界と、お前たちの世界のってことか？」

　オレがそう言うと、ライラは頷いた。

「ええ、そう感じるの。あちらの世界の常識が、こちらに流れ込んできているみたい。そのうち、街中にモンスターが突然現れても、誰も驚いたりしなくなるかもしれないわね」

「なにそれ怖い……」

　ひょっとして、ニュースになってないのは、画像がないからではなく、モンスターに遭遇した人間が、それをおおごとだと思っていないせいだったりして……。

　そんなことを想像すると、背筋が寒くなる。

　いったいこの世界で──というか、この世界と『騎士これ』の世界で、なにが起こっているのだろうか。

　と、ちょっとシリアスなことを考えているオレの横では、

　ココアがラブホを見ては、

「アタル殿、あの立派な城はさぞ名のある領主のものなんでしょうね！」

　アルティアがパチンコ屋を見ては、

「ご主人！　あの怪しげな建物はモンスターの巣窟ではないか？　今すぐ攻め滅ぼすべきだ！」

「電車の中では静かに！」

　まったくやかましいことこの上ない。

　公共マナーというものをちゃんと教えたほうがいいかもしれない。
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　そんなこんなで、池袋駅に着いた。

　やはり東京まで出てくると、人の量がすごい。しかし皆、女騎士三人に邪魔くさそうな視線を向けるでもなく、すんなりと横を通り抜けていく。どっちかというと、オレがぶつかられてたりする。

「で、どこに行くんだ？」

「こっちよ」

　ライラはなんの迷いもなく、スタスタと歩いていく。

　池袋駅の構内というのは相当複雑だ。

　ごちゃごちゃ入り組んでいる上に、人がたくさんいるので、すぐに自分がどっちを向いているのかさえわからなくなる。

　ときどき訪れるオレでも、普段行く場所以外は完全に迷子状態だ。

　そんな池袋ダンジョンを、ライラは平然と進む。

「よく迷わないで歩けるな」

「私、マッパーもできるから」

「そういう問題なのか……？」

　ともかく、ライラは一度念のため駅の案内板を確認しただけで、あとは一切迷うことなく、池袋駅東口にある池袋パルコまでやってきた。

　エスカレータで上階に上る（エレベータは場所を取って迷惑すぎるのでやめた）。

　そしてたどり着いた場所は、

「あの、ライラ」

「なにかしら、団長さん」

「ここ、服屋に見えるんだけど」

「ええ、そうね。少なくとも宿屋には見えないわ」

「服買うの？」

「服を買うのよ」

「なんで！」

　オレはとうとうツッコミを入れた。

　あちこちの客や店員さんに注目されてしまう。

　鎧姿の女騎士は一切気にされないのに、オレはちょっと大声を出したら視線が集まるとか理不尽だ……。

　いや、それよりもだな。

「なんのために服なんか買うんだ？」

「あら、女の子が、服が欲しいって言うの、そんなに変かしら」

　と、ライラは近くにあったワンピースを手に取ると、自分の前に合わせて見せてきた。

「う……」

　オレは言葉を詰まらせる。

　彼女の姿が、普通に可愛い女の子に見えたのだ。

　たしかにそのとおりだ。ココアも、アルティアも、ライラも、女騎士である前に女の子である。いつでもどこでも鎧を着ていたいわけではないだろう。

　……いや待てよ。

　ココアは前に、鎧を脱ぐのを拒否してたな。

　アルティアも、槍を手放したがらない。

　事実、今も二人は、自分たちにはまるで無関係という顔で、あたりのショップを眺めていた。

　ライラはそんな二人を引っ張っていく。

「ほらほら、二人とも。どんな服がいいの？」

「あ、あのライラ殿。私は、べつにこの格好のままでも……」

「そ、そうだ。騎士たるもの、いつでも臨戦態勢でいるべきで、このような浮ついた服など……」

　二人は完全にライラの勢いに気け圧おされている。

　ライラは、二人の言葉を無視して、その手に次々と洋服を載せていく。

「とりあえず、これ試着してみて」

「え、これ全部ですか……？」

「さすがに面倒では……」

「いいから、す、る、の」

　押し切られるように頷き、試着室へ連れていかれるココアとアルティア。

「団長さん、団長さん」

　と、二人を試着室に押し込んだライラは、今度はオレを呼ぶ。

「なんだ？」

「団長さんにはちょっと、買ってきてほしいものがあるんだけど」

「まあ、いいけど……」

　三人が試着するのを見て、どれが似合うとか言う役になるのかと思ったけど、そんなことはなかったらしい。

　まあ、女子三人でワイワイ試着するほうが楽しいのかもな。

「──じゃあよろしく。二時間後に、ここの一階で合流しましょう」

　その『買ってきてほしいもの』を告げると、ライラは自分の服を選ぶべく、服を手に取り始める。

　オレは言われたものを探すため、べつのフロアへ向かった。
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「しかし、なにに使うんだろうな、これ……」

　オレは購入したそれを、首を傾かしげて眺めつつ、待ち合わせ場所に向かう。

　ライラがオレに頼んだのは、ハサミだった。

　すぐに見つかるだろうと思ったら、意外と置いてなかった。

　池袋パルコには百均的な普通の文房具屋がないのだ。

　仕方なく雑貨屋を探し回って、ようやく、妙に高級感のあるハサミを手にいれた。値段も高い。

　待ち合わせ場所に行くと、三人はすぐに見つかった。

「お前ら、どんだけ買い込んだんだよ……」

　三人はそれぞれ、紙袋を十個は抱えていたのだ。なにをどんだけ買ったらこんなことになるんだ……。

「もう、団長さん。先にもっと言うことがあるでしょ」

　そう言って頰を膨らませるライラ。

　いや、そう言われても、紙袋十個の視覚的インパクトはかなりのものだからな……。

　しかしもちろん、オレだってさすがに気づいてる。

　三人とも、鎧を脱いで、べつの服に着替えていた。

　ココアは、ワイシャツにフレアスカートで、ミリタリーゴシックっぽい着こなしだ。下手をすればコスプレっぽくなってしまう服だが、彼女が着ると様になっている。

　アルティアは、黒系のパンツスーツ。髪が燃えるように赤くて目立つので、シックな組み合わせは大人な雰囲気を生み出していた。

　ライラはブラウスとスカートが一体型の、清せい楚そなワンピースだ。お嬢様な雰囲気の彼女には似合いすぎるほどに似合っている。

「ね、どうかしら。団長さん」

「ああ、三人とも似合ってると思うぞ」

「ふふ、ありがとう」

　オレが感想を言うと、ライラは嬉うれしそうにそう言った。

　オレは思わずどきりとしてしまう。

　女の子とデートするってこんな感じなんだろうか、なんて想像してしまった。

「わ、私は全然着たくなかったんですよ、こんな防御力の低そうな服……」

「ライラが無理やり着せるから……うう、落ち着かない」

　一方ココアとアルティアは、とても居心地が悪そう。

　しかし、二人とも、慣れない服を着て照れてる様子は、それはそれで見ていて楽しい感じだった。

「……あれ？　そういや、お金はどうしたんだ？」

　そういや、渡すのを忘れていた。

　しかしライラは笑みを浮かべて、

「そこは、まあ、なんとかなったわ」

「まさか盗んで……っ？」

「いやね。そんなことしないわよ」

「それならいいけど」

　どうやったんだろう。

　現代日本のことに詳しいライラのことだから、日本円をいくらか持っていたのかもしれない。

　なんて思っていると、ココアとアルティアが言ってくる。

「安心してください、アタル殿。ライラ殿はちゃんと支払いをしてましたから」

「ああ。あんな小さな板を見せるだけで買い物ができるとは驚きだったがな」

「小さな板？」

　なんだそれ？

　板っていうからにはお札じゃないだろうし……って、まさか！

「おい、ライラ。まさかお前……」

「どうしたの、団長さん。怖い顔をして」

「アルティアの言う『小さな板』ってのを見せてみろ」

「しょうがないわね」

　と言って、彼女は腰に提げていた小さなバッグからその『板』を取り出して、両手で持って見せてくる。

「これ、使わせてもらったわ」

「お前っ、これ親父の……！」

　それは、親父がオレに預けていったクレジットカードだった。

　生活費などは毎月、指定の口座に振り込まれるのだが、緊急の際にはこれを使うようにと言われていたのだ。これまで必要がなかったので、机の引き出しにしまい込んでいたのだが……。

「いつの間に……」

「朝食のあと、団長さんが後片付けをしている間に、ちょろっとね。あ、これ、レシートよ」

「──ギャーーーーー！！！！」

　そこに印刷された数字を見たとたん、オレの口から絶叫が飛び出した。

　なんだこれ……一桁おかしくね？

「お、おま、ちょ、これ、ひど……」

　まともな言語が口から出てこなくなったオレを見て、ライラはぺろっと舌を出して、

「ちょっと買いすぎちゃったかな？」

「ちょっとじゃねえよ！　限度を知らねえのかお前は！」

　親父になんて説明すればいいんだよ。『異世界からやってきた女騎士の服を買うために池袋で散財しました』とか言っても絶対信じてもらえないぞ。

「お前らもお前らだ。なんで止めなかったんだよ」

　思わずココアとアルティアを睨にらむと、

「その板があれば、いくらでも買い物ができるのだと言われて……」

「うむ、魔法の板だから心配するなと言われて……」

「…………」

　二人とも完全に言いくるめられていた。

　オレは睨む視線をすぐにライラに戻した。

「つまり悪いのはお前ってことだな、ライラ」

「あら、そんなに怒らないで、団長さん」

　そう言うと、ライラはオレに飛びついてきた。

「それより、そろそろお腹が空いてこない？」

「そんなんでごまかされるか──っ！」

　と、オレは息をのむ。

　オレの腕を摑つかみ、両腕で絡みつくようにするライラの胸が、思い切り触れていた。

　鎧というガードがないため、かなりボリューム感のあるその胸が、オレの腕に押しつけられる。

　ふにゅん、という柔らかい感触が、オレの思考をとろけさせてくる。

「な、なあおい、ライラ」

「ん？　どうしたの、団長さん？」

　オレの呼びかけに、なんでもないような顔をしながら、さらに胸を押しつけてくるライラ。

　さらに、整った顔立ちまで間近に迫ってきて、吐息がオレの頰にかかる。

　ライラが囁ささやく。

「近くに、すごく美味しいカレー屋さんがあるそうよ。ねえ、店が混む前に、行きましょう、団長さん？」

「…………」

　ああそうだなー。あと一時間もしたら、ランチの時間で混んじゃうよなー。

　とろける思考の中で、オレはそんなことを考えていた。
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「って、騙だまされるかあああっ！」

　とオレが叫んだのは、パルコ前からライラが案内するカレー屋さんに移動して、席に案内されて座り、メニューを開いたあとだった。

　あれ、なんか時間がワープしてる……？

　オレの向かいに座ったライラが、頰ほお杖づえをつき、ニコニコした顔でこちらを見ていた。

「団長さん、よっぽど女性に耐性ないのね？」

「うるせ」

　オレは短くそう言って席を立とうとしたが、ライラに止められる。

「待って。注文もしないで店を出るなんてマナー違反だわ。それに、お昼を食べるのはべつに悪いことじゃないでしょう？」

「…………まあ、そうだけどな」

　オレが腹立たしいのは、ライラに騙されて服を大量購入されたことと、それをはぐらかされてここへ連れてこられたことだ。

　べつにカレー屋さんに罪はない。

　って言うか、さっきから匂いに刺激されて腹が鳴ってヤバい。

　オレは諦めて席に座りなおした。

　オレの隣とその向かいでは、ココアとアルティアが、キラキラした目でメニューを眺めている。

「どれも美味しそうですね……あ、見てください、アタル殿。大盛りを注文すると、コーラという飲み物が一杯無料になるそうです。コーラとはどんな飲み物でしょう？」

「お前はやめといたほうがいいな」

「このポークカレーというのは、豚を何頭分使ってるのかな」

「百分の一頭くらいだと思うぞ……」

　二人にいちいちツッコみながら、オレもメニューを眺める。

　全員分決まったので、店員さんを呼んで、注文を済ませた。

「──で、どういうつもりだよ、ライラ」

「どういうって、なにが？」

　オレが改めて問うと、ライラは首を傾げて問い返してくる。

　その仕草がいちいち可愛いのだが、騙されてはいけない。

「だから！　クレカを勝手に使って、あんなに大量に服を買ったりとかしたことだよ」

　ちなみに、その大量の服は、ここに移動する途中でコインロッカーに預けてあった。

「だって、せっかくこんな世界に来たんだから、楽しみたいじゃない？」

「楽しみたいって……じゃあ、お前らやモンスターの出現を解決する手段があるかもってのは、噓うそだったのか？」

「それは噓じゃないわ。当てがあるのは本当。でも、ちょっとくらい寄り道したっていいでしょう？」

「…………」

　ちょっとかなぁ……。

　オレはあの大量の紙袋を思い出して、思わずため息を吐く。

　そこへ、ココアが言ってくる。

「しかし、モンスターの出現は今もどこかで起こっています。対処するなら、早いほうがいいのではありませんか？」

「そうねー」

　ライラは首を傾げながら、

「でも、まだ大丈夫よ。きっとね」

「まだって……」

　やっぱりだ。

　ライラはなにか知っている。

　女騎士やモンスターの実体化現象。それを解決する手段。

　なんにしろ、オレたちに話してないことがあるのは間違いない。

「なあ──」

「おお、来た来た！」

　問いかけようとしたオレを遮って、アルティアが声をあげる。

　店員さんがカレーを持ってきたところだった。

「って、なんだそれ！」

　オレは思わず声をあげる。

　アルティアが注文したポークカレーがとんでもない山盛りだったのだ。

　文字どおり、ライスとルーの上に、豚肉が山のようにのせられている。

「いや、豚肉の追加ならいくらでもできるというので、ついな」

「追加ってレベルじゃないだろ……」

　もはや豚肉炒いためがメインで、カレーライスがおまけにしか見えない。

　しかし、カレー自体はすごく美味しそうで、スパイシーな香りが食欲を刺激してくる。

　オレたちはスプーンを手に取り、それぞれカレーを口に運ぶ。




　ライラの言葉どおり、カレーはめちゃくちゃ美味しかった。
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　店の奥にあるトイレで用を足してから出てくると、ココアが一人、店の入口近くで待っていた。

「どうしたんだ？」

「その、アタル殿。ちょっとお話があります」

　そう言ってココアは、外で待ってるアルティアとライラからは見えない位置にオレを連れていく。

　なになに、どういうこと、これ？

　オレはちょっと浮ついた気分になるが、ココアのほうは真剣な表情で言ってくる。

　外のほうにちらっと視線を向けながら、

「ライラ殿のことなのですが、あまり信用しないほうがいいかもしれません」

「……どういうことだ？」

「前に、ドラゴンの話をしましたよね」

「あ、ああ」

　ココアの記憶の話だ。

　ほかの騎士たちとともに、赤銅色のドラゴンと戦い、大勢の仲間を失ったという話。

「アタル殿の家で、ライラ殿と顔を合わせたときに、また記憶が少し戻ったんです」

「本当か！」

　ココアは頷く。

「同じようにドラゴンが出てくるんですが、どことなく前とは違ってて、ドラゴンが暴れているんですが、私はそれを見ているだけで……」

「ってことは、前に思い出したのとは、べつの状況ってことなのか？」

「はい。それと……なぜか、その記憶を、私はまだ経験していないような気がするんです」

「どういうことだ……？」

　記憶にあるのに、経験してない？

「それは、実感がないとかそういうことじゃなくてか？」

「いえ、違うのです。明らかにそれは未来のこと──これから起こることだと感じるんです」

「これから……？」

　予知夢みたいな感じだろうか？

　そして、そんな記憶を、ココアはライラと出会ったことで思い出した……。

　うーん、ダメだ。さっぱりわからん。

「思い切ってライラに訊いてみたらどうだ」

「いえ、駄目です。ライラ殿に出会ってこの記憶が蘇よみがえったということは、ライラ殿があのドラゴンとなんらかの繫つながりがあるかもしれないということですから」

「けどなぁ……」

　たしかにライラはなにか隠してるっぽいが、そこまで疑う必要があるだろうか？

　しかし、ココアは首を横に振って言ってくる。

「それに、そもそも、彼女が私たちをこうして連れ出したことが怪しいです」
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「へえ、ここがアキバかぁ」

　ライラは、駅から出ると、周りのビルを見回して言う。

　池袋から山手やまのて線で約二十分。

　オレたちは秋あき葉は原ばらに来ていた。

　アニメやゲームの広告や、コスプレをしたビラ配りのお姉さんといった、独特の光景がオレたちを迎える。

　オレもたまに来ることはあるけど、いつ見てもちょっと気圧されるな。

　そんな中でライラは、両手を上げて「あっきはっばらー」とかやってる。

　そのネタはちょっと古くないか？

　そんな彼女の後ろ姿を見ながら、オレはさっきのココアとの会話を思い出していた。

『私たちを私服に着替えさせたのが気になるんです』

　そう彼女は言っていた。

『ライラ殿は聖騎士です。聖騎士は神の祝福を受けているため、武器を持っていなくても魔法が使えるのです。いっぽうで私やアルティア殿は、武器がなければ雷撃や炎を操ることができません』

　つまり、ファッションに気を遣っているふりをして、ライラは自分以外の二人の武装解除を行った、のかもしれないのだ。

　けど、なんのために？

　ライラが実体化現象についてなにかを隠しているのはたしかだと思う。

　だが、ライラと、ココアやアルティアは同じ女騎士。

　ライラがオレたちに敵対する理由はないはずだ。

　それとも、ライラの、貴族出身で聖騎士だという経歴は噓っぱちで、やはり彼女は実は魔王で、この世界を滅ぼそうとしてる……みたいな事情があるのだろうか。

　うーん、わからん。

　そもそも、現代日本に住んでいるオレが『騎士これ』世界の住人のことなんか推理できるはずもない。

　しかし、かといって、いつまでもライラに振り回されているわけにもいかない。

　オレはライラに呼びかける。

「なあ、いい加減ちゃんと教えてくれ。オレたちをどこに連れて行く気なんだ？」

「そんなに警戒しないで、団長さん。もう寄り道はしないから」

　そう言って、ライラは歩き出す。

　オレたちはそれについていくしかない。

　そしてたどり着いたのは、秋葉原駅のすぐ近くにあるアニマートだった。

　アニメグッズやマンガ、ラノベ、同人誌などがたくさん置いてある狭い店内を、上階へと上っていくライラ。

　上の階は本棚が並んでいて、大量のラノベが売られている。

　うちの最寄り駅前にある小さな本屋さんとはえらい違いだ。

　あのお店も、新刊を買いたいときは便利なんだけどな。

　ライラは、階段近くにある平台の新刊コーナーへ行き、一冊の本を指し示した。

「これよ」

「あ……」

　オレはその本を見て息をのんだ。

　それは、文庫本サイズのラノベだった。

　表紙には、何人もの女騎士が、それぞれポーズをとって立っている。

　よくラノベを買う人が見れば、それがオリジナル作品ではなく、ゲームやアニメのノベライズ作品だということがわかるだろう。

　タイトルは『女騎士これくしょん・ザ・ストーリー』。

　そう、それは『騎士これ』のノベライズ版だった。

「そうか。それ、今日発売だったか」

　すっかり忘れてた。

　ゲームでは描ききれなかった設定を補完した小説版。しかも、公開が延期されている第四章のプロローグも収録されるとあって、ファンの間では話題になっていた。

　それに、ソーシャルゲームのノベライズ作品には、よくアイテムコードが付録としてついていることがある。

　ゲーム画面でそのコードを打ち込むと、レアアイテムがもらえたり、レアガチャを引くことができたりする。

『騎士これ』のノベライズもその例に漏れず、小説で描かれるストーリーに登場するキャラが手に入るアイテムコードがついてくるという話だった。

　なので、オレも買う気満々だったんだけど、先日からの女騎士実体化騒ぎで、すっかり忘れていた。

「ひょっとして、これのアイテムコードのキャラが……？」

「そう。実体化現象を解決する糸口になるはず」

　ライラは頷く。

「これのためにハサミを買わせたのか」

「そのとおりよ」

　ライラはちょっと得意げに頷く。

　小説やコミック、雑誌などについてくる付録のアイテムコードは袋とじになっていることが多い。

　それを開封するためには、ハサミが必要なのだ。

　……ハサミくらい、うちにもあるんだけど、それは言わないでおいてあげよう。

　どうやら、日本について詳しいといっても、完璧なわけではないみたいだな。

　──あれ。

　と、ふとオレは疑問に思う。

　ライラが本当にこれをオレに教えるつもりだったなら、ココアが心配していた話はなんだったんだ？

「どうしたの、団長さん？　買ってきたら」

「あ、ああ。そうだな」

　ライラに言われ、オレは『騎士これ』ノベライズの文庫本を手に取り、レジへ向かう。

　が、その階のレジが休止中だったので、一つ下の階へ行き会計をして、また上に戻ることになってしまった。

　階段を上っていると、上からココアとアルティアが降りてきた。

　なんか、焦っている様子だ。

「どうしたんだ？」

「ライラ殿がいないんです」

「いない？」

「私とアルティア殿が、ちょっと目を離したスキに姿が見えなくなって……探したんですが、上のフロアにはもういません」

　ということは、オレが会計をしてる間に、エレベータで降りていったのか？

　なんのために？

　オレが戸惑っていると、下のほうからざわめきが聞こえてきた。

　オレたちは顔を見合わせて、階段を降りる。

　アニマートの一階がやたらに混雑していた。

　さっきもけっこう人は多めだったが、さらに増えて、まるで休日みたいな密度である。

「もっと奥に行けよ！」

「ドラゴンだぞ！　あんなの普通じゃないって！」

「死ぬかと思った！」

　皆、そんなことを口々に叫んでいる。

　オレたちは顔を見合わせた。

　ドラゴンが現れた……とすれば実体化か？

　ライラが急に姿を消したこのタイミングで？

　嫌な予感しかない。

「アタル殿。とにかく、様子を見に行きましょう」

「そうだな」

　オレたちは混雑する店内をなんとかかき分けて、アニマートの外に出た。
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　秋葉原中央通りは大混乱だった。

　大量の人が逃げ出し、まだ異変に気づいていない人がその流れを堰せき止とめてしまい、あちこちで怒号が響いている。

　車は乗り捨てられ、やはり、まだ異変に気づかず車に乗っている人が、何度も何度もクラクションを鳴らす。

　そんな騒ぎの中心。

　車道のど真ん中に巨大な竜がいた。

　サイズは、大型バスくらいだろうか。周囲の騒ぎをまるで楽しんでいるように、唸うなり声ごえをあげながら首を巡らせていた。

「もしかしてあれが……お前らが戦ったっていうドラゴンか？」

「いえ、あれはワイバーンです」

　ホッと、安あん堵どの息すら吐いて、ココアは言った。

「ワイバーンは竜の一種じゃないのか？」

「一種というより亜種ですね。ワイバーンは地竜とも言われ、空を飛べませんし、魔力も持ちません。ドラゴンの中には、強大な魔法攻撃を行ったり、身体を霊素に変換してべつの生き物を乗っ取るみたいな特殊な魔法を使える個体もいたりしますが、ワイバーンならその心配はありません」

　言われてみれば、眼前の竜はどこかずんぐりとしているし、背中の翼がやけに小さい。あれで宙に浮くのは無理そうだった。

　そういや、ココアやアルティアが言っていたドラゴンは赤銅色の鱗うろこだったな。目の前のワイバーンは緑色。全然違う。

「ドラゴンであれば、あたり一帯が更地になる可能性もありましたが、ワイバーンならそこまでではないです」

「マジかよ……」

　アルティアの領地を襲ったドラゴンは、一頭でその所領を滅ぼしたそうだし、それくらいは可能なのか。

「ごああああああ！」

　なんて思っていると、ワイバーンが咆ほう哮こうした。

　振り上げた前脚が乗り捨てられた車にぶち当たり、その車がミニカーみたいに簡単に空を突っ切り、オレたちと反対側にあるビルの屋上付近にぶち当たった。

　いや、充分危険だろあれは！

　なんであれで、ココアはちょっとホッとしたんだ……。

　と、アルティアが前に踏み出しながら言った。

「ご主人、ココア。周りの人間の避難を頼む」

「アルティア、なにするつもりだ？」

「決まってる。ワイバーンを倒すのだ」

「はぁ!?　あ、ちょっと──」

　オレが止めるのも聞かず、アルティアは駆け出した。

　無茶だ。

　いくら彼女でも、素手であんなモンスターと戦うなんて……。

「ぬおおおおおっ！」

「なっ……」

　と思ったら、アルティアは途中で立ち止まり、交通標識を抱きしめるように持つと、そのまま引き抜いた。

「ふむ、いい感じだ！」

「噓だろ……」

　先端に『横断禁止』の看板がついた鉄柱を、槍のように構えて、彼女は改めてワイバーンへと突っ込んでいく。

「おいデカブツ！　こっちだ！」

「ぐおおおお？」

　アルティアの叫び声に反応して、首をもたげるワイバーン。

　その横っ面に、

　バシイイイィィン！

　と、アルティアは標識を叩きつけた。

「ぐおおおおおっ！」

　ワイバーンは身をよじらせ咆哮をあげる。

　そのスキにアルティアは標識を横に振り、

　ザシュ！

　とワイバーンの横っ腹を切りつける。

　ワイバーンの分厚い鱗が裂け、黒々とした霧が、血のように噴き出した。

　すげえ……あれならなんとかなるかもしれない。

　……って、見とれてる場合じゃねえな。

「ココア！　今のうちに周りの人を避難させるぞ！」

「承知しました！」

　オレたちは、いまだに逃げられないでいる人に声をかけて、避難誘導していく。

　とりあえず駅の方向に逃げれば大丈夫だろう。

　そうしているうちに警察が到着した。

　警察はさすがに慣れたもので、オレたちよりずっとスムーズに人々を誘導する。

　しかし彼らも、ワイバーンへの対処はしたことがないみたいで（当たり前だ）困惑している。

「おい、どうする」

「どうするって言っても、あんなの拳銃じゃ倒せないだろ」

「とにかく、あの、戦ってる女性を避難させましょうか」

「そうしたら、止められるヤツがいなくなるぞ」

　そんな会話が聞こえてくる。

　ワイバーンとアルティアの戦いは佳境に入っていた。

　アルティアによる標識攻撃で、ワイバーンはあちこちに傷を負っている。

　一方のアルティアは、怪け我がはしていないものの、かなり息が上がっている。

　やはり彼女も、魔法攻撃なしで戦い続けるのはかなり大変らしい。

「なあココア。アルティア、大丈夫なのか？」

「このままなにもなければ、問題ないと思います」

「なにもなければ……？」

　なにかあるかもしれないみたいな言い方だな……。

　なんて思っていると、

　ゴゴゴゴゴゴ…………。

　と、不吉さを感じさせる音があたりに響き渡る。

「な、なんだっ!?」

　皆が動揺する中、ビシビシビシ、とアスファルトにヒビが入り、ボコリ、とそこが盛り上がって──。

　二頭目のワイバーンが姿を現した。

「やっぱり……」

　ココアが言う。

「ワイバーンはつがいで行動することの多いモンスターです。この世界なら、違う可能性もあると思いましたが……そんなことはなかったようですね」

「ど、ど、どうするんだ」

　アルティアは、一頭相手で、すでにギリギリの戦いを強いられているっていうのに。

「──私が行きます」

「バカ言うな！」

　アルティアは標識を持ち上げられるくらいのパワー系だ。だが、ココアにそんな力はない。剣がなければ魔法が使えないという彼女が、ワイバーンと戦えるはずがない。

　……ライラはこれを狙っていたのか？

　ココアとアルティアから鎧と武器を奪って無力化し、モンスターを出現させ、二人をピンチに陥らせる……。

　考えてみれば、『騎士これ』ノベライズの新刊なんてわざわざ秋葉原に来なくたって買えるじゃないか。

　なのに、わざわざここまで連れてきたのは、このタイミングでワイバーンが出現すると彼女が知ってたからじゃないのか？

　彼女がいまだに姿を見せないのがその証拠なんじゃ──。

「きゃあ！」

　そんなオレの疑念を遮るように、聞き慣れた声の悲鳴が響き渡った。

「詩乃っ!?」

　見れば、新たに出現したワイバーンの足元に、詩乃が倒れていた。

　なんであいつ、こんなところに!?

　今は学校じゃないのかよ。

　……って、オレも人のことは言えないけどな。

　なんて思っている間に、オレの身体は勝手に駆け出していた。

「アタル殿！」

　ココアが背中に向かって叫んでくるが、止まる気などない。

「詩乃！」

「アタルっ！」

　制服姿の彼女は、オレの姿を見て声をあげるが、起き上がれない様子だ。

「どうした？　怪我したのか」

「なんか、捻ひねっちゃったみたいで」

「手、貸せ。とりあえず逃げるぞ」

　詩乃は頷くと、オレに手を差し出してくる。

　オレは彼女を引っ張り上げようとして──ぶおん！　と風圧を感じた。

　視界にワイバーンの尾が迫っている。

　ヤバい、これは避よけられない──。

「アタル殿っ！」

「ココア!?」

　女騎士に突き飛ばされて、オレと詩乃は地面を転がる。

「ぐっ!!」

　くぐもったココアの声。

　顔を上げれば、彼女はワイバーンに尾を叩きつけられ、数メートルは吹っ飛んでいた。

「ううっ……アタル殿。大丈夫ですか？」

「オレはなんともねえよ！　それよりお前が──」

「私は平気です。言ったでしょう、騎士は民を護まもるものだと」

「ココア……っ」

　前に一度否定したはずの言葉を、彼女はまた言ってくる。

　ココアは、苦しげに身体を震わせながらも立ち上がり、ワイバーンに向かって声をあげた。

「ワイバーンよ！　あなたの獲物はこちらです！」

　くそっ、完全に自分を囮おとりにするつもりだ。

　巨大なモンスターを睨みつける彼女の目は、強い信念を持った眼まな差ざしというよりは、どこか自暴自棄な感じに、オレには見えてしまった。

　自分なんか、どうなってもいいと思ってるみたいな……。

　ワイバーンは、ココアの叫び声を聞いて、一瞬動きを止めた。

　なんだ？　なんか、ココアに対して怯ひるんだように見えたけど……。

　が、すぐにワイバーンは、前脚を振り上げ、ココアを狙う。

　先ほど、ビルの屋上までぶん投げられた自動車の姿がオレの脳裏によぎった。

　このままじゃ、ココアもあんな風に……。




「無茶するわね、ココア」




「ライラ殿っ！」

　いつの間にか、ココアを護るように、清流の女騎士の姿があった。

　彼女の周りには、フラフープのようにリング状の水の輪が出現し、ワイバーンを食い止めている。

　ライラは、手に持っていたビニール袋をオレに押しつけると、

「これを持って離れてて。あとは私がなんとかするから」

「わかった」

　オレは詩乃を抱え起こすと、歩道のほうへ避難した。

　その間に、ライラはさらに魔法を展開する。

　水の輪から、水球がいくつも分離し、それが矢の形になって、ワイバーンへと飛んでいく。

「貫きなさいっ！」

　ライラの呼びかけに応えるかのように、水の矢はワイバーンの身体を貫通する。

「ぐおおおおおっ！」

　ワイバーンが絶叫する。

　全身から黒い霧を噴き出し、ワイバーンはその場に倒れ伏した。

　ライラはすぐに移動し、アルティアと対たい峙じする、もう一頭のワイバーンへと向かう。

「アルティア、もう大丈夫よ、あなたも退避して」

「ライラっ！」

　アルティアはライラの姿を認めると、すぐに身を引いた。

　それを追おうとするワイバーン。

　しかし、ライラの水流がそれを止める。

　彼女の周りを回っていた水の輪は、もはや輪の形をしていなかった。

　半球形の盾のようになったそれは、ライラを守りながらワイバーンを押しやっていく。

　盾の一部が変形し、斧おのの刃のような形になる。

　それが一気に空へと飛び、

「斬り裂きなさいっ！」

　ライラの呼びかけとともに、ギロチンの刃のように急降下し──ワイバーンの巨体を真っ二つに斬り裂いた。

「……すげえ」

　オレたちはその光景をただ見ているしかなかった。

　黒い霧となって消えていくワイバーンを背にして、ライラがこちらへ向かってくる。

「なにをぼんやりしてるの、みんな。逃げるわよ！」

　啞然としているオレたちに、彼女はそんなことを言ってくる。

　言われて、初めて気づいた。

　警官や、遠巻きに様子を眺めていた人々が、オレたちに注目しつつある。

　中にはスマホを取り出して撮影しようとしている人もいる。

　オレたちは駆け出そうとしたが、そこへ警官が数人駆け寄ってくる。

「ちょっと、君たち、待ちたまえ！」

「話を聞かせて！」

　マズい。これは間違いなく事情聴取される流れだ。

　オレと詩乃はともかく、ココアたちは絶対ややこしいことになる。

「乗って！」

　ライラの言葉に見れば、彼女は水流で魔法の絨じゆう毯たんみたいなものを生み出していた。

　オレたちがそれに飛び乗ると、水絨毯は一気に周りのビルより高い空まで上昇する。

　地上での騒ぎを置いて、オレたちはその場を去った。





☆






「ふう……なんとか落ち着いたな」

　オレたちは喫茶店の席に座って、息を吐いた。

　秋葉原から何駅か離れたところにある、水すい道どう橋ばし駅の近くの喫茶店である。

　すぐ近くに東京ドームがある。

　なぜそんな中途半端なところにいるのかというと、そのあたりでライラの魔法のエネルギーが切れたからだ。

　聖騎士である彼女も、媒介となる武器がない状態での魔法使用は大変らしかった。

「詩乃、足は大丈夫か？」

「うん、軽く捻っただけみたいだったから。もうなんともないよ」

　詩乃は笑って頷く。

　こいつは、こういうときに我慢したりはしないので、本当に大丈夫だろう。

　彼女の横では、ココアがライラに頭を下げていた。

「申し訳ありませんでした、ライラ殿。私は、あなたを疑っていました」

「まあ、そんなところだろうと思ってたわ。でも、もう疑いは晴れたのよね」

「はい……私たちに害意があるのなら、あの場で助ける理由がありません」

　そのとおりだ。

　しかし、そうだとすると、疑問が残る。

「じゃあ、なんでわざわざ秋葉原に来たんだ？　『騎士これ』ノベライズなんて、どこの本屋でも買えるだろ」

　多分、オレがよく行く最寄り駅の小さな本屋でも、発売日になら普通に買える。

「そ、それは……」

　とライラは珍しく口ごもった。

　アルティアも言ってくる。

「ご主人がのべらいずとかいう書物を買いに行っている間、どこに行っていたのだ？」

「だから、えっと……」

「ライラ？」

　どうも歯切れが悪い。

　いつも余裕な態度の彼女にしては珍しい。

　と、そこでオレは思い出す。

　ワイバーンとバトる直前、彼女はオレにビニール袋を渡してきたんだった。

　座席の横にあったそれを、オレはテーブルに置く。

　それは、アニマートのビニール袋だった。青い色のシンプルなデザインだが、アニマート利用者が見ればすぐにわかる、同類識別に便利なデザインである。

「これを買いにいってたのか」

「あ、か、返してっ」

　急に、すごく焦った態度になってライラが手を伸ばしてくる。

　オレはそれより早くテープを剝はがして、その中身をテーブルに広げた。

「………………おう」

　空気が凍った。

　現れたのは、大量の同人誌だった。

　表紙は、耽たん美びな雰囲気に包まれながら男性が半裸になっているものや、二人で見つめあっているもの、はっきりと絡み合っているものもある。

　いわゆるＢＬ同人誌ってやつだ。

　オレは詳しくないのでよくわからなかったが、なにかの作品の二次創作から、オリジナルまで、幅広く買かい揃そろえているようだった。

「ライラ、お前……」

「…………」

　ライラは顔を真っ赤にしながら、無言で同人誌をかき集め、オレから袋を奪い取りしまい込む。そして、そのまま自分の後ろに隠した。

　しばし、沈黙の時間が流れた。

「……とりあえず、クレカを返せ」

「はい……」

　オレが思い出してそう言うと、ライラは素直にカードを返してきた。

　まあ、同人誌は洋服に比べれば大した値段じゃないだろうが、カードの利用明細を見た父親の反応が怖い。明細って同人誌のタイトルまで出るのかな……？

「ええと、今のはなんでしょう？」

　困惑した声をあげたのはココアだった。

　日本のオタク文化に馴な染じみのない異世界の女騎士からすれば、パッと見ただけじゃ、今のがどういう本なのかわからなかったみたいだ。

　それなら誤魔化しようはある──。

「なんだか、いやらしい絵が描かれていたな」

「アルティアーーー!!」

　オレは思わず叫んでしまう。

　空気読んで！

　これ以上気まずくしてどうするんだよ！

「ええと……」

　と詩乃がライラに言う。

　よし、頼んだぞ。お前のフォローだけが頼りだ。

「気にすることないよ、ライラさん。女の子だってエッチなものに興味あるもんね。私はＢＬは正直よくわからないけど」

　詩乃ーーーー！

　今度は声に出なかったが、心の中で叫ぶ。

　ライラが、見たことない顔をしてる。ライフがどんどん削られていってるぞ。

　と思ったら、彼女はバッと立ち上がった。

「──そうよ！　私はこの世界のことに興味があったけど、一番気になってたのはＢＬだったの！　だってあっちの世界にはこういうの一切ないんだもの！　だからオタク文化で有名な秋葉原に来て、団長さんにノベライズを買わせているスキに別フロアに行ってＢＬエロ同人誌を買かい漁あさったのよ！　最初からそのつもりだったの！」

　開き直ったように、一気にそう言って、ライラはふたたび座り直した。なんかスッキリした顔をしてる。

　周りの客が何事かとこちらを見てきた。

　おおおお、今度はオレたちのほうが恥ずかしいわ……。

「そのまま、迷ってたふりをしてさりげなく合流しようと思ってたのに、ワイバーンが出現したせいで台無しだわ……」

「そういうことだったのか」

　これで、ライラがなにをしたかったのかは、はっきりしたな。

　池袋パルコも、秋葉原も、普通にこの世界を楽しみたかっただけ、ってわけだ。

　ＢＬ同人誌なら池袋のほうが充実してるぜ、という事実を教えるべきか迷ったが、それはまあいいだろ。

「──で、詩乃。お前はなんであんなところにいたんだ？」

「え、あ、それは……」

「アタル殿をつけていたのでしょう？」

　ココアが言う。

「え、そうなの!?」

　驚くオレに、アルティアとライラも頷いてくる。

「家の近くからずっといたな」

「団長さんも気づいていると思ってたけど」

「気づくかっ！」

　こっちはただの高校生だぞ。

　日常的に戦いに身を置いている女騎士と一緒にしないでほしい。

「なんでそんなことしたんだよ」

　オレが問うと、詩乃は唇を尖とがらせて言ってくる。

「だって……二日連続で学校休むなんて、なにかあったのかと思って」

　まあ、たしかにオレはあまり学校休まないしな……。

「だからって尾行まですることはねえだろ」

「でも、アタル、私に隠し事してたでしょ」

　なにが『でも』なんだかわからないんだが……。

「っていうか、隠し事ってなんだ？」

「ココアさんたちのこと」

「それは……」

　隠してたというか、言っても信用されないと思ったから、なにも言わなかったのだ。

　そういえば、と俺は思い出す。

「昨日は、詩乃、あんなことになってたのに、詳しい事情も訊かずに帰ったな」

　ローパーと戦って、女騎士の魔法で助けられて──普通なら、大騒ぎするところだ。

「それは見れば、だいたいわかるよ。『騎士これ』のキャラが実体化しちゃって、モンスターも実体化しちゃってるんでしょ」

「そのとおりだけど……そんな簡単に受け入れちゃっていいのか？」

　自分の常識が覆るような事件だと思うのだが。

「っていうか、詩乃、『騎士これ』知ってるのか？」

　ソシャゲどころか、ゲーム自体ほとんどやらないって話を聞いたことがあったけど。

「前にアタルがやってるって言ってたから、試しにプレイしてみたんだよ」

　そう言って彼女はスマホを取り出すと、『騎士これ』の画面を起動して見せてくれる。

　オレは目を丸くした。

「レベル高っ！　普通に上位ランカーじゃねえか！　オレより後に始めてこれって……」

　オレは学校での詩乃の様子を思い出す。

　彼女が『騎士これ』をプレイしているのを見た記憶はいっさいない。

　ということは、時間をかけてこのレベルまで到達したわけではない。

　となれば、可能性は一つ。

「お前……重課金してるなっ」

「重課金なんて、やだなぁ。ちょっとだよ。ほんのちょっと」

「このレベルに到達するのにほんのちょっとで済むわけないだろ！」

　ぐおおお！　こいつは！

　オレが睡眠時間を削り、学校の休み時間にもこまめにプレイすることで、地道にレベルを上げてる横で、金の力でこんなことしてたのか！

「この金の亡者め！」

「その使い方おかしくない!?」

　まあ……運営的には、詩乃のほうがありがたいプレイヤーなんだろうけど。

　なんだろう、この納得のいかなさは……。

　しかし、ともかく謎は解けた。

　詩乃がローパーの倒し方を知ってたのは『騎士これ』をプレイしてたからだったのだ。

　そういや、詩乃は、オレが教える前にココアやアルティアやライラの名前を呼んでた気がする。それも、『騎士これ』のことを知ってたからだったんだな。

「わかった。詩乃が『騎士これ』のことを知ってるってのは納得した。けど、そのキャラが実体化したり、モンスターが実体化してるのを見たら、もっと驚いてもいいだろ」

「そんなことより、アタルが隠し事してたことのほうが問題だよ！」

「そうかなぁ！」

　おかしい……女騎士実体化より、詩乃の優先順位がオレの常識を覆してくる……。

「だって……」

　と詩乃は顔をうつむけて、ポツリと言ってくる。

「また明日、って言ったのに」

「詩乃……」

「アタル、『おう』って応えたじゃない。でも来なかったでしょ。あんなことがあった次の日だもん、心配になるよ」

「…………それもそうだな」

　オレは申し訳ない気持ちになる。

「だからＳＰの人に居場所調べてもらって、駅から電車に乗って尾行したんだよ」

「それはやりすぎじゃね!?」

　オレは秘密組織に追われるスパイか！

「けど、いいよ。大変だったみたいだし、さっきは助けてくれたし。嬉しかった」

「ああ……」

　詩乃はコーヒーを一口飲んだ。ちなみに、砂糖とミルクが大量に入っているので、コーヒーに見えないくらい白くなっている。

「──それで？　いったいなにがどうなってるの？」

「あ、訊くことは訊くんだ」

　そりゃそうか。

　オレは詩乃に、今の状況を簡単に説明した。

『騎士これ』のガチャを引いたら、女騎士が実体化したこと。

　それに呼応するかのように、モンスターも実体化していること。

「そういうことだったんだ」

　詩乃の態度は、驚くというより、いろいろ納得がいった、みたいな態度だった。

　まあ、すでに女騎士やらモンスターやらの実物を見てるわけだし、もう驚きようもないわな。

　そして、おおむね話し終えると、オレはライラに向かって言った。

「ってわけで、そろそろ、お前が知ってることを話してくれないか？」

「…………」

　ライラは、持っていたコーヒーカップを置いた。

「どうしようかしら。まだ、タイミングがよくないと思うのだけど……」

「なんで言えないんだ？　知られたらマズいことがあるのか？」

「私にもわからないのよ。言ってしまって問題がないのかどうか」

「…………？」

　さっぱりわからない。

　しかし、詩乃は横でうんうんと頷いている。

「あるよねー、言ってしまいたい、けど言っちゃうと台無しになってしまうかもしれないってこと」

「お前はなんの話をしてるんだ？」

「ひみつだよー」

　詩乃はぺろっと舌を出して言ってくる。

「？？？」

　なんなんだ、みんなして。

　オレが困惑してると、ライラが言ってきた。

「でも──そうね。それじゃ、たとえ話をするわ」

「たとえ話？」

「ここに続き物の小説があって、三巻まで出てるの。もうすぐ四巻が出る予定で、読者はみんな、それを心待ちにしている」

　すぐにピンときた。

　これは『騎士これ』の話だ。

　第三章までエピソードが公開され、次の第四章を皆が待っている現状の話。

「ある登場人物が、忘れていた自分の過去を思い出すっていうのが、四巻のメインストーリーなんだけど……書いてる途中で矛盾があることがわかって、作者はその話をいったん初めから書き直すことにした」

　ある登場人物、ってのはココアのことだろう、明らかに。

　そうか、第四章は、ココアがメインの話になる予定だったのか。

「その矛盾のある状態だと、物語は悲劇にしかならないの。だから、作者はそれを絶対に読者に知られないようにしたかった。なのになぜか、その、破棄されたはずの物語は、誰にも思いもよらない形で公開され、動き出してしまった」

　ココアや、アルティア、ライラ、それにモンスターたちが実体化してしまった……ってことか。

「悲劇は避けられない。少なくとも私は、それを止めるすべを知らないわ。だから私にできることは、その悲劇の及ぶ範囲を、少しでも小さくできるようにすることくらい……」

　ライラは、そう言って、残りのコーヒーを飲み干した。

　彼女の話を聞いて、それでも彼女を追及しようとする者は、オレたちの中にはいなかった。
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　喫茶店を出たオレたちは池袋まで戻り、ロッカーにしまっておいた荷物を回収すると、東武東上線で最寄り駅へ向かった。

　ギリギリ帰宅ラッシュを避けられたので、大量の荷物はそこまで邪魔にならなかった。

　鎧姿ではない女騎士たちは、今度は座席に座っている。

　と。

「すーすー……」

　オレの隣のココアが、オレの肩にもたれてきて、寝息を立てていた。

「ぐーぐー」

　反対の隣の詩乃もいつの間にか寝ていた。

　見れば、アルティアも槍を支えにしてうつらうつらしていた。

　まともに起きているのは、オレとライラだけだ。

「慣れない試着とかして、疲れたのかしらね」

　ライラは二人を見て言う。

「じゃあ詩乃はなんでだよ」

「この子は、だってワイバーンに襲われたのよ」

「そういやそうだった……」

　いろいろありすぎてすっかり忘れてた。

　下手すりゃ一生のトラウマになりそうな出来事だもんな。

　むしろ、あのあと普通に喫茶店で喋しやべってたのが不思議なくらいだ。

「ねえ、団長さん」

「ん、なんだ？」

「今日はありがとう」

　急に殊勝な態度で彼女は言ってくる。

「おかげで、この世界を楽しむことができたわ」

「ライラは、そんなに現代日本に興味があったのか？」

「んー、って言うか、あっちの世界が嫌い？」

　ライラは、両手を前に出して伸びをしながら言ってくる。

　その姿はごく普通の女の子だ。ココアやアルティアは私服でも騎士っぽい雰囲気が漂っているが、ライラだけは鎧を着ているときより、今のほうがしっくりくる気がした。

「変にこっちの世界のことを知っちゃってたせいかしら。なんだか、自分の運命に納得がいかなかったの」

「運命？」

　たしかライラは貴族の令嬢だ。

　聖堂教会から認定された、数少ない祓魔の騎士。代々、聖騎士を輩出している名門の出とかなんとか。

　エリート中のエリートだ。

　あちらの世界でも彼女は、不自由のない生活を送っているように思えるけど。

「私の家の女性は、代々聖騎士となるの。私の母も、祖母も、聖騎士だったわ」

　あの世界では、騎士の多くが女性である。男性の騎士もいないわけではないようだが、まあ、設定的にも数は女性が圧倒的だ。

「そしてね、我が家の聖騎士は、世界に現れる災厄たるドラゴンを、その全生命力をもって封印しなければならない」

「え……？」

　全生命力って……それってつまり。

「母も、祖母も、そうしていなくなったわ。次は私」

「待て待て待て」

　そんな重い話だったのか。

　けど、それにしたって……。

「まあ、その前に誰かと結婚して、次代の聖騎士を産まなきゃいけないんだけど」

　ライラはそう言って笑った。

　重い重い重い重い！

「だからね」

　とライラは続けてくる。

「団長さんのおかげで、こっちの世界に来られて、嬉しかった。だから、団長さんにはすごく感謝してるのよ、これでも」

「初めから、言ってくれりゃよかったのに」

　そうすりゃ……まあ、クレカであんな大量購入はさせなかったかもしれないけど、それでも、もっといろんなところを案内したりとかできたのに。

　いや……どうだろうな。

　そんな話を聞かされて、楽しく振る舞うなんてできなかったかもしれない。

　だから、ライラはずっと、このことを黙っていたのかも。

「…………」

　ライラは、車窓を流れていく街並みを眺めている。

　今あんな話を聞いたせいか、その表情はとても切なげに見えた。

「じゃあ、さっき言ってた悲劇ってのは……」

「いいえ、違うわ」

　言いかけたオレの言葉を、ライラは首を横に振って遮った。

「それはまたべつの話。今、迫っている悲劇は、もっと避さけ難がたくて、もっと理不尽よ」

　小さくため息をつき、ライラは「でも」と言った。

「安心して。団長さんや詩乃ちゃん、それに、この世界にその理不尽な災いが降りかからないようにする方法はちゃんとあるから」

　そして、彼女はふたたび窓の外に目を向ける。

　夕焼けに染まった街並みが、果てしなく広がっていた。





第４話　真相・覚醒・災厄のドラゴン







　最寄り駅に着いたオレたちは、家へ戻った。

　詩し乃のは途中で別れ、自分の家へ向かっていく。ＳＰに車で送ってもらうとかすればいいのに、とちょっと思ったが、目立ちたくない彼女は、そういうのは嫌なのかもしれない。

　帰りにスーパーに寄って食材を買い、簡単に夕食を作って、四人で食べた。一部惣そう菜ざい混じりのお手軽メニューだったが、三人とも美お味いしいと言ってくれた。

　ちなみに、三人とも、家に着くなり鎧よろいに着替えてしまった。

　ココアとアルティアはともかく、ライラはちょっと意外だったが、やはりそちらが女騎士の正装ってことなんだろうか。

　そのあとはとくに何事もなく、モンスターが現れることもなく、寝る時間になった。

　ただ、やっぱり見張りは必要ってことで、今度は四人で分担。

　十時から十二時まではライラ、十二時から二時まではココア、二時から四時まではアルティア、四時から六時まではオレが起きて見張りをする。

　そんなわけで、親や妹の部屋から布団を持ち込んで、オレの部屋に四人集まった。

　最初の見張りのライラはドアの前に座る。

「じゃあ、おやすみ」

　電気を消して、オレはベッドに潜った。




　──悲劇は、その夜に始まった。
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　またしても、オレは眠れなくて寝返りをうっていた。

　これまでに得た情報を頭の中でまとめてみる。

　キーワードはドラゴンだ。

　ココアの仲間の騎士たちを殺したというドラゴンと、アルティアの所領を襲ったというドラゴンはたぶん同じ個体だろう。赤銅色の鱗うろこを持った、凶悪なモンスターだ。

　そして、おそらくライラが封印すべきドラゴンというのもそいつのことだ。

　三人の共通点はドラゴン。彼女たちがオレのスマホから実体化したのも、そこに原因がある。

　そう考えると、ライラが言っていた『悲劇』っていうのも、なんとなく想像できる。

　公開が延期されている第四章。

　それは、シナリオに大きな矛盾があって書き直すことになったのだという。

　そして、その理由が、倒せないほど強い敵を登場させてしまったからだというネット上での噂うわさもある。

　つまりだ。

　第四章というのは、災厄たる赤銅色のドラゴンを倒すというストーリーで、三人は、そのドラゴンに因縁を持つキャラクターとして現れた。

　そして『避けられない悲劇』とは、彼女たちがドラゴンと戦い、敗北してしまう──ということなんじゃないか？

　放っておくと、この世界にドラゴンが出現してしまう。そして、女騎士たちはそいつに殺されてしまう。かつてのココアの仲間たちのように。

　ココアが言っていた、暴れるドラゴンを見ているという、まだ経験していない記憶っていうのは、それのことなのかもしれない。

　ライラは、それを防ぎたかったんじゃないだろうか。

　しかし……それだと、わからないことがある。

　ライラの態度だ。

　なぜ彼女は、その事実を、オレたちに話そうとしないのだろう。

　ドラゴンのことを明かし、みんなで協力して解決方法を探したほうがいいはずなのに。

　それに、ココアが、ライラと最初に顔を合わせたときに記憶の一部を取り戻したというのも気になる。ココアは、それをまだ経験していない記憶と言っていた。

　やっぱりライラはまだなにか隠している……。

「…………っ」

　足音がした。

　ドアのところに座っているライラが立ち上がったようだった。

　ゆっくりとベッドに近づいてくる。

　オレは息を殺す──と不自然なので、それまでの呼吸を崩さないようにしながら、彼女の動きに全神経を集中させる。

　ライラは──オレが寝ているベッドのすぐ横の床で寝ているココアのところまでやってきた。

　しばらく、動きが止まる。

　やがて彼女は剣を抜いた。

　そして、

「ごめんね」

　小さく呟つぶやき、両手で握った剣を、ココアへと向けて一気に振り下ろし──。

　ガギィン！

　金属音が響き渡った。

「っ、ココア！」

「やっぱりでしたか」

　ココアが跳ね起きて、抜き身のまま抱えていた剣で、ライラの剣を受け止めたのだ。

「アタル殿っ」

「……おう」

　オレは起き上がって電気をつけた。

「何事だ、モンスターかっ？」

　物音を聞きつけたアルティアも身を起こした。

「……想定済みだったってわけね」

　オレたちを見回して、ライラは言った。

　そう。

　オレはたしかに眠れなかった。

　けど、それは昨夜のように、寝つけなかったわけじゃない。

　眠たかったけど、寝ないように言われていたのだ。




　──就寝前。

　洗面所で歯を磨いているところに、ココアが一人でやってきて、唐突に言った。

『アタル殿、お願いがあります。今夜一晩、寝ないでいてもらえますか』

『ん、どうしてだ？』

『──私はやはり、ライラ殿が信用しきれないのです。はっきり、なにがあるとは言えないのですが、漠然とした敵意みたいなものを感じます』

『戦士の直感ってやつか』

『そう、ですね。そうかもしれません』

　ココアは気まずそうに言った。

　自分の感覚と仲間を信じたい気持ち。

　どちらに従えばいいのか、彼女も悩んでいるようだった。

『わかったよ』

　オレは頷うなずいた。

『ただし、今夜一晩だけな。もしそれで、なにもなければ、ライラを疑うのはやめよう』

『はい──ありがとうございます』




　──というわけだったのだが。

「残念ながら、直感のほうが正しかったみたいですね」
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　ココアは悔しげな顔でそう言って、ライラの剣を弾く。

　睨にらみ合あう二人の女騎士。

「どういうつもりなのですか、ライラ殿。私を殺して、あなたはなにをするつもりなんですか？」

　たとえば──。

　ココアが例のドラゴンと戦う力を持っていて、けれど、記憶を失っていることでその力を使えないという状況だったとしたら……。

　ライラは、彼女を殺すことで、ドラゴンを倒せる人間を消すことができる。

　でも、なんのためにライラがそんなことをするんだ？

　ドラゴンを自由にのさばらせて得することなんて、なにもないはずなのに。

「ご主人、私は、誰を倒せばいいんだ……？」

　槍やりを構えたアルティアが困惑した様子で言ってくるが、そんなことオレにだってわからん。

「──ここで引くわけにはいかないのよね」

　ライラが動いた。

　剣を跳ね上げ、まっすぐにココアへと突き込む。

　ココアはそれを剣の腹で受け、そのまま前に出ようと──。

「っ！」

　その足元がぐらついた。

　ライラが、ココアの下にあった布団を足で引っ張ったのだ。

　仰あお向むけに転ぶココア。

　そこへ、ライラの剣が今度こそまっすぐに振り下ろされる。

「ココアっ！」

　剣は彼女の首に突き刺さり、頭を胴と泣き別れに──できなかった。

　ガギィン！　と、まるで鎧に阻まれたような音を立てて、ライラの剣は止まってしまった。

　そこに、鎧はないはずなのに。

　明らかに、硬質の物体同士がぶつかり合った音が、部屋に響き渡ったのだ。

「なっ……」

　オレは息をのんだ。アルティアも同じだ。

　ライラだけが、悔しげに小さく呟いた。

「遅かったようね……」

　ライラは剣を引いて、後あと退ずさる。

　まるで、オレを護まもるように。

　誰から護るってんだ？

　それは、すぐ明らかになった。




「よウヤく、トリ戻せタ」




　その声は、ココアの口から発せられたにもかかわらず、全然別人の声に聞こえた。

　まるで、ココアの身体の中にべつの生物がいて、そいつが彼女の口から発したような。

　彼女の身体は、ところどころが鱗で覆われていた。

　ライラの剣を弾いた首元、顔の一部、鎧がなくて露出した肌のあちこちに、赤銅色の、錆さびた金属のような鱗があるのだ。

「う、ぐ、あ、アタル殿……」

「ココア！」

　苦しげな声でオレの名を呼ぶココア。今度は明らかに彼女の声だった。

　だが、それを遮るように、またべつの声が響く。

「ダマれ、お前ハ用済みダ。消えロ」

「う、が、あああああああぁっ!!」

　絶叫するココア。

　直後。




　──ココアの背中に羽が生まれた。




　バギリ、と背を覆う鎧をへし折るように破壊して、赤黒い、コウモリのような──否、ドラゴンのような羽が一対、彼女の背中から生えていた。

　ばさり、と羽を一振りしただけで、部屋中に風が吹き荒れる。

「うわぁ！」

　たまらずオレは床にひっくり返った。

　ココアの身体が床から離れる。

　羽をもう一振り。

　窓を突き破って、彼女は外へ飛び出した。

「ココアっ！」

　最後にチラリと見えた彼女の顔。

　そこにあった目は、まるで理性を失ったかのように、真っ黒に濁っていた。
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　オレとアルティアとライラは、ココアを追って外に飛び出した。

「あそこだ！」

　アルティアが真っ先に、夜空に浮かぶココアの姿を発見する。

　ココアは、羽をはばたかせ、駅のほうへ向かっていく。

　オレたちはそれをさらに追いかけた。

「くそっ、なにがどうなってんだよっ」

　オレは呻うめく。

　横を走るライラが言ってきた。

「団長さん、ココアから、ドラゴンと戦ったときの話は聞いたでしょ」

「ああ……」

「変だと思わなかった？　ドラゴンは、騎士を全員殺したのに、気絶したココアだけは殺さずにいなくなっていた」

「それは……」

「それに、記憶がないことも変よね」

「記憶は……ドラゴンにやられたときのショックでなくしたんじゃないのか？」

「それでドラゴンと戦う前の記憶がなくなるのはわかるわ。けど、ココアは、それ以降もときどき記憶が飛んでいるって言ってたでしょ」

「そういえば……」

「きっと、これまでにもあったのよ。あんなふうになることが。そして、今回はこれまでとは違う」

　そうだ。

　さっき、ココアの中から聞こえた別人のような声は、こう言っていた。

　ようやく取り戻せた、と。

「私は……ココアの中にいるあいつが目覚めるのを、少しでも遅らせたかった。だから、そのきっかけになるようなことは、言わないようにしていたの」

「わけがわからないぞ！　結局なんなんだ、あれは！　ココアじゃないのか？」

　アルティアがしびれを切らしたように叫んだ。

「ココアよ。そして、ドラゴンでもある」

　ライラは、答える。

「彼女は、ドラゴンの力を封印し、自分の中で消滅させる能力を持っている。けど、物語が不完全な形で破棄されたから、その能力は完全じゃないの。そして、消滅しきらなかったドラゴンが、彼女という封印を破って、復活しようとしている」

「…………」

　オレは、秋葉原でココアが言っていたことを思い出す。

　──ドラゴンの中には、強大な魔法攻撃を行ったり、身体を霊素に変換してべつの生き物を乗っ取るみたいな特殊な魔法を使える個体もいたりします。

　なぜ、ドラゴンはココアだけは殺さずに立ち去ったのか。

　それは、弱り切った力を回復させるために、ココアの身体を利用したから。

　なぜ、ココアは、ライラを見て、記憶を取り戻したのか。

　それは、ライラがココアの中にいるドラゴンを滅ぼそうと考えていたからだ。

　反応したのは、ココアじゃなくて、その内側にいるドラゴンだったんだ。

　そして、力を取り戻したドラゴンは、今完全にココアを乗っ取ろうとしている……。

　考えてみれば、その兆候は何度もあったように思う。

　ココアの記憶もそうだし、彼女と対たい峙じしたケルベロスやワイバーンが、怯おびえているような仕草を見せることがあった。

　あれは、彼女の中のドラゴンに怯えていたんだ。

「じゃあ、第四章のストーリーってのは、あのドラゴンをみんなで倒すって話じゃないのか……」

「違うわ。第四章はね、ドラゴンとの因縁の物語。そして、ドラゴンに身体を乗っ取られたココアを助ける物語。けど──」

　とライラは否定の言葉を繫つなげる。

　そうだ。

　第四章のシナリオは、書き直すために公開が延期された。

　そして、ネットでの噂によれば、その理由は……。

「──けど、今ここに現れているのは、破棄された物語よ。悲劇に向かうしかない、バッドエンドのシナリオ」

　そう、そこでは、ラスボスが強すぎてプレイヤーの誰にも倒せないような設定になってしまっているという。

「つまり、あれがラスボスってことなのか？」

「そうよ」

　ライラは頷く。

「ドラゴンはココアの身体を乗っ取る。そして、ドラゴンを封印できるほどの彼女の力をも奪い取って、最強の存在となる。誰もドラゴンを止めることはできず、本能のままに世界を滅ぼし尽くすまで、暴れ続ける──それがこの『破棄された物語』の結末よ」

「そんな……」

　オレは呻き声をあげる。

　そのときだ。

　ドン！　と激しい衝撃が、オレたちが向かっている方向から響いてきた。

　空気と地面と、両方が揺れるような感覚。

　オレたちは足を早めて、駅前の広場にたどり着く。

　そこに。

「うそ、だろ……」

　オレは信じられない思いで呻いた。

「こいつは……っ」

　アルティアが、血を吐くような声で言う。

　そこにいたのは、錆びた金属のような、赤黒い鱗に覆われた、ドラゴンだった。

　腹には、斜めに走った古傷があった。アルティアの所領を襲ったときについた傷だ。

　昼に秋葉原に現れたワイバーンなんか比べ物にならない巨体。

　ライラが静かに告げた。

「あれが、ココアの中にずっと隠れ潜んでいた災厄のドラゴン。そのあまりの強さと暴虐さゆえに破棄された獣。物語に選ばれなかった破壊者。だからこそ、物語そのものを壊滅へ導くことすら厭いとわない存在──赤銅のゴルドルブよ」





☆






「あああああっ！」

「待って、アルティア！」

　槍を構え、ドラゴンに突っ込んでいこうとするアルティアを、ライラが腕を摑つかんで止めた。

「放せっ！　あいつは、あいつは父と母の仇かたきだ！　私の、私のすべてを奪った……！」

「だからって、闇雲に突っ込んでどうするの！　死ぬ気なの？」

「そんなつもりはない！　私たちの力なら、きっと倒せるはずだ！」

「本気で言ってるの、それ？」

「……っ」

　アルティアは悔しげに立ち止まり、地面を槍の石突きで叩たたいた。すげえ、アスファルトにヒビが入ったぞ……。

　アルティアも自分が無茶なことを言ってるのはわかってるのだ。

　オレだって見ればわかる。

　昼間のワイバーンと比べたってレベルが違う。

　あんなの、数人の女騎士で倒せるわけがない。

　ソシャゲなら、全プレイヤーの協力プレイじゃないと攻略できないだろう。

　ドラゴンは、周囲のビルより頭一つ以上はデカい。

　腕をふるうと、それがビルにぶち当たって、壁面がガラガラと崩れていく。

　羽の一振りで、周囲の電線が、ブチブチとちぎられた。

　普通に考えれば、槍だの剣だので戦える相手じゃない。

　戦車や戦闘機の出番だ。

「では……どうするのだ！　ご主人にいい考えがあるというのか？　それとも、ライラ、お前に！」

「…………」

　そう言われて、オレは口を閉ざすしかない。

　オレにあんな怪物を倒す名案なんかあるはずがない。

　しかし、ライラは、

「あるわ」

　そう言って、オレになにかを押しつけてきた。

「これは……『騎士これ』のノベライズ？」

　昼間にアニマートで買った文庫本だ。

　ついでに、池袋パルコでオレが探してきたハサミと、オレのスマホもあった。

　ライラが言ってくる。

「団長さん。その本の最後のページに袋とじ部分があるから、そこを開けて、中のコードをスマホで打ち込んで。そうすれば、なんとかなるはず」

「そうか！」

　今日発売のノベライズ『女騎士これくしょん・ザ・ストーリー』には、特典として、小説に登場するキャラが手に入るアイテムコードがついているのだ。

　ライラは、それが一連の現象を解決する手段になると言っていた。

「いい？　私とアルティアがドラゴン──ゴルドルブを牽けん制せいして時間を稼ぐ。その間に団長さんはアイテムコードを入力して、そのキャラを召喚して。アルティア、あくまで牽制よ。倒そうとして無理しちゃダメ。いいわね」

「わかった」

　アルティアは頷いた。

　彼女はもう落ち着いていた。即座に冷静になるのも、戦士としての資質なんだろうな。

　オレもライラに頷く。

「じゃあ、いくわよ。団長さん、袋とじの中身を切っちゃったり、コードを間違えたりしないでね」

「わかってる！」

　そんなこと言われるまでもなく、過去に経験済みだ。

　アルティアとライラは目線を交わすと、左右に散開していった。

　オレはビルの陰に隠れてその様子を窺うかがいながら、文庫本のページを開く。

　ライラが言ったとおり、最後のページに、袋とじになっている場所があった。

　その表面には『ノベライズ限定特典・シークレット』と書かれている。

　オレはそこに描かれた点線に沿って、ハサミで開封していく。

　すぐそこでは、女騎士二人がドラゴンとバトルしてるのに、なんだかひどく間抜けな気分だ。

『炎を司りし精霊の加護によりて──フレイムウォール！』

　アルティアのそんな叫びとともに、熱と光がここまで伝わってくる。

　炎の壁を作って、ドラゴンを食い止めているようだ。

『水を司りし精霊の加護によりて──カタラクト！』

　今度はライラの声だ。

　続いて、まるで巨大な滝の近くにいるような水流の音が聞こえてくる。

　炎の壁で閉じ込めたドラゴンに、水による攻撃を加えているのか。

「よし……っ」

　オレのほうはようやく点線を切り取り終わった。

　あっちの戦闘に比べて、なんて地味な作業なんだ。

『ぐおおおおおおっ！』

　ドラゴンの咆ほう哮こうが聞こえる。

　突然の攻撃に怒っているのだろうか。

　オレは袋とじの中から、一枚のカードを取り出す。

　そこにアイテムコードが書かれているのだ。

　見ると、そこには数字と英文字の並んだ入力コードと、それで手に入るキャラの名前が書かれていた。

　背景には、そのキャラのイラストも載っている。

　それを見て、オレは息をのむ。

「これって……」

　そこには、こう書かれていたのだ。




《雷撃の女騎士──ココア・テスタロッサ》





☆






「きゃあ！」

「くぅっ！」

　アルティアとライラの悲鳴が聞こえて、オレは思わず道路に飛び出した。

　ガガガガガッとアスファルトと金属が擦こすれる音を響かせながら、二人は地面を転がってきた。

「くそっ、なんだあの馬鹿力は……」

「魔法の効力もすぐに無効化するなんて、タチが悪いわね」

　見れば、駅前広場の中央で暴れるドラゴンの周囲には、すでに炎も水もない。

　二人が放った魔法攻撃は、ヤツによって消されてしまったのだろう。

「大丈夫か、二人とも」

「どうということはないぞ、ご主人」

　アルティアはすぐに立ち上がり、槍を構え直す。

　ライラも起き上がると、言ってくる。

「団長さん、アイテムコードは？」

「ああ、これから入力するところだけど……」

「お願い。その子を召喚すれば、絶対にあのドラゴンを倒せるから」

「…………」

　ライラのその言葉に、オレの動きは止まる。

　いや……実は、カードに書かれた名前を見たときから、オレは動けないでいた。

「どうしたの、団長さん？　早く──」

「危ないっ！」

　ライラの言葉を遮って、アルティアが叫んだ。

　ライラはとっさにオレの腕を摑んで跳び上がる。

「ぬおおおおっ!?」

　気づくと、オレたちは近くの二階建ての建物の屋上にいた。あーびっくりした。腕が引っこ抜けるかと思ったぞ。

　そして、オレたちがさっきまでいた道路を、真っ赤な炎が走り抜けていった。

　ドラゴンが口から炎を吐き出したのだ。

　あぶねー……もう少しで丸焼けになるところだった……。

「さあ、団長さん。今のうちにココアを呼び出して」

「ココアを？　どういうことなのだ？」

　アルティアの疑問に、ライラはちょっと早口で言ってくる。

「言ったでしょう？　あのドラゴンは、破棄された物語の産物。けど、正しい物語はもう創られているの。そしてその一部が、団長さんが持っている本に書かれている」

　そうだ。

　このノベライズには、第四章のプロローグが先行公開されている。

　それはつまり、破棄された物語とはべつの、ちゃんと公開できる物語がすでに書かれているってことだ。

「だから、そのアイテムコードで現れるココアが、正しいココアなの。悲劇を乗り越え、災厄のドラゴン──赤銅のゴルドルブを倒す力を持った、真の女騎士。雷撃のテスタロッサ。彼女を召喚すれば──」

「ココアはどうなるんだ？」

　ライラの言葉を遮って、オレは言った。

　このアイテムコードのココアが、ドラゴンを倒すことができるのはわかった。

　今オレが巻き込まれているこの事態は、破棄された物語。悲劇に向かうしかない、矛盾だらけのストーリーだ。

　だから、新しく作り直されたシナリオのほうのココアを召喚して、その矛盾を消す──あのドラゴンを倒してもらう。それはわかる。

　けど、それじゃあ──これまで一緒にいたココアは？

　ドラゴンと化してしまったあのココアは、ドラゴンとして消えるっていうのか？

「団長さん……わかるでしょう？　このままじゃ悲劇が世界を覆い尽くしてしまう。災厄が世界を滅ぼしてしまうのよ。それを防ぐには、あいつを倒すしかないの。だから──」

　ライラは、オレを見つめて告げる。




「──正しい物語を導いて」




「それは……」

　わかる。

　理屈はわかる。

　けど、それでいいのかよ。

　本当なら、最初に書かれた矛盾だらけのシナリオは、オレみたいな一プレイヤーに知られることはなかったんだろう。

　オレは、ちゃんと完成されたシナリオの第四章をプレイして、正しいココアの物語に感動しながら、ドラゴンを倒してストーリーをクリアしたんだろう。

　けど、オレはすでに知ってしまった。

　破棄された物語のほうのココアと、すでに出会ってしまってるんだよ。

　今、そのココアは、ドラゴンに身体を乗っ取られて、暴れ回っている。

　放っておけば、被害はどんどん広がるだろう。

　だからって──それが間違いだったからって、簡単に消してしまっていいのかよ。

「ココア……」

　オレは駅前広場のほうを見る。

　ドラゴンが、羽を打ちふるわし、首を振っている。

　どこか苦しんでいるように見えた。

「っ！」

　……目が合った？

　気のせいかと思った。

　もし生き物がいることに気づいたなら、即座に炎かなにかで殺されるだろうから。

　しかし、ドラゴンは、たしかにこちらに気づいていた。

　そして、オレに視線を向けている。

　攻撃してくる気配はない。

「動きが鈍った……？」

　ライラが不思議そうに声をあげる。

　たしかにドラゴンは、その場に留まっていた。

　まるで、何者かが身体を乗っ取り、その暴走を止めようとしているかのように。

「が、ぐ、ご」

　ドラゴンの口から、苦しげな呻き声が漏れる。

「あ、た、る、殿……」

「ココア!?」

　オレは声をあげる。

　間違いない。

　あいつは、まだ完全にドラゴンに乗っ取られたわけじゃないんだ。

　ココアは、ドラゴンの口から、言葉を続けてくる。

「お、ね、が、い、し、ま、す……」

「なにをだ！」

「私、を。た、お、し、て、くだ、さい……」

「っ！」

　ぐおおおおお！

　と、ココアを邪魔するように、ドラゴンの咆哮が混ざる。

　だが、ココアはなおもオレに言ってくる。

「アタル、殿の、世界を、護れる、なら……私は、消えても、構い、ませ、ん……どう、か、ドラゴンを……悲劇を……倒して……それが騎士の……くっ！」

　くぐもった悲鳴を最後に、ココアの声は消えた。

　あとはひたすら、ドラゴンの咆哮が響き渡る。

「…………」

　なるほどな。

　よくわかったぜ、ココア──お前の覚悟が。

　そうだよな。

　お前は騎士だ。

　一般人を護る力を持ち、その力を振るう権利と義務を持つ、気高き戦士だ。

　世界を護るためなら、お前が死を恐れるはずがない。

　だったら、オレは……。

「団長さん？」

「ご主人？」

　オレは、手にしたアイテムコードのカードを見る。

　それから、ドラゴンを睨みつけ、




「ふっっっっざけんなあああああああ！」




　大声で叫んだ。

「ちょっと、なにしてるの!?」

　ライラが悲鳴のような声をあげる。

　彼女の心配どおり、ドラゴンが──その中にいるココアの意識ではなく、ドラゴン自身がオレたちに気づいたようだった。

　羽を一振りするだけで、ドラゴンはオレたちのすぐ近くまで飛んできた。

　オレたちがいる建物の隣のビルの上に降り立つ。

「団長さん、逃げるわよ！」

「ご主人、危険だ！」

　呼びかけてくるライラを無視し、アルティアの手を振り払って、オレはドラゴンと対峙する。

「ぐおおおおおおおお！」

「うるせえ！　お前に用はねえんだよ！」

　唸うなり声ごえをあげるドラゴンに向かって怒鳴りつける。

　やべー、声が超震えてる。

　っていうか、ぶっちゃけ脚もガタガタで、逃げようにも逃げられないんだよね。

　だが、今さら『さっきのなし！』なんてやるわけにもいかない。

　オレは声をあげ続ける。

「まだ聞こえてるんだろ、ココア！　前にも言っただろうが！　ここはお前の住んでる世界とは違うんだよ！　自分の身を投げ出して誰かを救うヤツがいて、それで当然って顔してられるような教育は受けてねえんだよオレは！」

　そりゃ感謝はされるだろうさ。

　英雄だって讃たたえられるかもしれない。

　でもそれを、騎士だからなんて一言で片づけられちゃたまんないぜ。

　目の前にいるってのに、そんな悲劇を黙って見過ごせるわけがねえだろうが。

「矛盾だらけ？　間違ったシナリオ？　知るかそんなの！」

　オレはアイテムコードが書かれたカードを持っていた文庫本に挟むと、

「ココア・テスタロッサなんて知らねえよ！　雷撃の女騎士ってなんだよ、雷光の女騎士だろ誤植じゃねーのか？　この本に書かれた話が正しかろうが、次に公開される第四章がどんなに面白かろうが、そんなの知ったことか！」

　本を、野球ボールのように振りかぶって、




「オレが召喚したのはお前なんだよ、ココア！」




　ドラゴンに向かって思いっきり投げつけた。

　作者とかイラストレーターとか、いろんな人に申し訳ない気持ちになるが、仕方ない。

「団長さんっ！」

　ライラが悲鳴のような声をあげる。

「どうするのよ！　あれがなかったら、ドラゴンは倒せないのよ！」

　わかってるよ、そんなこと。

　自分がとんでもないことをしてしまったのはわかっていた。

　けど、そんな結末、受け入れられるはずないだろ。

　約束したんだから──。

「ぐううおおおおお…………」

「ん？」

　ドラゴンの様子がなんかおかしい。

　背中を丸め呻く様子は、腹痛で苦しんでいる人のように見えた。

「あれ……見て」

　ライラが指を差す。

　そちらを見ると、ドラゴンの腹の傷に、なにかが引っかかっている。

「あれは……『騎士これ』のノベライズだな」

　オレが放り投げた文庫本が、傷に当たって、それで苦しんでいるのだ。

「そんなことで？」

「もしかしたら、あの本に書かれた『正しい物語』が、間違った物語の存在を否定して、ゴルドルブの力を弱めているのかも」

「単純に、古傷が疼うずいているのではないか？」

　ライラとアルティアが自分の想像を述べるが、まあ、どっちでもいいや。

「とにかく、あそこを攻撃すりゃ、ドラゴンを倒せるかもしれないってことだよな？」

「……そうね。でも」

「でもは聞かねえ。ほかに方法はないんだから」

「それは団長さんがあそこに放り投げちゃったからでしょっ」

　憤りの声をあげるライラ。

　しかし、次の瞬間には彼女は苦笑して言う。

「──いいわ。やってみましょう」

「そうだな。それがわかりやすくていいぞ」

　そう言って、ライラとアルティアは自らの武器を構えた。

「頼む。オレは──ココアを助けてくる」

　そう言ってオレは隣のビルへ向けて駆け出した。

　幸い、二つの建物の距離は大したことない。

　オレはジャンプして、隣のビルの屋上へ飛び移った。

「ファイアーボール！」

「アクアアロー！」

　二人の女騎士の声とともに火の玉と水の矢が大量にドラゴンの腹の傷へと飛んでいく。

　ドラゴンはそれを避よけることもできず、すべてをもろに受けた。

「ぐおおおおおおおおっ！」

　絶叫し、今度は身をそらせるドラゴン。

　その腹の傷は大きく広がり、赤黒い肉が見えている。

　そして。

　その奥に──。

「ココアっ！」

　眠るように目を閉じた、彼女の顔があった。

　オレはドラゴンの足に取り付くと、鱗の出っ張りを摑んで、その身をよじ登る。

　腹の傷のところまでたどり着くと、そこに手を突っ込んだ。

　必死で腕を伸ばす。

　もう少しで届きそう……。

　と、そのときだ。

「なっ……!?」

　ドラゴンの身体から、黒い霧のようなものが染み出してきた。

　それは、オレを取り込むように、あたりを包んでいく。

「くそっ……なんだこれ！」

　視界が黒に満たされていく。

「ご主人！」

「団長さん！」

「っ……」

　アルティアとライラの声に応えることもできず──。




　オレはドラゴンに取り込まれた。





☆






「う……」

　目を覚ますと、オレは地面に横たわっていた。

　冷たいアスファルトは、めちゃくちゃにひび割れ、隆起していて、ひどく寝心地が悪かった。

　オレは身を起こし、あたりを見回した。

「なんだ、ここ……」

　さっきまでいた、最寄り駅前──に見える。

　しかし、ボロボロの地面や、そのヒビの間から生える植物、朽ち果てた建物が、ここがすでに滅びていることを主張してくる。

　廃はい墟きよ。

　そう、そこはまさに死んだ街だった。

　そして、その街の中に、一人の少女が立っていた。

「ココア！」

　オレは声をあげて駆け寄る。

「どうなってるんだ？　みんなは──」

　駅前広場の中央に立つ女騎士に話しかけようとして、オレは言葉を止めた。

　様子がおかしい。

　銀色の鎧はくすんだように暗い色に変わり、髪は赤銅色に変わっている。焦点の合わない瞳は、闇のような黒だ。

　別人のよう。けれど、オレは、目の前に立っているのはたしかにココアだと感じた。

「ココア……？」

「アタル殿」

　オレに視線を向け、そう呟くココア。

　オレはホッとして、言う。

「よかった。やっぱりお前なんだな？　なあ、どうなってるんだ、これ。いつの間に街がこんなことになったんだ？　みんなはどうしたんだ？」

「ここは……私の中にある世界です」

「は？」

　よくわからない答えに、オレはポカンとしてしまう。

　ココアは、相変わらず虚ろな目を、あたりに巡らせながら続ける。

「ゴルドルブと融合した私は、破棄された物語の導き手です。私の中には、その物語の定められた結末が内包されているんです。ここは……私が創り出されたときから私の中にすでに存在していた、物語の結末の姿です」

　その声は、たしかにココアの声なのに、まるで彼女のものとは思えないほど淡々としていた。

「見てください」

「……っ！」

　ココアが空を指差すのに従って視線を向けると、そこには、巨大な星があった。

　月より何倍も巨大な星。それはきっと、距離がずっと近いということなんだろう。

　星の表面にある街が見えるほどだ。

　その街を、オレは見たことがあった。

『騎士これ』の画面でときどき登場する、ファンタジー風の街並みだ。

　しかし、その街も、こちらの街と同じように廃墟と化している。

「あれも、定められた結末です」

　ココアが言う。

「アタル殿の世界も、私たちの世界も、こうして滅ぶ定め。だから──その定めを背負った私は、消えるべきなのです」

　そう言って、ココアは腰に提げていた剣を抜いた。

　ココアが持っていたものとはまるで違う、赤銅色の錆びた刃だ。

　それを、彼女は逆手に持って、自分の身体に突き刺そうとする。

「待てよ！」

　オレは駆け寄り、ココアの腕を摑んでそれを止めた。

　が、次の瞬間──。

「ぐぁっ!?」

　バシッ、と激しい衝撃とともに、オレは弾き飛ばされた。

　見れば、彼女の背から生えたドラゴンの羽が、威嚇するように震えている。あれに叩かれたのだ。

「止めないでください、アタル殿。私はもともと、破棄された存在なんです。世界とともに滅ぶか、一人で滅ぶか、どちらにせよ消えるべき存在。それが、一時でも、アタル殿とともに、楽しい時間を過ごせた。それだけで、私は満足です」

「ココア……！」

「ありがとうございました」

　淡々とそう言って、ふたたび剣を突き立てようとするココア。

「ふざけんな！」

　オレは叫んで、またココアに駆け寄る。

　今度は彼女の腕にしがみつくように摑んだ。

「楽しかったんなら、簡単にそれを捨てようとすんなよ！　捨てられた物語とか勝手に決めんな！　お前はオレの前に、ちゃんといただろうが──うぐっ！」

　ドラゴンの羽がバシバシとオレを殴ってくる。

　正直、めちゃくちゃ痛い。

　例えるなら、工事現場にある看板で、力任せに殴りつけられている感じ。

　けど、放すわけにはいかない。

　オレはココアの手から剣を奪い取ろうと自分の手を伸ばす。

　激しく震える羽と対照的に、ココアは冷めた声で言ってくる。

「──なぜですか？　このまま私が消えれば、世界は滅びないのに。どうしてあなたは、それを止めようとするんですか？」

「約束、しただろうが……」

「約束？」

「ああ……」

　以前、彼女に言った言葉。それをオレは繰り返す。

「オレと、お前と、二人でなんとかする。一緒に戦って、一緒に助かるんだって」

　自分は騎士だから──そう言ってココアは、一般人であるオレを、身を挺ていして護ろうとしてくる。

　けど、ワイバーンに立ち向かう彼女を見て、それがどこか自暴自棄に見えるとオレは感じた。

　間違ってなかったんだ。

　ココアは、自分が破棄された存在だから、いずれドラゴンとともに滅びるはずだったから、捨て身の戦いができただけだった。

　そんなの認められるわけないだろ？

　だからオレは告げる。

　彼女がオレに言った言葉を、繰り返してやる。

「オレと共に戦って、一緒に生き残ることを考えようって、お前も言っただろうが！」

「っ……」

「一人で勝手に諦めてんじゃねえ！　破棄された物語がなんだよ！　正しい物語なんか知ったことかよ！　お前が滅びる結末しかないってんなら、そんな物語捨てちまえ！　それで──」

　オレは、オレの身体を殴りつけてくるドラゴンの羽を摑み、無理やり振り払った。




「──新しい物語を、つくっちまえばいいだろうが！」




　その瞬間。

　同時に二つのことが起こった。

　激しい衝撃とともに、ココアの身体から、なにかが飛び出した。

　オレはそれに弾き飛ばされて、地面に転がる。

　そして、もう一つ。

　そんなオレの手に握られていたカードが、光を放ってココアのほうへ飛んでいった。

　オレは身を起こし、空と地上で起こる二つの出来事に目を奪われる。

　空では、錆びた金属の色をしたドラゴンが羽を震わせていた。

　赤銅のゴルドルブ。

　ココアから分離したのだ。

　そして地上では、

「お前……ココアか？」

「はい、アタル殿。雷光の女騎士ココア・テスタロッサ。ここに参上しました」

　そこに立っていたのは、たしかにココアだった。

　金色の髪を靡なびかせながら、白銀の鎧を煌きらめかせ、輝く大剣を掲げている。

　オレのほうを見た両眼はすんだ青色。

　それは、間違いなくオレの知っているココアだ。

　しかし、その外見はどことなく雰囲気が変わっているように感じた。

「ぐおおおおおおおおお！」

　ゴルドルブが咆哮し、こちらを睨みつけてくる。

　正確には、剣を掲げたココアをだ。

「諦めてください、ゴルドルブ。私はもはやあなたの一部ではありません。私は……アタル殿と共に、新しい物語を歩みます！」

　ココアが剣を振り抜く。

　周囲に雷光が走る。

　光は収束し、巨大な刃と化した。

　白銀の閃せん光こうが、闇を切り裂き、ゴルドルブにぶち当たる。

「ぎああああああああああああ！」

　絶叫するドラゴン。

　赤銅色の鱗が弾けるように飛び散る。

　光はさらに強さを増し、廃墟と化した世界を飲み込んでいく。

　そして、光に満ちた視界の中で、ココアは剣を収め、オレの元へ歩み寄ってきた。

「ありがとうございます、アタル殿。私は……物語から解放されました。これで、私はもう……」

「ココア!?」

　突然倒れこむココアを、オレは慌てて支える。

　オレの手の中で、ココアは光に飲まれていく。

　やがて、なにも見えなくなる。

　それでもオレは、ココアの身体を支え続ける。

　そして──。
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☆






　気づくと、オレは夜の街に立っていた。

　廃墟ではない。元のとおりの駅前広場だ。

　空に、巨大な星が迫っていたりもしない。

　ただ、ドラゴンが破壊した跡だけは、残っていた。

　オレの手にはノベライズ特典のアイテムコードが書かれたカード。

　ココアの姿は、見当たらなかった。

「ご主人！」

「団長さん！」

　アルティアとライラが、駆け寄ってくる。

　オレは、夢から醒さめたばかりのような、ぼんやりとした心地で、訊きく。

「なにが起こったんだ……？」

「ご主人がゴルドルブに取り込まれてすぐ、ゴルドルブが光を放って爆発したんだ」

「爆発というか、爆縮だったわね。まるで内側に崩れるように、自壊していったわ」

　ということは、ココアがゴルドルブを倒したあの光景は、オレの夢ってわけじゃなかったんだな。

「そうか……それで、ココアは？」

　オレが問うと、アルティアとライラは、気まずそうに視線をそらした。

　おい、ちょっと待てよ。

　やめろよ、そういう不吉な冗談は。

「待て……え？　噓うそだろ」

「…………」

　再度問いかけるも、アルティアは無言のまま。

　ライラは目を伏せて、言ってくる。

「団長さん……残念だけど、ゴルドルブが消えて、残っていたのは団長さんだけよ」

「っ……」

　オレは力を失い、その場に膝をついた。

「なんで……なんでだよっ……！」

　手を地面に叩きつける。

　痛いはずなのに、全然痛みを感じない。

　それよりも悔しさが溢あふれ出でる。

　結局無理だったのか。

　初めからココアには、いなくなる結末しか用意されていなかったってのか？

　矛盾した物語。破棄されたシナリオ。

　その登場人物だから？

　そんなのってありかよ。

「くそっ、くそ！　くそ！」

「団長さんっ」

　ライラがオレの腕を摑んだ。

　アスファルトで擦れた手が血まみれになっていた。

　それでも、痛みは感じなかった。

　悔しさは収まらなかった。

　どうしたらよかったのかわからない。

　後悔の方向すら定まらずに、オレはただライラの手を振り払おうとする。

「ご主人……」

　動きを止めたのは、アルティアの声が、オレを止めようとするのとは違う響きを帯びていたからだ。

「……どうした、アルティア？」

「見てくれ」

　そう言って、彼女が指差す先を見る。

「っ！」

　とたん、オレは駆け出した。

　崩れ去ったビル。

　そこに無数に散らばる赤黒い鱗。

　その間に、白い肌がのぞいているのが見えた。

「ココア！」

　オレは駆け寄る。

　赤銅色のドラゴンの残骸をかき分けた。

　そこには、ココアが横たわっていた。

「あ……アタル、どの…………」

　呻くように呟いた彼女を起こして、抱きかかえる。

「すみません……全力で魔法を放ったので、もう歩く力も……家まで運んで……くれると……助かり、ます……」

「そんなもん、いくらでも運んでやるよ！」

「よかった……です…………」

　ココアはそのまま気を失った。

　ライラとアルティアが駆けつけてくる。

「どうなってるんだ？」

　アルティアの疑問に、ライラは答える。

「団長さんが持ってた特典のカード──『正しい物語』のほうの雷撃の女騎士テスタロッサの力が、ココアを護ったのかしら」

　よくわかんねえな。

　まあ、理由なんてなんでもいいさ。

　もとから──この女騎士が現れたときから、ずっとわけのわからない状況なんだ。

　ただ、ライラのその言葉でオレは、ゴルドルブを倒したときのココアの姿に感じた微妙な違和感の正体に気づいた。

　あのときの彼女は、ちょっとだけ成長していたのだ。

　たぶん、特典のココア・テスタロッサが、こっちのココアよりちょっと大人なんだろうな。その力が宿ったぶん、外見も成長してたってわけだ。

　それより──今差し迫った問題は、周りにいる警官や野次馬からどうやって逃げようかってことと……。

「なあ、なにか着るものないか？」

　ココアが素っ裸だってことだ。

　彼女を抱きとめてる状態なので、柔らかい感触が全身にもたれかかってきて、落ち着かないことこの上ない。

　とくに、その、でかいおっぱいがすごい主張をしてくる。

「さすがに着替えは持ってきてないわ」

　ライラが首を横に振る。

「ああ、では私の鎧だけでも着せようか？」

　アルティアが言ってくるが、それはなしだろう。

　裸鎧とか、どういうフェチズムだよ。

　仕方ない、オレの上着だけでもかぶせて──。

「アタル！」

　と思ったところに、野次馬の中から見知った顔の女子が現れた。

「詩乃？　なんでこんなところに……」

「こんな騒ぎになってたら、絶対『騎士これ』絡みだと思うでしょ」

　ですよねー……。

「心配して来てみたら、これはどういうこと？　なんでアタルは裸のココアさんを抱きしめてるの」

「いや、ちょっと待て。さっきまですごい大変だったんだからな？」

「ズルい！　私も裸になる！」

「なんでだよ!?」

　どういう対抗意識なんだ……。

「……そういや、詩乃。ここまで歩いてきたのか？」

「そんなはずないでしょ、夜中だよ。ＳＰの人に車で送ってもらった」

「ナイス！」

　見れば、たしかに野次馬の向こうに、黒い高級車が見える。

「行くぞ、ライラ、アルティア」

　オレの意図を察して、二人はすぐに頷いた。

「え、なに？　どういうこと？」

「家まで送ってくれ。警察から逃げる」

　困惑する詩乃にそう答え、オレたちは駆け出した。

「あ、ちょっと待って。結局、なにがどうなってるのっ」

　詩乃も後から追いかけてくる。

「あ、ちょっと、君たち！　待ちなさい！」

　警察官の声を背に、オレたちは現場から逃げ出した。





エピローグ







「う……クッソ眠い」

　翌朝。

　オレは重い頭をなんとか起こしてベッドから降りた。

　おととい、昨日と、二日連続で学校をサボってしまってる。

　さすがに三日連続は避けたいところだ。

　着替えをして、部屋を出る。

　ちなみにココア、アルティア、ライラの三人は下の、親の部屋と妹の部屋でそれぞれ寝てもらった。

　ドラゴン──赤銅のゴルドルブとやらを倒したことで『破棄された物語』は解消され、モンスターの実体化現象は収まったことになる。もう夜の見張りも必要ない。

　しかし、そのわりには、女騎士三人が消える様子はなかった。

　一体どういうことなんだ。

　結局、この一連の現象がなんだったのかはよくわからないままだ。

「…………」

　オレは、昨夜、詩し乃ののＳＰさんが運転する車でライラが言っていたことを思い出す。

『実体化の原因は、さすがに私でもわからないわ。けど、団長さんのところに私たちがやってきた理由はなんとなくわかる』

『どういうことだ？』

『最初に創られた、私たちとドラゴンの物語は、矛盾があって、どうしても悲劇にしかならないはずだった。それを回避できたのは、本来そこになかった要素が加わったからよ』

『要素……？』

『あなたよ、団長さん』

　オレの隣に座るライラは、笑みを浮かべて言ってきた。

『ココアは破棄された物語の、バッドエンドの元凶として死のうとした。私は、ココアを倒すことで、正しい物語を導くしかないと考えた。けど、団長さんはどちらも否定して、新しい物語を創り出したのよ。それは、この世界に住んでいて、騎士としての考え方にとらわれない、団長さんだからできたことだわ』

『…………』

　そんな大層なものとも思えないけどな。

　まあ、不確定要素があったから、事態が引ひっ搔かき回まわされて、うまい具合に転んだ。

　そう考えれば、納得できなくもない。

　一階に降りたオレは、ダイニングに向かう。

　そこには、うちの学校の制服を着た詩乃、ココア、アルティア、ライラの四人が待ち構えていた。

「あ、おはよう、アタル」

「おはようございます、アタル殿」

「おはよう、ご主人」

「おはよう、団長さん」

「おう、おはよう…………」

　…………って、ちょっと待て！





☆






「あー、えーと……」

　オレは混乱した頭を押さえて記憶を辿たどる。

　詩乃がいるのはわかる。

　昨夜、遅くなったので泊まっていくと言っていた。

　誰がどの部屋で寝たのかは知らないが、まあ二人二人に分かれて寝たんだろう。

　わからないのは、

「なんでお前ら、制服着てるんだ？」

「あ、あの、やっぱり変ですか？」

　ココアが言ってくるので、オレは首を横に振る。

　とりあえず、三人ともめちゃくちゃ似合っていた。

　ココアは、留学生が日本の制服を着ているような感じ。合うサイズがなかったのか、胸のあたりがとってもきつそうだ。

　アルティアは、大人のお姉さんがコスプレしてる雰囲気がちょっとあるけど、それはそれでアリな感じ。

　ライラは、なぜか違和感もなく妙にしっくりきてる。すごく自然に着崩しているし、初めて着たようにはとても思えない。

「でも……なんで制服がここにあるんだ？」

「私が用意したの」

　詩乃が言ってくる。

「昨日の夜に四人で話したんだけどね。ドラゴンを倒したとはいえ、みんなが消えてないってことは、まだなにかあるかもしれないってことでしょ？　だったら、三人とも、アタルと一緒に学校に行ったほうがいいんじゃないかってことになって」

「なるほど……」

　まあ、たしかにこの三人がいないときにモンスターに襲われたらどうしようもないしな……。

「それに」

　と詩乃は急に小声になって言ってくる。

「三人が目の届くところにいてくれたほうが、私も安心だし」

「？」

　どういうことだろう。

　詩乃も、三人が現代日本でなんかやらかすことを心配してくれてるのか？

　なんで？

「と、とにかく、そういうことだから！　ご飯食べて、今日こそ学校に行くよ！」

　今度は焦った様子で大声を出してくる詩乃。

　その意図はよくわからないが、言ってることには賛成だ。

　おかしな状況なのは相変わらずだけど、日常に戻れるのはありがたい──。

「アタル殿、この服は、どこに剣を提げればいいのでしょう？」

「強度が低いから、上に鎧よろいを着てもいいだろうか」

「…………」

　こいつらは……！

「ねえ詩乃さん。この制服、いいんだけど、ちょっと地味じゃないかしら。学校にアクセサリーとかつけていってもいいの？」

「校則はあるけど、うちはわりとゆるいから大丈夫だと思うよ」

「やった。じゃあ今日の放課後に買い物しようかしら」

「あれ、でもライラさん、お金は？」

「ふふ、大丈夫」

　大丈夫じゃねえ！

　こいつまた親父のクレカ使うつもりだろ！

　ワイワイと女子トーク？　女騎士トーク？　をする四人を見て、オレは頭が痛くなってくる。

　日常に戻る前に、まずはこいつらにこの世界の常識を叩たたき込こまないといけないみたいだな……。





おわり
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あとがき







　このたびは『女騎士これくしょん』をお手に取っていただきありがとうございます。

　ソーシャルゲームのキャラクターが現実世界に出現したら……？　という妄想から生まれた今作、楽しんでいただけたら嬉しいです。

　ところで、今作の本文にはとんでもない噓が混じっています。もしかしたら、それが元で大変なトラブルが発生するかもしれませんので、ここでお詫びとともに説明をさせてください。

　本文第３話で、女騎士の三人が池袋駅のコインロッカーに服を預けるという描写があるのですが、その後の展開から、武器も一緒に預けたことがわかります。三人の武器の中で一番長いのはアルティアが持つ槍で『彼女の身長より長い』設定です。彼女の身長は１７０センチメートルという設定なので、槍はそれ以上ということになります。

　さて、池袋駅にあるコインロッカーをネットで調べてみたところ、一番大きなサイズのものは、東京メトロ丸ノ内線池袋駅の中央通路東改札外にあるロッカーで、１３５０×５７５×３５５（単位はミリメートル）というサイズでした。このロッカーに槍を斜めに入れると想定して、その最大値を三平方の定理で求めますと約１５１０ミリメートルとなります。約１５１センチメートル。アルティアの槍はロッカーに入らないのです。

　本編ではおそらくアルティアの槍だけはロッカーの上などに隠したか、あるいは荷物預かり所などに預かってもらったのではないかと考えられます。

　そんなわけで、読者の中に槍使いの騎士の方がいらっしゃいましたら、池袋駅をご利用の際は充分注意してください。もし伝説の龍殺しの槍などをロッカーに預けられないことが原因で紛失した場合も、著者及び出版社は責任を負い兼ねますのでご了承ください。

　イラストレーターのはるのいぶき様にはたまらなく魅力的なイラストを描いていただきました。女騎士たちの凝りに凝った衣装が素晴らしいです。また、三人の派手さで見逃しがちな詩し乃のの可愛さにも注目です。

　担当編集の庄しよう司じ智さとし様にはプロット段階から改稿までたくさん助けていただきました。ご提案のおかげで、キャラや世界観が想定外に深みのあるものになりました。ところでラノベ王子イベントって北海道でもやらないんですか？

　読者の皆様にも改めて感謝を！

　本作にお気に入りの女騎士はいましたか？

　それでは、またお会いできましたら幸いです。
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『女騎士これくしょん　～ガチャで出た女騎士と同居することになった。～』


電子版特典書き下ろしショートストーリー







「ふわああややや……おふぁようございます、アタル殿……」

　朝食の準備をしているオレの前を、だらけきった挨拶をしながら、ココアが通り過ぎていった。

　最近はこの世界に馴染んできたのか、随分気の抜けていることの多い雷光の女騎士である。

　まあ、基本的に敵の襲撃などないこの世界で、一日中気を張っているなんてバカらしいからな。

　なんてことを考えながらオレは、返事をしつつ彼女の方をチラッと見やって、

「ああ、おはよ……ん？」

　途中で首をかしげた。

　ココアは洗面所の方へ行ってしまったのでよく見えなかったのだが、なんか、彼女の服装がいつもと違って不自然だったような。

「なんだ……？」

　オレは首をかしげるが、ヤカンのお湯がピーピー鳴り出したので、慌てて朝食の準備に戻る。

「ふわああああやわやわ……今日はやけに眠いです……ちょっと体操でもして目を覚ましますかね」

　洗面所から戻ってきたココアは、そんなことを言いながらリビングのスピーカーに繫いであるｉＰ○ｄを操作してラジオ体操を流し始めた。おなじみの音楽に合わせて、腕を振り始める女騎士。ｉＰ○ｄはオレのお古をあげたんだが、いつの間にか完璧に使いこなしている。

　ｉＰ○ｄを操作する女騎士もシュールだし、ラジオ体操を完璧にこなす女騎士もシュールである。

　朝から連続でシュールなものを見せられて微妙な気分だったが、不意に、

　──ヒラッ。

「ぶっ!?」

　とんでもないものが見えてオレは吹き出した。

「……？　どうしたんですか、アタル殿」

「ココア、お前！　服、服！」

　オレは動きを止めないココアから慌てて目をそらしながら指差す。

　ココアの衣装の前面は、ヒラヒラした布をベルトで留めるようになっているのだが、着る順番を間違えると、そのヒラヒラがベルトの手前にきてしまう。すると、ちょっと激しい動きをしただけで布が舞い上がって、ぱんつが丸見えになってしまうのだ。

　多分、寝ぼけた状態で衣装を身につけたので、順番を間違えたのだろう。

　しかもココアはそれに気づかない。

「どうしたんです、アタル殿？　一緒に体操したいんですか」

　そんなことを言いながら相変わらずぶんぶか腕を振り回し、身体をひねる。

「ち、違うっ。そうじゃなくて服がだな」

「遠慮することないですよ。ほらほら、ご一緒に」

「ばかっ、やめろ！」

　オレはココアから逃げるようにキッチンに戻り、朝食の準備を続けた。

　脳裏には真っ白い布の映像が残って離れない。なんかちょっと小さいリボンもついていた。いつの間にあんな可愛らしいぱんつを手に入れたのだろうか……いやいや、考えるなオレ。記憶から消去しろ！

　──で、結局。

　そもそもこの日は平日なので、ココアは学校に行くためにすぐ制服に着替え直すことになった。鎧を着たのからしてそもそも間違えていたのだ。そのときは彼女は布の付け方がおかしいことに気づかなかったようなのだが……。

　その日の授業中に突然気づいたらしく、いきなり立ち上がると、

「アタル殿、朝、私のぱんつを見ましたね！」

　と叫んだのだった。ふざけんなよお前！
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本作品は、二〇一七年九月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。





◎本電子書籍内の外部リンクに関して





ご利用の端末によっては、リンク機能が制限され正しく動作しない場合があります。また、リンク先のｗｅｂサイト、メールアドレス、電話番号は、事前のご連絡なく削除あるいは変更されることもございます。ご了承ください。







女おんな騎き士しこれくしょん

～ガチャで出でた女おんな騎き士しと同どう居きよすることになった。～
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